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は
じ
め
に

　
『
壇
浦
兜
軍
記
』
は
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
九
月
九
日
初
日
、
大
坂
道
頓
堀
竹
本
座

興
行
で
初
演
さ
れ
た
、
人
形
浄
瑠
璃
の
作
品
で
あ
る
。
作
者
は
、
文
耕
堂１
と
長
谷
川
千
四２
の

合
作
に
よ
る
。
源
平
合
戦
の
の
ち
、
源
頼
朝
の
命
を
狙
う
悪
七
兵
衛
景
清
を
主
人
公
と
す
る

五
段
続
の
時
代
物
で
あ
る３
。

　

三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
本
文
を
改
訂
し
て
付
け
物
・
一
幕
物
と
し
て
再
演
し
た
の
は
、

竹
本
大
和
掾
が
最
初
で
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
七
）
十
一
月
十
六
日
初
日
、
や
は
り
竹
本
座

で
の
『
年
忘
座
鋪
操
』
興
行
で
の
こ
と
で
あ
る４
。

　

江
戸
時
代
の
付
け
物
の
上
演
回
数
で
み
る
上
位
三
作
は
、

『
壇
浦
兜
軍
記
』「
琴
責
の
段
」　　

百
十
七
回

『
近
頃
河
原
達
引
』「
堀
川
の
段
」　

百
五
回

『
桂
川
連
理
柵
』「
帯
屋
の
段
」　　

九
十
八
回

と
な
る５
。「
琴
責
の
段
」
は
付
け
物
の
演
目
と
し
て
、
随
一
の
人
気
を
誇
っ
た
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
ニ
ッ
ト
ー
か
ら
発
売
さ
れ
た
十
三
枚
二
十
六
面
の
Ｓ
Ｐ
レ

コ
ー
ド
「
阿
古
屋
琴
責
の
段
」
は
、
阿
古
屋
・
五
代
竹
本
錣
太
夫
、
重
忠
・
二
代
豊
竹
古
靱

太
夫
（
の
ち
の
豊
竹
山
城
少
掾
）、
岩
永
・
竹
本
静
太
夫
（
の
ち
の
四
代
竹
本
大
隅
太
夫
）、
榛
沢
・

七
代
豊
竹
島
太
夫
（
の
ち
の
十
代
豊
竹
若
太
夫
）、
三
味
線
・
二
代
豊
沢
新
左
衛
門
、
ツ
レ
・
鶴

沢
芳
之
助
（
の
ち
の
五
代
鶴
沢
弥
三
郎
）
に
よ
る
演
奏
で
あ
る６
。
当
該
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
演
奏

は
基
本
的
に
右
の
大
和
掾
改
訂
本
文
で
あ
る７
。

　

数
多
く
残
る
大
坂
板
五
行
本
や
、
こ
ん
に
ち
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
現
行
上
演
本
文
が
、

大
和
掾
改
訂
本
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
曲
は
大
和
掾
の
改
訂
以
来
ま
っ
す
ぐ
に
伝
承
さ
れ

て
き
た
も
の
と
筆
者
は
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
浄
瑠
璃
本
（
抜
き
本
）
の
所
在
調
査
を
進
め

る
内
、
大
和
掾
以
外
の
太
夫
に
よ
る
改
訂
本
文
│
│
初
代
豊
竹
駒
太
夫
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫

に
由
来
す
る
異
文
│
│
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
異
本
を
校
合
し
て
新
た
に
気
付
く
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
単
発
的
に
行
わ
れ
た
変

種
な
の
で
は
な
く
、
大
和
掾
の
改
訂
本
文
に
出
発
し
て
、
初
代
豊
竹
駒
太
夫
、
初
代
豊
竹
麓

太
夫
が
順
次
改
訂
を
重
ね
て
、
後
代
に
至
っ
て
再
び
大
和
掾
改
訂
本
文
へ
と
回
帰
し
た
、
と

い
う
伝
承
の
過
程
で
あ
る
。
本
稿
を
著
す
第
一
の
目
的
は
、「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
が

成
り
立
つ
ま
で
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
第
二
の
目
的
と
し
て
は
、
本
曲
の
曲
風
に
関
し
て
、
わ
た
く
し
に
整
理
を
試
み
た
い
。

文
楽
・
義
太
夫
節
の
音
楽
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
西
風
（
竹
本
座
の
音
楽
特
徴
）
か
東
風
（
豊

竹
座
の
音
楽
特
徴
）
か
の
区
別
が
あ
り
、
さ
ら
に
曲
目
に
よ
っ
て
は
初
演
者
な
り
再
演
者
な
り

の
太
夫
個
人
の
曲
風
が
残
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る８
。「
琴
責
の
段
」
は
、
西
風
・
竹
本
大
和

掾
の
曲
風
と
す
る
説９
、
東
風
・
初
代
豊
竹
駒
太
夫
の
曲
風
と
す
る
説Ａ
、
複
数
の
曲
風
が
混
在

す
る
と
い
う
説Ｂ
と
が
あ
っ
て
、
い
さ
さ
か
混
乱
し
た
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
か
と
思
う
。

　

初
代
豊
竹
駒
太
夫
や
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
改
訂
本
文
の
存
在
を
把
握
し
な
い
段
階
に
お
い

て
は
、「
大
和
掾
改
訂
本
文
に
初
代
駒
太
夫
の
曲
風
が
重
な
る
は
ず
は
な
い
」
と
筆
者
は
考

え
た
の
だ
が
、
上
演
本
文
の
変
遷
・
成
立
過
程
を
追
っ
て
み
る
と
、
大
和
掾
の
本
文
に
初
代

駒
太
夫
の
本
文
が
継
ぎ
合
わ
さ
れ
て
語
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
今
回
判
明
し
た
。
こ

こ
か
ら
、
竹
本
大
和
掾
と
初
代
豊
竹
駒
太
夫
の
二
つ
の
曲
風
を
ひ
と
つ
の
曲
の
中
で
演
奏
す

る
、
と
い
う
の
が
「
琴
責
の
段
」
の
音
楽
な
の
だ
、
と
思
い
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
こ
や

を
初
代
豊
竹
駒
太
夫
、
重
忠
を
中
心
と
す
る
男
性
登
場
人
物
を
竹
本
大
和
掾
、
の
各
曲
風
で

演
奏
し
た
と
い
う
の
が
「
琴
責
の
段
」
の
伝
統
的
な
姿
な
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

─
─
竹
本
大
和
掾
と
初
代
豊
竹
駒
太
夫
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
影
響
─
─
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大
和
掾
・
初
代
駒
太
夫
の
両
風
に
よ
る
「
掛
合
」
と
い
う
、
こ
ん
に
ち
に
伝
わ
る
曲
風
・

音
楽
演
出
を
成
立
さ
せ
た
の
は
誰
か
。
初
代
豊
竹
麓
太
夫
で
あ
る
こ
と
は
異
本
校
合
の
過
程

と
上
演
史
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
明
ら
か
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
初
代
麓
太
夫
と
「
琴
責
の

段
」（
以
下
、「
琴
責
」
と
略
す
）
と
の
結
び
付
き
を
示
す
、
同
時
代
の
資
料
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』

を
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
点
を
論
証
し
て
み
た
い
。

　

本
作
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
上
演
記
録
に
つ
い
て
は
、
（30）
頁
以
下
に
「︻
資
料
1
︼『
壇
浦

兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
上
演
年
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
上
演
本
文
の
変
遷
に

つ
い
て
は
、
（40）
頁
以
下
に
ま
と
め
た
「︻
資
料
2
︼『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
本

文
対
照
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
初
演
興
行
と
三
段
目
口
「
琴
責
」
の
初
演
者

　

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
九
月
の
『
壇
浦
兜
軍
記
』
初
演
興
行
に
は
、
番
付
が
残
ら
な
い
。

そ
の
た
め
太
夫
の
配
役
は
判
ら
な
い
の
だ
が
、
初
演
興
行
時
に
刊
行
さ
れ
た
︹
写
真
1
︺
道

行
本
の
前
表
紙
（
の
板
木
）
が
現
存
し
て
い
て
、
こ
こ
に
掲
げ
る
太
夫
連
名
に
よ
っ
て
初
代

竹
本
政
太
夫
、
竹
本
文
太
夫
、
竹
本
喜
太
夫
、
竹
本
佐
太
夫
、
竹
本
兼
太
夫
、
竹
本
大
和
太

夫
が
出
演
し
た
こ
と
が
判
る
。

　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
刊
『
音
曲
高
名
集Ｃ
』「
竹
本
大
和
太
夫
」
条
に
、「
生
涯
評
判
よ

ろ
し
き
浄
る
り
戯
題
」
九
段
の
末
尾
と
し
て
、「
兜
軍
記　

琴
責
」
と
あ
る
。
同
書
は
、
三

代
竹
本
政
太
夫
に
聞
書
し
て
成
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
竹
本
座
内
に
お
い
て
「
琴
責
」

の
初
演
は
竹
本
大
和
太
夫
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

　

先
行
作
・
近
松
門
左
衛
門
作
『
出
世
景
清
』（
貞
享
二
年
︿
一
六
八
五
﹀
大
坂
竹
本
座
初
演
）
で

は
、
兄
に
唆
さ
れ
て
景
清
の
所
在
を
密
告
し
た
あ
こ
や
で
あ
る
が
、
本
作
『
壇
浦
兜
軍
記
』

で
は
あ
こ
や
を
老
母
・
兄
と
も
に
景
清
を
庇
う
善
な
る
人
物
と
し
て
設
定
し
直
し
た
と
こ
ろ

に
創
作
の
出
発
点
が
あ
っ
た
。
兄
井
場
の
十
郎
の
顔
が
景
清
に
似
る
と
い
う
要
素
を
新
た
に

加
え
て
、
十
蔵
を
進
ん
で
景
清
の
身
替
わ
り
に
な
ろ
う
と
す
る
人
物
と
し
て
脚
色
す
る
。
ま

た
十
蔵
・
あ
こ
や
の
老
母
は
、
景
清
を
救
う
べ
く
十
蔵
へ
身
替
わ
り
を
勧
め
る
。
景
清
の
正

体
・
本
性
が
曝
か
れ
る
契
機
を
、
近
松
『
出
世
景
清
』
二
段
目
口
「
清
水
坂
」
で
の
あ
こ
や

の
密
告
か
ら
、『
壇
浦
兜
軍
記
』
で
は
あ
こ
や
兄
妹
と
景
清
の
会
話
を
根
井
の
太
夫
が
立
ち

聞
き
し
て
悟
る
（
四
段
目
）、
と
い
う
形
に
改
め
る
。

　
『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
の
初
演
本
文
で
は
登
場
す
る
清
水
寺
の
轟
坊
は
、『
出

世
景
清
』
二
段
目
切
「
清
水
寺
轟
坊
」
で
同
寺
の
三
十
人
余
の
荒
法
師
が
鎌
倉
方
の
軍
勢
五

百
騎
の
急
襲
を
防
い
で
、
景
清
を
守
っ
た
件
を
踏
ま
え
る
。
ま
た
「
琴
責
」
の
劇
中
に
一
旦

は
水
責
の
用
意
が
進
め
ら
れ
る
の
は
、『
出
世
景
清
』
三
段
目
切
「
六
条
河
原
」
で
小
野
の

姫
が
凄
惨
な
水
責
・
火
責
に
あ
う
件
を
踏
ま
え
て
い
る
。
い
ず
れ
の
事
柄
も
原
作
『
出
世
景

清
』
と
は
異
な
っ
て
、
秩
父
庄
司
次
郎
重
忠
に
よ
っ
て
、
非
暴
力
的
に
、
平
和
的
に
対
処
さ

れ
て
い
く
と
い
う
点
に
、『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
展
開
が

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
『
壇
浦
兜
軍
記
』
で
は
、『
出
世
景
清
』
に
は
登
場
し
な
い
が
、『
平
家
物
語
』
巻

十
一
「
弓
流
」
で
屋
島
合
戦
の
逸
話
「
錣
引
」
を
争
っ
た
箕
尾
谷
四
郎
を
登
場
さ
せ
て
、
新

し
い
物
語
を
展
開
さ
せ
た
。
浄
瑠
璃
本
の
題
簽
・
内
題
は
角
書
を
持
た
な
い
が
、︹
写
真

1
︺
初
演
時
の
道
行
本
と
︹
写
真
2
︺
再
演
時
の
包
紙
で
は
、
角
書
「
箕
尾
谷
四
郎
・
七
兵

衛
景
清
」
と
掲
げ
て
い
て
、
主
要
な
登
場
人
物
と
し
て
明
示
し
た
こ
と
が
判
る
。

　

近
松
『
出
世
景
清
』
で
は
序
切
・
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
の
普
請
場
で
あ
っ
た
乱
闘
を
、『
壇

浦
兜
軍
記
』
で
は
四
段
目
切
・
根
井
の
太
夫
の
隠
居
屋
敷
の
普
請
場
に
置
き
換
え
て
、
か
つ

箕
尾
谷
四
郎
と
の
「
錣
引
」
の
再
戦
と
し
て
描
い
て
み
せ
た
。
景
清
は
怪
力
無
双
で
、
尾
張

国
熱
田
と
京
清
水
寺
を
日
参
す
る
ほ
ど
の
駿
足
の
持
ち
主
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
逃
走
せ
ず
に

〔
写
真
1
〕  　「
琴
責
の
段
」
前
表
紙
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館911.7-ﾀ

1

『
天
理
図
書
館
蔵

版
院
本
表
紙
包
紙
集
』）
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捕
縛
さ
れ
る
の
か
。
近
松
『
出
世
景
清
』
は
、
正
妻
・
小
野
の
姫
、
舅
・
熱
田
の
大
宮
司
を

救
う
た
め
の
義
理
と
設
定
し
、『
壇
浦
兜
軍
記
』
は
、
肉
親
の
弟
（
箕
尾
谷
四
郎
）
へ
の
恩

愛
の
た
め
、
と
設
定
し
たＤ
。

　

し
か
し
︻
資
料
2
︼『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
上
演
年
表
に
い
う
№
001
享
保

の
初
演
と
№
002
の
宝
暦
の
再
演
と
の
二
回
を
限
り
と
し
て
、『
壇
浦
兜
軍
記
』
独
自
の
工
夫

で
あ
っ
た
箕
尾
谷
四
郎
（
四
段
目
・
五
段
目
に
登
場
）
の
物
語
は
、
以
後
に
重
演
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
ま
た
№
009
の
大
坂
、
№
010
の
江
戸
で
の
、
大
序
か
ら
三
段
目
切
ま
で
の
上
演

を
最
後
と
し
て
、
本
作
の
通
し
・
立
て
で
の
上
演
は
絶
え
る
。

　

以
後
本
作
は
多
く
の
場
合
、「
琴
責
」
の
み
を
付
け
物
・
一
幕
物
の
演
目
と
し
て
独
立
し

て
再
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

二
、
竹
本
大
和
掾
に
よ
る
再
演
と
本
文
改
訂

　

こ
こ
か
ら
は
、「
琴
責
」
現
行
本
文
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
参
考
の
た
め
、
（40）

頁
以
下
に
、「︻
資
料
2
︼『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
本
文
対
照
表
」
を
ま
と
め
、

諸
本
の
本
文
を
対
照
し
た
。
各
本
の
刊
行
時
期
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
※
の
下
に
「︻
資

料
1
︼『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
上
演
年
表
」
の
通
し
番
号
を
記
す
。

①
通
し
本　
　
　
　

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
九
月
大
坂
初
演

②
年
忘
座
鋪
操　
　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
七
）
十
一
月
大
坂
再
演　
　

※
№
001

③
駒
太
夫
本　
　
　

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
正
月
江
戸
再
演　
　
　

※
№
015

④
大
字
遊
下
本　
　

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
四
月
江
戸
再
演　
　
　

※
№
044

　

本
文
を
校
合
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
①
通
し
本
の
、
す
な
わ
ち
初
演
本
文
の
フ
シ

落
チ
を
基
準
と
し
て
十
九
の
段
落
を
設
け
、
実
線
で
区
切
っ
た
。
ま
た
諸
本
間
で
の
本
文
の

異
同
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、「
掛
合
」
で
演
奏
し
た
場
合
の
本
文
分
割
位
置
に
お
い
て

破
線
で
区
切
っ
た
。

　

宝
暦
五
年
十
一
月
『
年
忘
座
鋪
操
』
興
行
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
年
の
竹
本
座
に
は
初

演
興
行
が
な
く
、
旧
作
の
再
演
に
終
始
し
たＥ
。
か
つ
通
し
・
立
て
の
演
目
は
初
段
・
二
段
ば

か
り
で
短
く
終
え
て
、
付
け
物
を
多
く
並
べ
た
興
行
が
続
い
た
。

　

六
月
京
竹
本
座
で
、
前
浄
瑠
璃
に
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
初
段
・
二
段
の
通
し
・
立
て
、

後
浄
瑠
璃
に
『
庭
涼
座
鋪
操
』
と
題
し
て
、
七
段
の
付
け
物
七
段
を
並
べ
たＦ
。

　

七
月
大
坂
竹
本
座
で
、
前
浄
瑠
璃
に
『
相
模
入
道
』（
近
松
『
相
模
入
道
千
疋
犬
』）
の
初
段
・

二
段
の
通
し
・
立
て
、
後
浄
瑠
璃
に
『
庭
涼
操
座
鋪
』
と
題
し
て
、
七
段
の
付
け
物
を
並
べ

たＧ
。

　

註（
4
）に
詳
し
く
記
し
た
が
、
十
一
月
大
坂
竹
本
座
で
、
前
浄
瑠
璃
に
『
相
模
入
道
』
初

段
・
二
段
の
通
し
・
立
て
を
続
演
し
て
、
後
浄
瑠
璃
に
『
年
忘
座
鋪
操
』
と
題
し
て
、
付
け

物
八
段
を
並
べ
、
大
切
に
節
事
『
拍
子
合
浄
瑠
璃
合
』
を
置
い
た
。

　

右
三
興
行
で
は
付
け
物
の
み
を
ま
と
め
た
本
が
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
た
。『
庭
涼
座
鋪
操
』

『
庭
涼
操
座
鋪
』『
年
忘
座
鋪
操
』
は
い
ず
れ
も
既
刊
の
通
し
本
・
大
字
七
行
本
か
ら
該
当
す

る
板
木
を
再
利
用
し
て
抜
き
摺
り
し
た
が
、
各
段
の
冒
頭
や
末
尾
の
丁
に
つ
い
て
一
部
は
新

た
に
板
木
を
起
こ
し
て
、
空
白
の
頁
が
生
じ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。

　
『
年
忘
座
鋪
操
』
の
「
琴
責
」
の
場
合
は
、
①
通
し
本
の
冒
頭
「
兜
四
十
九
」「
兜
五
十
」

「
兜
五
十
一
」
三
丁
を
、
②
年
忘
座
鋪
操
で
は
新
刻
「
兜
五
十
一
」
一
丁
に
改
め
る
。
①
通

し
本
の
標
題
は
「
第
三
」（
兜
四
十
九
丁
表
一
行
目
）
と
あ
っ
た
が
、
②
年
忘
座
鋪
操
の
標
題
は

「
あ
こ
や
責
の
段
」
と
改
め
る
。
ま
た
①
通
し
本
の
末
尾
は
「
兜
五
十
八
」
丁
裏
五
行
目
で

三
段
目
口
か
ら
三
段
目
切
へ
移
る
の
だ
が
、
②
年
忘
座
鋪
操
で
は
新
刻
「
兜
五
十
八
」
丁
裏

七
行
目
い
っ
ぱ
い
に
収
ま
る
よ
う
に
書
き
改
め
る
。
途
中
の
「
兜
五
十
二
」
か
ら
「
兜
五
十

七
」
ま
で
の
六
丁
分
は
、
旧
板
を
増
摺
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
写
真
2
〕  　『
壇
浦
兜
軍
記
』
再
演
興
行
時
刊
行
の
浄
瑠
璃
本
の
包
紙
（
京
都
光
華
女
子
大
学
図
書

館
・
加
島
屋
竹
中
清
助
家
旧
蔵
資
料
）



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
12
号　

2 

0 

2 

0
年
3
月

（10）181

　

本
文
の
内
容
は
、
①
通
し
本
と
②
年
忘
座
鋪
操
と
を
対
照
す
る
と
大
き
く
異
な
る
点
は
二

箇
所
で
あ
る
。
第
一
の
相
違
点
は
、
段
落
№
03
と
№
04
と
を
削
っ
た
点
で
、
こ
の
た
め
清
水

寺
の
轟
坊
が
登
場
し
な
く
な
る
（
削
除
に
伴
い
、
№
05
冒
頭
に
本
文
「
か
ゝ
る
折
か
ら
」
を
追
加
し

た
）。
第
二
は
、
段
落
№
19
の
本
文
を
書
き
替
え
て
、「
三
重
」
で
終
わ
っ
て
三
段
目
切
へ
接

続
し
た
も
の
を
、「
段
切
」
で
終
わ
っ
て
一
幕
で
完
結
す
る
よ
う
に
改
め
た
点
で
あ
る
。

　

段
落
№
03
と
№
04
で
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
岩
永
左
衛
門
が
（
序
切
・
東
大
寺
で
景
清
の
叔

父
・
大
日
坊
へ
依
頼
し
た
の
と
同
様
に
）、
か
ね
て
景
清
が
信
心
す
る
清
水
寺
の
住
僧
ら
に
身
柄

を
押
さ
え
て
差
し
出
せ
と
依
頼
し
た
こ
と
で
あ
る
。
轟
坊
は
岩
永
の
恫
喝
に
屈
せ
ず
、
宗
教

者
と
し
て
峻
拒
す
る
。
重
忠
の
手
前
、
面
目
を
失
っ
た
岩
永
が
「
仕
廻
イ
付
カ
ね
ば
座
を
立
ツ

て
次
の
一
ト
間
に
入
リ
に
け
る
。」
ま
で
が
、
段
落
№
03
。

　

段
落
№
04
で
は
、
轟
坊
と
ふ
た
り
き
り
と
な
っ
た
重
忠
が
、
な
ぜ
景
清
を
探
索
す
る
の
か
、

そ
の
本
当
の
目
的
を
打
ち
明
け
る
。「
彼
景
清
は
一
人
当
千
あ
つ
た
ら
し
き
も
の
ゝ
ふ
。
鍛

か
ら
め
と
れ
ば
と
て
無
下
に
一
命
を
断
べ
き
や
。
何
と
ぞ
彼
レ
が
心
を
和
ら
め
源
氏
の
幕
下

に
付
ケ
置
ば
。
勇
者
の
胤
を
日
本
に
永
く
残
さ
ん
国
の
宝
。
臥
竜
先
生
が
猛
獲
を
七
度
迄
助

け
か
へ
し
。
終
に
は
蜀
の
み
か
た
と
な
し
つ
る
。
例
を
ま
ね
ぶ
寸
志
の
忠
義
」、
す
な
わ
ち

助
命
し
て
降
参
さ
せ
、
源
氏
の
臣
下
と
す
る
た
め
の
捜
索
な
の
だ
と
告
げ
る
。
轟
坊
は
、
重

忠
の
仁
愛
に
感
じ
入
り
、
景
清
の
説
得
を
承
諾
す
る
、
と
い
う
ま
で
が
段
落
№
04
で
あ
る
。

　

景
清
へ
の
宥
和
的
な
態
度
は
、
大
序
・
鎌
倉
御
所
で
の
頼
朝
の
詞
「
上
総
の
景
清
は
平
家

無
二
の
忠
臣
国
土
無
双
と
聞
。あ
へ
な
く
討
ん
も
残
リ
多
し
と
も
か
ふ
も
重
忠
と
は
か
ら
ひ
。

穏
便
の
さ
た
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
。
心
へ
た
る
か
岩
永
本
多
」（
兜
六
丁
裏
四
行
目
）
に
基
づ
く
、

『
壇
浦
兜
軍
記
』
作
中
の
鎌
倉
幕
府
の
大
方
針
で
あ
る
。
段
落
№
03
で
は
岩
永
が
頼
朝
の
命

令
に
背
く
こ
と
、
段
落
№
04
で
は
重
忠
が
頼
朝
の
命
令
に
忠
実
に
従
う
こ
と
が
対
照
的
に
示

さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
予
め
「
最
後
に
景
清
は
助
け
ら
れ
る
」、
い
わ
ば
判
決
文
を
知
っ
た
上
で
み
る

裁
判
劇
に
、
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
竹
本
大
和
掾
が
、
通
し
・
立
て
の
五
段
続
の

文
脈
か
ら
三
段
目
口
「
琴
責
」
の
一
幕
を
独
立
さ
せ
た
こ
と
、
お
よ
び
「
琴
責
」
で
は
段
落

№
03
・
04
を
削
除
し
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
読
者
・
観
客
・
聴
衆
は
、
作
中
の
あ
こ
や
と

同
様
に
「
重
忠
の
。
底
の
心
は
知
ラ
ね
共
」、
重
忠
が
景
清
の
行
方
を
探
索
す
る
本
当
の
目

的
が
解
ら
な
い
ま
ま
、
重
忠
の
詮
議
を
見
守
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
追
及
す
る
重
忠
と
、

追
及
さ
れ
る
あ
こ
や
と
の
法
廷
闘
争
が
、
初
演
本
文
と
は
違
っ
た
緊
張
感
を
以
て
進
行
す
る

よ
う
に
な
る
効
果
を
狙
っ
た
削
除
な
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

末
尾
の
異
同
を
み
る
。
前
述
す
る
よ
う
に
、
①
通
し
本
の
場
合
、
三
段
目
切
へ
接
続
す
る

た
め
の
節
付
「
三
重
」
で
終
わ
っ
た
も
の
を
、
②
年
忘
座
鋪
操
で
は
一
幕
物
と
し
て
完
結
す

る
た
め
の
節
付
「
段
切
」
へ
と
改
め
て
い
る
。
ま
た
①
通
し
本
の
場
合
、
段
落
№
19
で
は
あ

こ
や
の
発
話
は
な
い
が
、
②
年
忘
座
鋪
操
で
は
、
改
め
て
あ
こ
や
の
「
冥
加
に
あ
ま
る
御
ン

情
。
つ
ど
〳
〵
お
礼
も
の
べ
ざ
ほ
の
。
長
居
は
お
そ
れ
此
儘
に
す
。
ぐ
に
御
前
を
三
下
り
。」

と
い
う
発
話
と
描
写
を
新
た
に
加
え
て
い
る
。

　

②
年
忘
座
鋪
操
の
改
変
は
、
行
政
・
立
法
・
司
法
の
三
権
分
立
が
実
現
せ
ぬ
前
近
代
の
社

会
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
実
現
し
た
は
ず
の
日
本
の
近
現
代
に
お
い
て
も
、
稀
有
な
る
無
罪

判
決
を
下
さ
れ
た
あ
こ
や
の
喜
び
の
声
を
加
え
る
こ
と
で
、
逆
転
裁
判
の
劇
を
よ
り
明
る
く

印
象
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

竹
本
大
和
掾
は
②
年
忘
座
鋪
操
を
︻
資
料
1
︼
上
演
年
表
の
№
001
で
は
ひ
と
り
で
語
っ
た

が
、
№
005
・
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
八
月
大
坂
竹
本
座
興
行
で
は
、
掛
合
で
演
奏
す
る

こ
と
を
最
初
に
試
み
た
。「
琴
責
」
の
上
演
本
文
と
演
奏
形
式
の
点
で
、
こ
ん
に
ち
に
ま
で

影
響
を
残
し
た
太
夫
で
あ
る
。

三
、
初
代
豊
竹
駒
太
夫
に
よ
る
再
演
と
本
文
改
訂

　
︻
資
料
2
︼『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
本
文
対
照
表
の
、
③
駒
太
夫
本
に
つ
い

て
述
べ
る
。
次
頁
の
︹
写
真
3
︺
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
の
合
綴
本Ｈ
の
中
に
あ
っ
た
内

題
「
壇
浦
兜
軍
記　

琴
責
の
段
」（
上
巻
）、
江
戸
・
西
宮
新
六
板
の
上
下
二
巻
本
の
、
上
巻

の
前
表
紙
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
る
配
役
「
出
語
豊
竹
駒
太
夫
・
三
味
線
野
沢
八
兵
衛
」
は
、

上
演
年
表
の
№
015
・
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
正
月
、
江
戸
肥
前
座
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』

興
行
の
番
付
に
一
致
す
る
。
当
該
興
行
の
番
付
に
は
、「
壇
浦
兜
軍
記　

琴
責
の
だ
ん
」「
御

目
見
へ
出
か
た
り　

下
リ
豊
竹
駒
太
夫
・
三
絃
野
沢
八
兵
衛
」
と
あ
る
。
③
駒
太
夫
本
は
、

当
該
興
行
時
の
刊
行
と
考
え
る
。

　

寛
政
四
年
の
駒
太
夫
は
二
代
目
で
あ
る
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
没
し
た
初
代
駒
太

夫
の
実
子
で
あ
り
門
弟
で
も
あ
っ
て
、
前
名
を
生
駒
太
夫
と
い
っ
た
人
物
で
あ
る
。
安
永
五

年
（
一
七
七
六
）
正
月
・
京
『
け
い
せ
い
返
魂
香
』
興
行
番
付
に
、「
生
駒
改
豊
竹
駒
太
夫
」

と
あ
る
の
で
、
父
・
初
代
駒
太
夫
の
存
命
中
に
、
名
を
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
の
内
容
と
し
て
は
、
③
駒
太
夫
本
を
①
通
し
本
・
②
年
忘
座
鋪
操
と
対
照
す
る
と
、



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
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段
落
№
03
と
№
04
と
を
削
る
点
お
よ
び
№
05
冒
頭
に
本
文
「
か
ゝ
る
折
か
ら
」
を
追
加
す
る

点
が
共
通
す
る
の
で
、
③
駒
太
夫
本
は
基
本
的
に
は
②
年
忘
座
鋪
操
を
継
承
し
て
成
る
も
の

と
い
え
る
。
③
駒
太
夫
本
が
②
年
忘
座
鋪
操
と
異
な
る
の
は
、
段
落
№
19
で
あ
る
。
概
ね
①

通
し
本
と
同
文
な
が
ら
、「
三
重
」
の
返
し
句
を
「
お
き
て
な
れ
。」
と
改
め
た
点
が
、
③
駒

太
夫
本
の
独
自
の
工
夫
で
あ
る
。

　

前
掲
『
音
曲
高
名
集
』
の
、
初
代
「
豊
竹
駒
太
夫
」
条
に
「
生
涯
評
判
よ
き
戯
題
」
十
段

の
末
尾
に
「
檀
ノ
浦　

琴
責
」
と
あ
る
。
ま
た
同
書
「
二
代
目
豊
竹
駒
太
夫
」
条
に
は
具
体

的
な
段
名
の
表
示
は
無
く
、
た
だ
「
此
人　

親
の
語
り
も
の
な
り
」
と
記
す
ば
か
り
で
あ
る
。

二
代
駒
太
夫
は
、
師
で
あ
り
実
父
で
も
あ
る
初
代
駒
太
夫
の
、
忠
実
な
継
承
者
と
認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
点
か
ら
、
③
駒
太
夫
本
の
独
自
本
文
は
、
初
代
駒
太
夫
の
工
夫

で
あ
っ
て
、
上
演
年
表
の
№
007
・
008
の
段
階
で
既
に
成
立
し
て
い
た
も
の
、
と
筆
者
は
推
考

す
る
。

　

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
九
月
刊
の
浄
瑠
璃
評
判
記
『
闇
の
礫Ｉ
』
二
代
「
豊
竹
駒
太
夫
」

条
に
、「
頭
取
」
の
詞
と
し
て
「
け
つ
か
う
な
御
声
と
ん
と
御
親
父
に
生
う
つ
し
」
と
評
さ

れ
る
の
は
右
の
推
考
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
同
条
「
ワ
ル
口
」
に
「
此
人
は
あ
こ
や
修
行

せ
ら
る
ゝ
と
聞
た
が
も
は
や
何
ヶ
国
ほ
ど
お
廻
り
な
さ
れ
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
代
駒

太
夫
が
よ
く
「
琴
責
」
を
語
っ
た
ら
し
い
と
判
る
。
上
演
年
表
の
№
011
・
012
・
013
・
014
・
015

が
二
代
駒
太
夫
の
出
演
で
あ
る
が
、
竹
本
大
和
掾
の
次
代
に
「
琴
責
」
を
得
意
と
し
た
の
が
、

初
代
駒
太
夫
・
二
代
駒
太
夫
の
師
弟
・
父
子
で
あ
っ
た
。

　

③
駒
太
夫
本
の
前
表
紙
の
「
野
沢
八
兵
衛
」
は
、
初
代
八
兵
衛
（
初
名
・
富
八
）、
二
代
八

兵
衛
（
前
名
・
藤
三
郎
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
代
の
出
演
歴
・
改

名
年
が
定
か
で
な
い
た
め
に
特
定
で
き
な
い
。『
音
曲
高
名
集
』
に
三
代
政
太
夫
の
談
話
を

聞
き
書
き
し
た
の
は
、
三
代
野
沢
八
兵
衛
（
前
名
・
野
沢
重
五
郎
）
で
あ
る
。『
音
曲
高
名
集
』

が
「
琴
責
」
を
二
代
駒
太
夫
で
な
く
、
初
代
駒
太
夫
の
得
意
な
曲
と
し
て
記
載
し
た
の
は
、

三
代
政
太
夫
の
記
憶
以
外
に
も
、
八
兵
衛
の
代
々
に
お
け
る
伝
承
に
基
づ
く
可
能
性
も
あ
り

得
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
に
よ
る
再
演
と
本
文
改
訂

　
︻
資
料
2
︼『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
本
文
対
照
表
の
、
④
大
字
遊
下
本
に
つ

い
て
述
べ
る
。
次
頁
の
︹
写
真
4
︺
は
、
筆
者
所
蔵
の
内
題
「
琴
責
の
段
」、
江
戸
板
六
行

本
の
前
表
紙
で
あ
る
。前
表
紙
に
掲
げ
る
配
役
「
カ
ケ
合　

豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
宮
戸
太
夫
・

竹
本
津
賀
太
夫
。
三
弦
鶴
沢
勝
次
郎
・
三
曲
鶴
沢
清
糸
」
に
よ
る
上
演
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
、︹
参
考
写
真
2
︺
終
丁
裏
の
年
記
「
文
政
五
壬
午
歳
卯
月
吉
日
」

を
初
日
と
す
る
、
江
戸
・
結
城
座
で
の
興
行
時
に
開
板
に
さ
れ
た
本
と
推
考
す
る
が
、
刊
行

時
期
は
こ
れ
よ
り
遅
れ
る
。︹
参
考
写
真
2
︺
の
奥
付
は
、
天
保
六
年
中
に
江
戸
・
大
薩
摩

座
興
行
に
関
連
し
て
刊
行
す
る
際
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
後
ろ
表
紙
に
記
載
の

あ
る
板
元
・
伊
勢
屋
喜
助
が
後
摺
し
た
本
で
あ
る
。

　

拙
稿
「
江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用
│
│
義
太
夫
節
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の

現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
辿
る
手
掛
か
り
と
し
て
│
Ｊ│
」
に
詳
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

「
大
字
遊
下
本
」
と
は
江
戸
の
西
村
幸
助
が
開
板
し
た
抜
き
本
の
シ
リ
ー
ズ
名
で
、
大
坂
板

の
抜
き
本
が
基
本
的
に
通
し
本
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
当
該
「
大
字
遊

下
本
」
シ
リ
ー
ズ
は
当
時
に
行
わ
れ
た
上
演
本
文
を
そ
の
ま
ま
刊
行
し
た
点
に
最
大
の
特
徴

が
あ
っ
た
。
所
と
し
て
の
江
戸
で
行
わ
れ
た
独
自
本
文
な
の
で
は
な
く
、
文
政
・
天
保
年
間

に
江
戸
へ
下
っ
た
上
方
の
実
力
者
た
ち
が
自
身
の
得
意
な
曲
目
を
「
大
字
遊
下
本
」
と
し
て

板
木
に
残
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
楽
・
義
太
夫
節
の
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
探

る
手
掛
か
り
と
な
り
得
る
点
に
当
該
「
大
字
遊
下
本
」
シ
リ
ー
ズ
の
資
料
的
価
値
が
あ
る
。

　

④
大
字
遊
下
本
の
配
役
は
、
大
坂
か
ら
下
っ
た
初
代
豊
竹
巴
太
夫
と
初
代
鶴
沢
勝
次
郎

〔
写
真
3
〕　
③
駒
太
夫
本
の
前
表
紙
（
市
立
米
沢
図
書
館
）
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（
の
ち
の
二
代
鶴
沢
清
七
）、
江
戸
に
拠
点
を
お
く
初
代
竹
本
宮
戸
太
夫
・
初
代
竹
本
津
賀
太
夫
・

初
代
鶴
沢
清
糸
、
が
競
演
し
た
も
の
で
あ
る
。
④
大
字
遊
下
本
の
第
一
の
特
徴
は
︹
参
考
写

真
1
︺
の
左
頁
に
み
え
る
よ
う
に
、
あ
こ
や
は
●
、
岩
永
は
■
、
重
忠
は
▲
、
の
記
号
を
付

し
て
、
掛
合
で
演
奏
す
る
際
の
本
文
の
分
担
を
示
し
た
点
に
あ
る
。

　

本
文
の
内
容
と
し
て
は
、
④
大
字
遊
下
本
を
、
①
通
し
本
・
②
年
忘
座
鋪
操
・
③
駒
太
夫

本
と
対
照
す
る
と
、
段
落
№
03
と
№
04
と
を
削
る
点
と
、
№
05
冒
頭
に
本
文
「
か
ゝ
る
折
か

ら
」
を
追
加
す
る
点
が
共
通
す
る
の
で
、
④
大
字
遊
下
本
も
②
年
忘
座
鋪
操
を
継
承
し
て
成

る
と
い
え
る
。
④
大
字
遊
下
本
が
②
年
忘
座
鋪
操
と
異
な
る
点
は
、
段
落
№
19
の
本
文
で
あ

る
。
基
本
的
に
①
通
し
本
と
同
文
な
が
ら
、
②
年
忘
座
鋪
操
か
ら
「
段
切
」
で
終
わ
っ
て
一

幕
で
完
結
す
る
よ
う
に
改
め
た
点
を
引
き
継
い
で
い
る
。

　

ま
た
③
駒
太
夫
本
と
④
大
字
遊
下
本
は
、
と
も
に
②
年
忘
座
鋪
操
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、

段
落
№
19
で
は
①
通
し
本
を
採
っ
た
上
で
、
結
句
に
つ
い
て
の
み
独
自
の
処
理
を
施
す
、
と

い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
④
大
字
遊
下
本
は
、
③
駒
太
夫
本

を
も
継
承
し
て
成
立
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

初
代
豊
竹
巴
太
夫
は
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
門
弟
で
あ
り
、
女
婿
と
な
る
ひ
と
。
通
称
茶

碗
屋
助
三
郎Ｋ
。
文
化
・
文
政
期
を
代
表
す
る
太
夫
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

　

同
人
の
活
動
と
し
て
特
記
す
べ
き
は
、
第
一
に
初
代
麓
太
夫
の
得
意
と
し
た
曲
目
を
継
承

し
た
こ
と
、
第
二
に
竹
本
座
の
初
演
曲
を
東
風
化
し
て
再
演
し
た
こ
と
、
で
あ
る
。
文
政
四

～
五
年
（
一
八
二
一
～
一
八
二
二
）
に
は
江
戸
へ
下
っ
て
、
結
城
座
へ
出
演
し
て
、「
大
字
遊
下

本
」
シ
リ
ー
ズ
に
そ
の
上
演
本
文
・
十
作
品
十
三
段
を
遺
し
た
。

　

初
代
巴
太
夫
が
「
大
字
遊
下
本
」
と
し
て
遺
し
た
十
三
段
の
、
直
前
の
頃
（
寛
政
・
享
和
・

文
化
・
文
政
年
間
）
の
上
方
で
の
上
演
状
況
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

　
︿
初
代
麓
太
夫
が
初
演
も
し
く
は
再
演
し
た
曲
﹀
十
曲
。
①
『
鎌
倉
三
代
記
』
七
段
目
切
、

②
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
序
︿
切
﹀、
③
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
七
段
目
「
か
け
合
」、
④

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
︿
切
﹀、
⑤
『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
七
ツ
目
「
重
太
郎
内
」、

⑥
『
絵
本
大
功
記
』
十
段
目
切
「
尼
崎
」、
⑦
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
、
⑧
『
壇
浦
兜

軍
記
』
カ
ケ
合
、
⑨
『
花
襷
会
稽
褐
布
染
』
四
ツ
目
切
「
官
次
郎
切
腹
」、
⑩
『
和
田
合
戦

女
舞
鶴
』
三
段
目
切
「
市
若
切
腹
」。

　
︿
初
代
巴
太
夫
が
再
演
し
た
曲
﹀
二
曲
。
⑪
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
、
⑫
『
妹
背
山

婦
女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
か
け
合
」︿
妹
山
﹀。

　
︿
初
代
麓
太
夫
・
初
代
巴
太
夫
と
も
に
再
演
の
記
録
の
残
ら
な
い
曲
﹀
一
曲
。
⑬
『
蘭
奢

待
新
田
系
図
』
三
段
目
切
。

　

右
の
十
三
曲
の
内
、
竹
本
座
の
初
演
は
、
①
②
③
④
⑤
⑦
⑧
⑪
⑫
⑬
の
十
曲
で
あ
る
。
初

代
麓
太
夫
・
初
代
巴
太
夫
の
師
弟
が
、
竹
本
座
の
初
演
曲
を
再
演
す
る
こ
と
に
つ
よ
い
関
心

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
本
曲
「
琴
責
」
も
竹
本
座
初
演
曲
で
あ
る
。

　

初
代
巴
太
夫
の
「
琴
責
」
出
演
は
、
上
演
年
表
の
№
029
・
035
・
039
・
042
・
043
・
045
・
046
の

七
回
を
数
え
る
。
初
代
麓
太
夫
の
「
琴
責
」
出
演
は
、
上
演
年
表
の
№
014
・
018
・
019
・
020
・

021
・
022
・
023
・
024
・
025
・
026
・
031
・
033
・
034
・
036
・
037
・
039
の
十
六
回
を
数
え
る
。
上
演
回

数
を
み
れ
ば
、
初
代
麓
太
夫
が
「
琴
責
」
と
い
う
曲
を
得
意
に
し
て
い
た
こ
と
が
一
目
瞭
然

で
あ
る
。
④
大
字
遊
下
本
は
、
直
接
に
は
初
代
巴
太
夫
の
江
戸
再
演
時
の
上
演
本
文
を
刊
行

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
上
演
本
文
そ
の
も
の
は
、
弟
子
の
初
代
巴
太
夫
で
は
な
く
、
師

の
初
代
麓
太
夫
の
改
訂
本
文
な
の
だ
と
推
考
す
るＬ
。

　

初
代
豊
竹
麓
太
夫
は
、初
代
豊
竹
駒
太
夫
の
門
弟
で
あ
る
。通
称
鍋
屋
宗
左
衛
門Ｍ
。寛
政
・

享
和
・
文
化
期
の
上
方
の
人
形
浄
瑠
璃
劇
壇
の
第
一
人
者
と
し
て
君
臨
し
た
太
夫
で
あ
る
。

　

初
代
麓
太
夫
が
「
琴
責
」
を
最
初
に
語
っ
た
の
は
、
上
演
年
表
の
№
014
・
寛
政
元
年
（
一

七
八
九
）
十
月
・
大
坂
筑
後
芝
居
興
行
で
あ
る
が
、
当
該
興
行
に
は
番
付
が
遺
ら
な
い
。『
外

〔
写
真
4
〕　
④
大
字
遊
下
本
の
前
表
紙
（
神
津
）
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題
年
鑑
』
寛
政
板
が
同
年
十
月
二
十
八
日
と
し
て
掲
げ
た
記
事
に
、「
故
豊
竹
駒
太
夫
十
三

回
忌
追
善
」
と
角
書
し
た
「
壇
浦
琴
責　

出
語　

豊
竹
麓
太
夫
・
同
駒
太
夫
」
と
あ
る
こ
と

に
基
づ
く
。
初
代
麓
太
夫
は
、
初
代
駒
太
夫
に
よ
る
「
琴
責
」
二
回
の
上
演
時
に
は
同
座
し

て
い
な
い
の
で
、
そ
の
子
で
弟
子
で
あ
る
二
代
駒
太
夫
（
二
代
駒
太
夫
は
父
の
二
回
の
上
演
と
も

に
同
座
し
て
い
る
）
を
介
し
て
、
初
代
駒
太
夫
の
改
訂
本
文
と
そ
の
音
楽
に
接
し
た
も
の
と
理

解
で
き
る
。

　

前
節
・
本
節
に
み
る
よ
う
に
、
竹
本
大
和
掾
の
手
を
離
れ
て
「
琴
責
」
が
伝
承
曲
化
し
て

い
く
最
初
の
時
期
に
、

・
初
代
豊
竹
駒
太
夫　
　

二
回

・
二
代
豊
竹
駒
太
夫　
　

五
回

・
初
代
豊
竹
麓
太
夫　

十
六
回

・
初
代
豊
竹
巴
太
夫　
　

七
回

の
延
べ
三
十
回
・
二
十
八
興
行
が
、
初
代
駒
太
夫
本
人
と
そ
の
門
弟
（
二
代
駒
太
夫
、
初
代
麓

太
夫
）
か
孫
弟
子
（
初
代
巴
太
夫
）
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
、「
大
和
掾
改
訂
本
文
に

初
代
駒
太
夫
の
曲
風
が
重
な
る
」
こ
と
の
直
接
的
な
原
因
な
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
に

至
っ
た
。
大
和
掾
の
改
訂
本
文
（
②
年
忘
座
鋪
操
）
で
な
く
、
そ
の
再
改
訂
と
い
え
る
初
代
駒

太
夫
の
改
訂
本
文
（
③
駒
太
夫
本
）
や
、
初
代
駒
太
夫
の
改
訂
本
文
を
さ
ら
に
再
改
訂
し
た
と

こ
ろ
の
初
代
麓
太
夫
の
改
訂
本
文
（
④
大
字
遊
下
本
）
が
存
在
し
て
い
て
、
か
つ
③
駒
太
夫
本

や
④
大
字
遊
下
本
で
集
中
的
に
上
演
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
時
期
に

「
琴
責
」
が
初
代
駒
太
夫
の
曲
風
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
当
然
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

で
は
当
該
時
期
に
大
和
掾
の
曲
風
は
「
琴
責
」
か
ら
失
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
と
し

て
は
否
で
、
あ
こ
や
を
︿
初
代
駒
太
夫
﹀、
重
忠
を
は
じ
め
と
し
た
男
性
登
場
人
物
を
︿
大

和
掾
﹀
で
演
奏
す
る
、
両
曲
風
の
掛
合
演
奏
と
い
う
も
の
を
新
工
夫
し
た
と
こ
ろ
に
初
代
豊

竹
麓
太
夫
の
創
意
が
あ
っ
た
、
と
筆
者
は
推
定
す
る
。
次
に
節
を
改
め
て
、
再
び
大
和
掾
の

曲
風
が
繋
ぎ
戻
さ
れ
る
過
程
を
確
認
し
て
み
た
い
。

五
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
と
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
新
演
出

　

初
代
豊
竹
麓
太
夫
が
「
琴
責
」
全
体
を
初
代
駒
太
夫
の
曲
風
の
ま
ま
に
語
っ
た
と
考
え
な

い
理
由
は
、
初
代
駒
太
夫
の
改
訂
本
文
（
③
駒
太
夫
本
）
で
な
く
、
独
自
の
改
訂
本
文
（
④
大

字
遊
下
本
）
を
用
い
た
こ
と
に
拠
る
。
独
自
の
改
訂
を
施
し
た
理
由
を
、
初
代
麓
太
夫
に
独

自
の
創
意
が
あ
っ
た
た
め
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
初
代
麓
太
夫
の
独
自
の
工
夫
と
は
、
あ

こ
や
を
︿
初
代
駒
太
夫
﹀、
重
忠
を
は
じ
め
と
し
た
男
性
登
場
人
物
を
︿
大
和
掾
﹀
で
演
奏

す
る
両
曲
風
に
よ
る
掛
合
化
で
あ
っ
た
、
と
筆
者
は
推
考
す
る
の
だ
が
、
以
下
に
詳
し
く
説

明
し
た
い
。

　

た
だ
し
、
あ
こ
や
を
︿
駒
太
夫
﹀、
男
性
登
場
人
物
を
竹
本
座
の
曲
風
︿
西
風
﹀
で
掛
合

化
す
る
こ
と
自
体
は
初
代
麓
太
夫
が
手
掛
け
る
以
前
、
上
演
年
表
の
№
011
の
、
安
永
九
年
（
一

七
八
〇
）
七
月
・
大
坂
北
新
地
西
ノ
芝
居
興
行
で
は
既
に
行
わ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

当
該
興
行
は
初
代
竹
本
染
太
夫
の
劇
団
が
、
二
代
豊
竹
駒
太
夫
を
招
い
て
の
一
座
で
あ
る
。

番
付
に
配
役
の
詳
細
は
な
い
が
、
あ
こ
や
が
二
代
豊
竹
駒
太
夫
、
重
忠
が
初
代
竹
本
染
太
夫
、

岩
永
が
初
代
竹
本
弥
太
夫
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。

　

初
代
竹
本
染
太
夫
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
正
月
・
大
坂
竹
本
座
初
演
『
妹
背
山
婦

女
庭
訓
』
三
段
目
切
「
妹
背
山
掛
合
」
で
、
竹
本
・
豊
竹
両
座
の
曲
風
に
よ
る
掛
合
を
実
現

し
て
、
こ
ん
に
ち
に
遺
し
た
太
夫
で
あ
る
。「
妹
背
山
掛
合
」
の
、
背
山
（
男
性
登
場
人
物
）

を
竹
本
座
の
曲
風
、
妹
山
（
女
性
登
場
人
物
）
を
豊
竹
座
の
曲
風
、
で
演
奏
す
る
と
い
う
両
曲

風
に
よ
る
掛
合
と
い
う
演
奏
方
法
を
、「
琴
責
」
に
も
適
用
す
る
こ
と
は
、
初
代
染
太
夫
で

あ
る
か
ら
こ
そ
最
初
に
発
想
・
実
現
し
得
た
工
夫
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

二
代
駒
太
夫
は
、
上
演
年
表
№
012
・
014
で
、
掛
合
で
あ
っ
た
と
し
て
も
豊
竹
姓
の
太
夫
だ

け
で
配
役
す
る
こ
と
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
竹
本
・
豊
竹
両
座
の
曲
風
で
の
演
奏
と
い
う
こ

と
に
関
心
は
薄
い
。
師
父
・
初
代
駒
太
夫
は
ひ
と
り
で
語
っ
て
い
た
し
、
ま
た
二
代
駒
太
夫

最
後
の
上
演
№
015
で
も
ひ
と
り
で
語
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
掛
合
化
そ
の
も
の
へ
の
関
心

も
薄
い
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

初
代
染
太
夫
に
よ
っ
て
工
夫
さ
れ
た
「
琴
責
」
の
、
竹
本
・
豊
竹
両
座
の
曲
風
で
の
掛
合

演
奏
の
延
長
線
上
に
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
施
し
た
新
工
夫
が
、
竹
本
座
の
曲
風
を
「
竹
本

大
和
掾
」
の
曲
風
と
定
め
直
し
た
点
に
あ
る
、
と
筆
者
は
推
考
す
る
。
上
演
年
表
№
018
、
寛

政
十
年
（
一
七
九
八
）
九
月
・
大
坂
北
堀
江
市
之
側
芝
居
は
初
代
麓
太
夫
が
紋
下
を
勤
め
、

座
紋
に
も
豊
竹
座
の
紋
「
丸
に
ト
ヨ
」
を
掲
げ
る
、
豊
竹
座
系
統
の
劇
団
で
あ
る
。
こ
こ
に

二
代
竹
本
内
匠
太
夫
を
迎
え
た
も
の
で
、
二
代
内
匠
太
夫
は
「
竹
本
大
和
掾
三
十
三
回
忌
追

善
」
を
謳
っ
て
、『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
四
段
目
中
「
む
け
ん
の
鐘
の
段
」
を
語
っ
た
。「
無

間
鐘
」
は
『
音
曲
高
名
集
』「
竹
本
大
和
掾
」
条
の
「
評
判
よ
き
戯
題
」
八
段
の
筆
頭
に
「
ひ

ら
か
な　

鐘
場
」
と
掲
げ
る
、
大
和
掾
の
代
表
曲
で
あ
っ
た
。
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「
竹
本
内
匠
太
夫
」
の
初
代
は
、
大
和
掾
の
前
名
で
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
か
ら
寛

保
元
年
（
一
七
四
一
）
ま
で
に
名
乗
っ
た
。
二
代
は
、
大
和
掾
の
末
弟
で
、
初
名
を
雛
太
夫

と
い
っ
た
ひ
と
で
、
通
称
・
戎
屋
久
四
郎
。『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
は
「
明
和
三
年
師
匠

存
命
中
に
遺
言
有
て
死
後
に
改
名
致
さ
れ
二
代
目
内
匠
太
夫
を
相
続
致
さ
る
ゝ
」
と
伝
え

る
。
内
匠
太
夫
と
し
て
の
出
演
記
録
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
六
月
初
演
『
道
具
屋
お
亀
』

が
早
く
、
こ
の
頃
ま
で
に
改
名
し
た
も
の
と
判
る
。
生
没
年
未
詳
。

　

竹
本
大
和
掾
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
一
月
八
日
没
、
行
年
六
十
三
歳
。
寛
政
十

年
は
三
十
三
年
の
回
忌
に
正
当
す
る
。
大
和
掾
が
改
訂
本
文
を
遺
し
た
所
縁
の
あ
る
「
琴
責
」

が
上
演
年
表
№
018
に
並
ぶ
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
「
琴
責
」
に
出
演
し
た
二
代

内
匠
太
夫
が
「
無
間
鐘
」
だ
け
で
な
く
、「
琴
責
」
に
つ
い
て
も
「
竹
本
大
和
掾
三
十
三
回
忌

追
善
」
の
意
を
込
め
て
、
大
和
掾
の
曲
風
で
こ
れ
を
語
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

初
代
麓
太
夫
は
上
演
年
表
№
018
を
は
じ
め
と
し
て
十
二
回
（
上
演
年
表
の
№
018
・
019
・
020
・

021
・
022
・
023
・
024
・
025
・
026
・
031
・
033
・
034
）
を
二
代
内
匠
太
夫
と
共
演
し
た
。
あ
る
い
は
二

代
内
匠
太
夫
に
は
、
初
代
麓
太
夫
以
外
と
「
琴
責
」
を
語
っ
た
記
録
が
残
ら
な
い
。
こ
こ
か

ら
初
代
麓
太
夫
に
は
、「
琴
責
」
掛
合
の
相
手
は
二
代
内
匠
太
夫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
強
い
意
志
が
あ
っ
た
と
推
察
し
得
よ
う
。
筆
者
は
そ
の
動
機
を
、
あ
こ
や
を
︿
初
代
豊

竹
駒
太
夫
﹀、
重
忠
を
は
じ
め
と
す
る
男
性
登
場
人
物
を
︿
竹
本
大
和
掾
﹀
の
、
竹
本
・
豊

竹
両
曲
風
に
よ
る
掛
合
演
奏
と
い
う
、初
代
麓
太
夫
の
演
出
意
図
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
初
代
麓
太
夫
が
あ
こ
や
を
︿
初
代
豊
竹
駒
太
夫
﹀
の
曲
風
で
語
り
、
二
代
内
匠
太
夫

が
重
忠
を
︿
竹
本
大
和
掾
﹀
の
曲
風
で
語
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
④
大
字
遊
下
本
の
段
落
№

19
・
段
切
が
根
拠
で
あ
る
。
④
大
字
遊
下
本
が
、
②
年
忘
座
鋪
操
を
採
ら
ず
、
③
駒
太
夫
本

を
採
っ
た
理
由
を
、
あ
こ
や
を
駒
太
夫
風
で
語
る
場
合
に
は
、
②
年
忘
座
鋪
操
で
大
和
掾
が

増
補
し
た
あ
こ
や
の
詞
が
邪
魔
に
な
る
た
め
だ
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
④
大
字
遊

下
本
が
、
結
句
に
つ
い
て
は
③
駒
太
夫
本
を
採
ら
ず
、
②
年
忘
座
鋪
操
を
採
っ
た
理
由
を
、

段
切
に
大
和
掾
の
独
自
本
文
を
繋
ぎ
直
す
こ
と
で
、
重
忠
を
︿
大
和
掾
﹀
で
語
る
太
夫
へ
配

慮
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
。

　

初
代
麓
太
夫
・
二
代
内
匠
太
夫
の
「
琴
責
」
が
寛
政
・
享
和
・
文
化
年
間
に
好
評
を
得
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
そ
の
上
演
回
数
の
多
さ
・
上
演
頻
度
の
高
さ
に
窺
え
る
が
、
演
劇
書
『
楽

屋
図
会
拾
遺
』
が
上
演
年
表
の
№
021
の
舞
台
図
を
描
き
、
初
代
麓
太
夫
・
二
代
内
匠
太
夫
の

ふ
た
り
を
「
浄
瑠
理
三
味
線
名
誉
人
物
」
に
選
ん
だ
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
は
、
人
形
浄
瑠
璃
に
関
す
る
演
劇
書
で
あ
るＮ
。
上
方
の
歌
舞
伎
に
つ

い
て
ま
と
め
た
演
劇
書
『
戯
場
楽
屋
図
会
』
に
続
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
画
家
・
松
好

斎
半
兵
衛
の
著
作
で
、
当
時
の
上
方
劇
壇
の
諸
慣
習
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
と
し
て
ひ
ろ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
正
編
『
戯
場
楽
屋
図
会
』
上
下
二
巻
、
続
編
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』

上
下
二
巻
の
各
刊
行
年
を
序
文
や
跋
文
か
ら
の
み
推
定
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
た
め
、
諸

解
題
と
も
に
正
確
さ
を
欠
くＯ
。

　
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
二
巻Ｐ
「
出
勤
帳
二
」
の
、「
出
勤
帳
十
七
番
」
寛
政
十
二
年
（
一

八
〇
〇
）「
十
二
月
廿
八
日
」
の
記
事
に
「
一
芝
居
楽
屋
図
会
、
添
章
部
銀
受
取
」
と
み
え
る

こ
と
か
ら
、
正
編
『
戯
場
楽
屋
図
会
』
は
翌
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
正
月
の
初
売
で
刊
行

さ
れ
た
も
の
と
判
る
。
ま
た
同
書
「
出
勤
帳
二
十
番
」
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）「
十
一
月
朔

日
寄
会
」
の
記
事
に
「
一
し
ほ
長
よ
り
、
楽
屋
図
会
拾
遺
聞
届
願
申
出
候
事
」、
同
年
「
十

一
月
三
日
惣
寄
会
」
の
記
事
に
「
一
楽
屋
図
会
拾
遺　

右
之
書
願
出
候
に
付
、
聞
届
可
申
儀

相
談
事
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
続
編
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
は
翌
年
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

正
月
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
塩
屋
長
兵
衛
に
よ
る
開
板
で
、
現
存
諸
本

に
多
い
河
内
屋
太
助
は
後
摺
本
の
板
元
と
考
え
る
。

　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇Ｑ
』
は
「
享
和
三
年
」
の
補
記
と
し
て
、「
○
冬
『
戯
場
楽
屋
図
会

拾
遺
』
出
版
」
の
記
事
を
掲
げ
、「
本
文
の
内
容
に
享
和
三
年
九
月
中
の
芝
居
を
含
む
こ
と

か
ら
、
出
版
時
期
は
享
和
三
年
十
月
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
す
る
。『
楽
屋
図
会
拾
遺
』

下
巻
に
「
狂
言
役
割
番
付
」
の
見
本
と
し
て
、
享
和
三
年
九
月
・
大
坂
道
頓
堀
中
の
芝
居
・

歌
舞
伎
『
加
々
見
山
花
媚
合
』
興
行
の
番
付
を
描
く
こ
と
か
ら
の
推
定
で
あ
っ
た
。

　
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
上
巻
の
内
容
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
が
、
浄
瑠
璃
本
作
者
の
創
作

に
始
ま
り
、
劇
団
内
で
い
か
な
る
手
順
を
踏
ん
で
初
日
を
迎
え
る
に
至
る
の
か
を
用
語
解
説

と
と
も
に
順
に
説
明
し
て
い
く
。︹
写
真
5
︺
は
、
初
日
前
日
に
行
わ
れ
る
「
惣
稽
古
」
の

様
子
と
し
て
、「
兜
軍
記　

出
語
リ
」
の
稽
古
風
景
を
描
く
。
こ
れ
は
い
つ
の
舞
台
を
描
い

た
も
の
か
。
筆
者
は
、
本
書
刊
行
の
直
前
の
上
演
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
上
演
年
表
№
021
、
享

和
三
年
（
一
八
〇
三
）
九
月
・
大
坂
道
頓
堀
東
の
芝
居
（
旧
の
豊
竹
座
。
若
太
夫
芝
居
）
興
行
を

描
い
た
も
の
と
推
定
す
るＲ
。

　
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
が
享
和
三
年
九
月
頃
を
最
新
の
情
報
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
は
『
義

太
夫
年
表　

近
世
篇
』
の
年
次
考
証
か
ら
も
判
る
が
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
上
巻
に
載
せ
る

「
浄
瑠
理
三
味
線
名
誉
人
物
」
に
、
上
演
年
表
№
021
の
出
演
者
（
初
代
豊
竹
麓
太
夫
・
二
代
竹
本



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
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内
匠
太
夫
）
を
描
い
た
こ
と
、
お
よ
び
「
惣
稽
古
」
に
「
兜
軍
記　

出
語
リ
」
を
選
ん
だ
こ

と
も
合
わ
せ
て
考
証
し
得
る
。
な
お
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、『
楽
屋
図
会
拾

遺
』
に
は
色
板
・
薄
墨
板
を
も
用
い
た
初
摺
本
と
、
墨
板
だ
け
で
摺
る
後
摺
本
が
あ
っ
た
。

（29）
頁
の
︹
参
考
写
真
5
︺
に
初
摺
本
、︹
参
考
写
真
6
︺
に
後
摺
本
か
ら
、「
浄
瑠
理
三
味
線

名
誉
人
物
」
を
並
べ
た
。
人
物
の
肌
・
刀
の
鍔
に
薄
い
紅
色
を
乗
せ
、
ま
た
月
代
や
扇
面
の

柄
・
袴
の
縞
を
薄
墨
で
摺
っ
た
の
が
︹
参
考
写
真
5
︺
初
摺
本
で
あ
る
（
た
だ
し
初
代
麓
太
夫

の
肌
色
部
分
は
、
色
板
の
不
都
合
で
脱
落
）。
墨
板
だ
け
で
摺
っ
た
︹
参
考
写
真
6
︺
後
摺
本
で
は
、

着
物
・
袴
の
柄
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
墨
板
一
板
で
も
済
む
と
こ
ろ
を
、
色
板
・
薄
墨
板
二

板
を
加
え
て
計
三
板
で
摺
っ
た
︹
参
考
写
真
5
︺
の
「
浄
瑠
理
三
味
線
名
誉
人
物
」
は
、
い

わ
ば
カ
ラ
ー
印
刷
で
あ
っ
て
、
資
本
を
投
下
す
る
板
元
と
し
て
も
、
画
家
で
も
あ
る
作
者
松

好
斎
半
兵
衛
に
と
っ
て
も
、
本
書
の
眼
目
と
認
識
し
て
制
作
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
「
浄
瑠
理
三
味
線
名
誉
人
物
」
五
人
の
人
選
に
つ
い
て
考
え
る
。
享
和
三
年
当
時
、
三
代

竹
本
政
太
夫
（
宝
暦
六
年
︿
一
七
五
六
﹀
初
出
座
）
は
七
十
二
歳
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
（
宝
暦
七

年
初
出
座
）
は
七
十
四
歳
の
、
斯
界
の
長
老
で
あ
る
。
ま
た
二
代
鶴
沢
友
治
郎
（
初
代
文
蔵
）

は
年
齢
未
詳
な
が
ら
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
初
出
座
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
代
政
太
夫
・

初
代
麓
太
夫
よ
り
も
高
齢
だ
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
斯
界
の
長
老
と
し
て
の
人
選
な
の
だ
ろ

う
。な
お
三
代
政
太
夫
は
近
い
時
期
（
享
和
三
年
・
文
化
元
年
・
文
化
二
年
）
の
出
演
記
録
が
な
い
。

三
代
竹
本
咲
太
夫
は
享
和
三
年
二
月
に
出
演
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
特
記
す
べ
き
活
動
が
あ

る
と
は
い
い
難
い
。
対
す
る
に
初
代
豊
竹
麓
太
夫
・
二
代
竹
本
内
匠
太
夫
は
、
上
演
年
表
№

021
、
享
和
三
年
九
月
・
大
坂
道
頓
堀
東
の
芝
居
興
行
の
「
琴
責
」
の
出
演
者
で
あ
る
点
が
共

通
し
て
い
る
。

　

な
お
上
演
年
表
№
021
の
文
蔵
は
二
代
目
で
、
享
和
三
年
八
月
・
大
坂
道
頓
堀
東
芝
居
『
義

士
の
書
添
』
初
演
興
行
で
「
鶴
沢
伊
八
事
鶴
沢
文
蔵
」
と
改
名
し
た
ひ
と
で
あ
る
。
右
『
義

士
の
書
添
』
初
演
番
付
は
近
年
新
出
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
二
代
文
蔵
の
改
名
年
が

判
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』「
浄
瑠
理
三
味
線
名
誉
人
物
」
の

「
文
蔵
改
鶴
沢
友
治
郎
」
の
注
記
は
、
初
代
文
蔵
の
二
代
友
治
郎
改
名
が
、
二
代
文
蔵
へ
名

前
を
譲
っ
た
こ
と
に
連
動
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
の
だ
と
考
え
る
。

　

そ
も
そ
も
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
の
作
者
松
好
斎
半
兵
衛
が
劇
場
内
外
の
機
構
ま
で
を
含
め

て
取
材
し
た
劇
場
は
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
。
下
の
︹
写
真
6
︺
は
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
上

巻
の
「
道
頓
堀
蛭
子
橋
よ
り
東
を
見
る
図
」
で
は
、
竹
本
座
・
筑
後
芝
居
を
右
手
前
に
み
て
、

〔
写
真
5
〕　『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
上
巻
「
惣
稽
古
　
兜
軍
記
　
出
語
リ
の
図
」（
神
津
）
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道
頓
堀
の
劇
場
街
の
盛
況
を
描
い
て
み
せ
る
が
、
こ
れ
は
実
際
の
風
景
で
は
な
い
。
実
際
の

風
景
で
な
い
と
断
定
す
る
理
由
は
、
劇
場
正
面
左
に
掲
げ
た
大
提
灯
に
記
す
「［
座
］
本
鶴

沢
松
太
郎
」
が
実
在
し
な
い
人
物
だ
か
ら
で
あ
るＳ
。
た
だ
し
空
想
を
描
い
た
の
で
は
な
く
、

実
際
に
は
他
座
の
風
景
で
あ
る
も
の
を
、
義
太
夫
節
創
業
の
劇
場
・
筑
後
芝
居
、
旧
竹
本
座

の
景
色
と
し
て
置
き
換
え
た
の
だ
ろ
う
と
筆
者
は
推
考
す
る
。

　

芝
居
前
の
幟
に
記
さ
れ
た
出
演
者
名
を
右
か
ら
順
に
拾
っ
て
い
く
と
「
吉
田
新
吾
」「
豊

竹
麓
太
夫
」「
豊
松
重
五
［
郎
］」、
通
り
を
挟
ん
で
「
野
沢
吉
兵
衛
」「
よ
し
田
東
作
」「
竹

本
咲
太
夫
」「
竹
本
内
匠
太
夫
」
と
読
め
る
。「
竹
本
咲
太
夫
」「
豊
松
重
五
郎
」「
野
沢
吉
兵

衛
」
の
三
人
を
除
く
、「
竹
本
内
匠
太
夫
」「
豊
竹
麓
太
夫
」「
吉
田
新
吾
」「
よ
し
田
東
作
」

の
四
人
は
上
演
年
表
№
021
の
出
演
者
で
あ
る
。

　
「
竹
本
咲
太
夫
」「
豊
松
重
五
郎
」
は
享
和
三
年
正
月
・
同
年
二
月
の
大
坂
北
堀
江
市
之
側

芝
居
で
の
初
代
麓
太
夫
紋
下
の
興
行
に
出
演
し
て
い
る
。

　

ま
た
芝
居
前
に
置
か
れ
た
外
題
看
板
二
枚
の
内
、
左
側
の
そ
れ
に
は
「
彦
山
権
」
と
あ
っ

て
、『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
を
上
演
中
だ
と
判
る
。「
野
沢
吉
兵
衛
」
は
、
享
和
三
年
四
月
・

道
頓
堀
東
芝
居
で
の
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
ほ
か
の
興
行
に
出
演
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（『
野

沢
の
面
影
』）。
当
該
興
行
の
番
付
は
所
在
不
明
で
あ
る
た
め
に
詳
細
は
不
明
な
の
だ
が
、
同

年
後
半
に
は
道
頓
堀
東
芝
居
で
活
動
す
る
初
代
麓
太
夫
の
劇
団
が
、
四
月
八
日
初
日
の
北
堀

江
を
打
ち
上
げ
て
、
道
頓
堀
東
芝
居
へ
移
っ
て
四
月
二
十
九
日
初
日
の
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』

ほ
か
を
上
演
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

芝
居
前
の
幟
の
人
物
七
人
が
同
座
し
た
同
時
代
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
七
人
は
初
代

麓
太
夫
の
劇
団
も
し
く
は
道
頓
堀
東
芝
居
を
接
点
と
し
て
、
享
和
三
年
中
に
出
演
記
録
が
確

認
さ
れ
る
、
い
わ
ば
享
和
三
年
の
初
代
麓
太
夫
の
周
辺
に
み
え
る
名
前
な
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
の
作
者
松
好
斎
半
兵
衛
が
取
材
し
た
劇
場
が
、
上
演
年
表
№

021
、
享
和
三
年
九
月
を
中
心
と
し
た
時
期
の
大
坂
道
頓
堀
東
芝
居
（
若
太
夫
芝
居
）、
す
な
わ

ち
旧
豊
竹
座
劇
場
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
と
筆
者
は
考
え
るＴ
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
の
刊
行
を
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
正
月
と
特
定
し
、

執
筆
時
期
を
前
年
・
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
と
考
証
す
る
。
享
和
三
年
、
大
坂
市
中
で
行

わ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
興
行
は
（
番
付
の
残
る
限
り
で
あ
る
が
）、
正
月
か
ら
四
月
の
北
堀
江
、
八

月
か
ら
九
月
の
道
頓
堀
東
芝
居
で
の
、
初
代
麓
太
夫
の
劇
団
ひ
と
つ
し
か
活
動
し
て
い
な
い

（
十
月
に
は
京
へ
移
動
し
、
翌
文
化
元
年
に
は
伊
勢
へ
巡
業
へ
出
る
）。
享
和
三
年
の
執
筆
時
、
松
好

〔
写
真
6
〕　『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
上
巻
「
道
頓
堀
蛭
子
橋
よ
り
東
を
見
る
図
」（
神
津
）
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斎
に
と
っ
て
取
材
可
能
な
人
形
浄
瑠
璃
の
劇
団
は
、
初
代
麓
太
夫
の
そ
れ
以
外
に
無
か
っ
た

の
で
あ
るＵ
。

　

八
月
に
は
『
義
士
の
書
添
』
初
演
興
行
が
あ
っ
た
の
で
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
の
テ
ー
マ

「
新
作
が
初
日
を
迎
え
る
ま
で
」
に
合
致
す
る
こ
れ
を
選
ぶ
と
い
う
選
択
肢
も
作
者
に
は

あ
っ
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
松
好
斎
は
旧
作
の
再
演
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
琴
責
」
を
選
び
、

描
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
前
述
す
る
よ
う
に
、
初
代
麓
太
夫
・
二
代
内
匠
太
夫
の
「
琴

責
」
が
直
前
の
、
寛
政
・
享
和
年
間
に
好
評
を
得
て
い
た
こ
と
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
と
筆

者
は
考
え
る
。

六
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
改
訂
本
文
の
そ
の
後

　

④
大
字
遊
下
本
は
、
段
落
№
06
の
岩
永
左
衛
門
の
文
の
冒
頭
を
「
披
露
半
に
岩
永
左
衛

門
。」
と
し
て
、
①
通
し
本
・
②
年
忘
座
鋪
操
・
③
駒
太
夫
本
に
は
あ
っ
た
「
つ
か
〳
〵
と

立
出
。」
の
文
を
削
っ
て
い
る
。
①
通
し
本
で
は
、
清
水
寺
の
轟
坊
の
件
・
段
落
№
03
の
末

尾
で
、
岩
永
は
次
室
へ
退
場
す
る
の
で
、
段
落
№
06
で
は
榛
沢
六
郎
の
到
着
と
知
っ
て
、
岩

永
が
戻
っ
て
く
る
様
子
を
描
く
の
が
「
つ
か
〳
〵
と
立
出
。」
で
あ
る
。

　

竹
本
大
和
掾
の
本
文
改
訂
で
段
落
№
03
・
04
の
削
除
に
伴
い
、
岩
永
は
座
席
に
居
続
け
に

な
る
の
で
、「
つ
か
〳
〵
と
立
出
。」
の
文
は
不
要
に
な
っ
た
。
し
か
し
②
年
忘
座
鋪
操
が
こ

の
文
を
削
ら
な
か
っ
た
の
は
、
既
成
の
通
し
本
の
板
木
を
転
用
し
た
箇
所
に
あ
る
た
め
、
と

考
え
ら
れ
る
。
②
年
忘
座
鋪
操
の
段
階
で
削
る
と
、
再
び
通
し
本
と
し
て
増
摺
す
る
際
に
欠

字
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
か
ら
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
残
し
、

実
際
の
演
奏
で
は
「
つ
か
〳
〵
と
立
出
。」
を
語
ら
な
い
と
い
う
形
で
対
処
し
た
も
の
と
推

考
す
る
。
③
駒
太
夫
本
や
大
坂
板
五
行
本
は
、
②
年
忘
座
鋪
操
の
本
文
を
敷
き
写
す
た
め
に
、

不
要
の
文
「
つ
か
〳
〵
と
立
出
。」
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
る
。
④
大
字
遊
下
本
の
添

削
は
こ
の
点
に
お
い
て
行
き
届
い
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
現
行
本
文
は
④
大
字
遊
下
本
に

同
じ
く
、「
つ
か
〳
〵
と
立
出
。」
を
削
っ
て
い
る
。

　

④
大
字
遊
下
本
に
み
る
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
改
訂
本
文
は
い
つ
ま
で
行
わ
れ
た
の
か
。

開
板
の
西
村
幸
助
は
文
政
・
天
保
年
間
に
活
動
の
盛
時
が
あ
り
、
後
継
の
伊
勢
屋
喜
助
は
、

年
次
の
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
は
嘉
永
年
間
に
み
え
、
明
治
期
ま
で
活
動
し
た
板
元
で
あ
るＶ
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
︹
写
真
4
︺︹
参
考
写
真
1
︺︹
参
考
写
真
2
︺
の
④
大
字
遊
下
本
も
、

奥
付
に
西
村
幸
助
の
名
は
あ
る
が
、
後
ろ
表
紙
に
「
板
本
改　

横
山
町
弐
丁
目
伊
勢
屋
喜
助
」

と
記
し
た
、
伊
勢
喜
の
後
摺
本
で
あ
る
。
初
代
豊
竹
麓
太
夫
の
改
訂
本
文
は
少
な
く
と
も
江

戸
で
は
、
な
が
く
刊
行
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

し
か
る
に
④
大
字
遊
下
本
に
は
、︹
参
考
写
真
3
︺︹
参
考
写
真
4
︺
に
示
す
よ
う
な
、
終

丁
の
み
を
新
た
に
差
し
替
え
て
、
段
落
№
19
を
②
年
忘
座
鋪
操
に
同
じ
く
し
た
改
修
板
も
出

た
。
板
元
の
伊
勢
屋
喜
助
は
︹
参
考
写
真
4
︺
の
奥
付
に
住
所
を
江
戸
と
示
す
の
で
、
当
該

改
修
は
明
治
に
な
る
前
、
江
戸
時
代
の
段
階
で
行
わ
れ
た
も
の
と
判
る
。
初
代
豊
竹
麓
太
夫

の
改
訂
本
文
が
廃
れ
、
竹
本
大
和
掾
の
改
訂
本
文
が
再
び
「
琴
責
」
上
演
の
主
流
と
な
っ
た

こ
と
に
対
応
し
た
改
修
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　

こ
の
段
階
で
、「
大
和
掾
改
訂
本
文
に
初
代
駒
太
夫
の
曲
風
が
重
な
る
は
ず
は
な
い
」
と

筆
者
が
疑
問
に
感
じ
た
と
こ
ろ
の
、「
琴
責
」
の
現
行
本
文
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。

同
時
に
「
大
和
掾
と
初
代
駒
太
夫
の
二
つ
の
曲
風
が
ひ
と
つ
の
曲
の
上
で
行
わ
れ
る
」
と
い

う
「
琴
責
」
の
音
楽
演
出
を
完
成
さ
せ
た
ひ
と
が
初
代
豊
竹
麓
太
夫
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
忘
れ
去
ら
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

伝
統
演
劇
で
あ
る
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
、
義
太
夫
節
の
伝
承
史
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
忘

却
が
生
じ
得
る
の
か
。
読
者
の
中
に
は
疑
問
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
極
論
す
る

と
義
太
夫
節
の
歴
史
は
、
忘
却
の
歴
史
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
初
代
豊
竹
麓
太
夫
が
、
初
演
以
後
に
上
演
の
絶
え
て
い
た
『
義
経
千
本
桜
』
三

段
目
切
「
甕
鮓
屋
」
を
本
文
を
改
訂
し
た
上
で
再
演
し
て
、
竹
本
座
初
演
で
あ
る
本
曲
に
東

風
・
豊
竹
座
の
曲
風
を
遺
し
た
こ
と
は
、
拙
稿
「『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
「
甕
鮓
屋
」（
三

本
対
照Ｗ
）」
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
甕
鮓
屋
」
も
江
戸
時
代
の
末
期
に
、
本
文
を
再

改
訂
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
東
風
を
遺
し
た
ひ
と
の
名
が
忘
却
さ
れ
て
こ
ん
に
ち
に
伝
承

さ
れ
たＸ
。

　

あ
る
い
は
初
代
豊
竹
巴
太
夫
が
本
文
を
改
訂
し
た
『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
「
袖
萩
祭

文
」
に
つ
い
て
も
、
拙
稿
「『
奥
州
安
達
原
』
第
三
ノ
切
「
袖
萩
祭
文
の
段Ｙ
」
で
指
摘
す
る

ま
で
、
誰
の
い
つ
の
改
訂
を
伝
え
た
も
の
な
の
か
が
判
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
・
義
太
夫
節
は
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
や
初
代
豊
竹
巴
太
夫
の
音
楽
を
確

実
に
伝
承
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ぞ
れ
の
事
績
で
あ
る
こ
と
を
忘
却
し
た
上
で
、
そ
の
音

楽
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
取
り
上
げ
る
「
琴
責
」
に
つ
い
て
も
「
甕
鮓
屋
」
や

註（
21
）『
鎌
倉
三
代
記
』「
三
浦
別
」
と
同
様
の
例
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
初
代
麓
太
夫
が

新
演
出
を
施
し
、
初
代
巴
太
夫
が
伝
承
し
た
と
こ
ろ
の
音
楽
を
そ
の
改
訂
者
の
名
を
忘
却
し
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つ
つ
こ
ん
に
ち
に
伝
え
た
も
の
な
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

七
、「
琴
責
」
の
ド
ラ
マ
と
文
楽
現
行
本
文
の
問
題
点

　
「
琴
責
」
に
つ
い
て
の
優
れ
た
作
品
論
に
、
内
山
美
樹
子
氏
「「
合
邦
住
家
」
と
「
阿
古
屋

琴
責
」」
が
あ
るＺ
。
長
文
な
が
ら
以
下
に
引
用
す
る
。

「
阿
古
屋
琴
責
」
を
初
演
し
た
十
八
世
紀
前
期
竹
本
座
の
浄
瑠
璃
に
は
、
近
松
門
左
衛

門
以
来
、
理
想
主
義
に
基
く
現
体
制
に
対
す
る
信
頼
感
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
封
建
体

制
の
御
用
芝
居
、
無
趣
味
な
勧
善
懲
悪
劇
に
堕
す
る
こ
と
な
く
、
時
に
批
判
的
視
点
す

ら
具
え
た
、「
敵
討
襤
褸
錦
」「
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
」「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
等
々
、
質

の
高
い
戯
曲
が
生
ま
れ
得
た
秘
訣
の
一
端
を
、
右
の
初
代
道
八
の
こ
と
ば
か
ら
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
泣
い
て
は
な
ら
ぬ
は
ず
の
封
建
閣
僚
、「
鎌
倉
の
厳
命
に
従
い
」「
民
を

制
す
る
」
裁
判
官
の
重
忠
が
、
阿
古
屋
の
心
根
に
泣
く
│
│
作
者
は
人
間
を
信
ず
る
故

に
体
制
側
を
も
信
じ
た
。
そ
の
理
想
主
義
の
筋
金
が
通
っ
て
い
な
け
れ
ば
、「
阿
古
屋
」

は
、「
七
福
神
」
の
曲
弾
き
芸
尽
し
と
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
現
在
の
文
楽
の
「
阿
古
屋
」
は
、
ま
さ
し
く
、「
七
福
神
」
の
芸
尽
し

と
同
列
の
扱
い
で
、
八
代
目
三
津
五
郎
が
伝
え
る
、
感
動
的
な
道
八
芸
談
は
通
用
し
な

い
。
芸
の
む
つ
か
し
い
話
で
は
な
く
、
上
演
台
本
自
体
が
、
東
京
で
言
う
と
国
立
劇
場

以
後
（
大
阪
で
は
四
十
何
年
か
ら
か
未
確
認
）
の
文
楽
の
「
阿
古
屋
」
で
は
、
胡
弓
の
終
句

「
浮
世
の
誠
な
る
」
か
ら
、
判
決
及
び
判
決
理
由
を
カ
ッ
ト
し
て
「
岩
永
は
拍
子
も
な

く
」
に
飛
ぶ
の
で
、
マ
ク
ラ
の
「
鳧
の
脛
短
し
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
継
が
ば
憂
へ
な

ん
、
鶴
の
脛
長
し
と
い
へ
ど
も
、
こ
れ
を
断
た
ば
悲
し
み
な
ん
、
民
を
制
す
る
こ
と
こ

の
理
に
等
し
」
を
如
何
に
荘
重
に
語
り
出
し
て
も
、
そ
の
「
民
を
制
す
る
」
主
旨
と
、

阿
古
屋
を
引
き
出
し
て
琴
責
め
に
か
け
た
結
末
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
訳
の
分
ら
ぬ
う

ち
に
、
あ
た
ふ
た
と
終
っ
て
し
ま
う
。
判
決
な
い
し
判
決
理
由
の
な
い
裁
判
劇
を
、
お

か
し
い
と
、
演
者
・
制
作
と
も
考
え
な
い
か
ら
に
は
、
裁
判
官
を
泣
か
せ
よ
う
と
泣
か

せ
ま
い
と
関
心
の
外
で
あ
る
。「
現
在
の
国
立
（
文
楽
）
劇
場
で
演
っ
て
い
る
「
阿
古
屋
」

は
ひ
ど
い
台
本
で
、
歌
謡
シ
ョ
ー
扱
い
で
す
。
本
物
の
「
阿
古
屋
」
を
聴
き
た
け
れ
ば
、

大
正
十
二
年
の
ノ
ー
カ
ッ
ト
レ
コ
ー
ド
で
聴
い
て
下
さ
い
。」
と
古
典
芸
能
に
心
を
寄

せ
る
人
達
に
言
い
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

内
山
氏
が
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
の
判
決
理
由
の
省
略
と
は
、
段
落
№
16
・
17
・
18
を
省
略

し
て
、
段
落
№
19
へ
と
繋
ぐ
方
法
を
い
う
。
直
近
の
文
楽
本
公
演
で
は
二
〇
一
九
年
正
月
・

大
阪
国
立
文
楽
劇
場
（
製
作
担
当
神
田
竜
浩
氏
）
は
省
略
あ
り
、
同
年
二
月
・
東
京
国
立
小
劇

場
（
制
作
担
当
渕
田
裕
介
氏
・
佐
々
木
勇
仁
氏
）
は
省
略
な
し
、
と
上
演
台
本
の
選
択
基
準
が
一

定
し
な
か
っ
た
。
筆
者
が
最
初
に
「
琴
責
」
を
聴
い
た
一
九
九
八
年
九
月
・
東
京
国
立
小
劇

場
（
制
作
担
当
阿
部
俊
夫
氏
）
は
省
略
あ
り
、
翌
一
九
九
九
年
正
月
・
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
（
制

作
担
当
後
藤
静
夫
氏
）
は
省
略
な
し
、
で
あ
っ
た
。
無
論
、
省
略
し
て
上
演
す
る
こ
と
に
意
義

を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
文
楽
本
公
演
に
お
け
る
上
演
台
本
の
選
択
は
国
立
劇
場
・
国

立
文
楽
劇
場
の
制
作
担
当
の
責
任
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
点
、
国
立
劇
場
・
国
立
文
楽
劇
場

に
対
し
て
、
伝
承
曲
を
省
略
し
て
上
演
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
筆
者
か
ら
も
苦
言
を

呈
し
て
お
き
た
い
。

　

文
楽
の
現
行
本
文
に
は
右
の
判
決
理
由
の
省
略
ば
か
り
で
な
く
、
重
忠
に
関
わ
る
本
文
に

他
の
省
略
と
誤
解
が
あ
る
。他
の
省
略
と
は
、段
落
№
09
冒
頭
の
「
重
忠
庭
に
お
り
立
チ
て
。」

の
文
で
あ
る
。
岩
永
の
命
令
に
応
え
て
す
ぐ
さ
ま
水
責
の
拷
問
の
用
意
が
進
め
ら
れ
る
の

を
、
重
忠
が
み
ず
か
ら
庭
に
下
り
て
、
下
役
を
制
止
す
る
と
い
う
件
で
あ
る
。
以
後
の
本
文

に
は
戻
る
と
も
上
が
る
と
も
言
及
は
無
い
の
で
、
重
忠
は
庭
に
下
り
た
ま
ま
、
あ
こ
や
と
同

じ
地
面
に
座
っ
て
訊
問
し
た
と
考
え
る
ほ
か
無
いａ
。
あ
こ
や
は
五
条
坂
の
遊
女
で
あ
る
が
、

五
条
坂
に
は
公
許
の
遊
廓
は
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
私
娼
窟
の
売
春
婦
で
あ
るｂ
。
い
わ
ば
最

下
層
に
生
き
る
刑
事
被
告
人
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
・
長
官
が
高
い
法
壇
を
下

り
て
、
同
じ
目
線
に
座
っ
て
語
り
か
け
る
、
極
め
て
人
間
的
な
姿
と
し
て
作
者
は
描
い
て
み

せ
た
の
だ
と
筆
者
は
解
釈
す
る
。
大
正
十
二
年
発
売
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
、
重
忠
の
二
代
豊

竹
古
靱
太
夫
は
「
重
忠
庭
に
お
り
立
チ
て
。」
を
省
略
せ
ず
に
語
っ
て
い
る
の
で
、
当
該
箇

所
の
省
略
は
近
年
に
行
わ
れ
た
も
の
か
と
推
定
す
るｃ
。

　

段
落
№
03
で
轟
坊
を
脅
す
岩
永
の
詞
に
、

あ
こ
や
と
言
女
を
六
は
ら
に
引
出
し
。
景
清
が
あ
り
か
を
尋
る
毎
日
の
拷
問
。
き
の
ふ

は
拙
者
が
承
は
り
け
ふ
は
是
成
重
忠
の
当
番
。
家
来
共
に
言
付
憂
め
を
見
す
る
と
言
こ

と
京
中
に
隠
れ
な
く
。
則
其
松
を
あ
こ
や
の
松
と
。
異
名
迄
付
る
程
の
大
せ
ん
ぎ
知
れ

ぬ
と
言
こ
と
有
ま
い
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
こ
や
の
拷
問
は
重
忠
と
岩
永
と
が
日
替
わ
り
で
行
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
京
中
に
噂
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
日
数
を
経
た
も
の
と
判
る
。

　

重
忠
は
こ
れ
ま
で
の
詮
議
・
訊
問
の
様
子
を
把
握
し
た
上
で
、「
琴
責
」
の
こ
の
日
、
あ
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兜
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て
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こ
や
に
初
め
て
対
面
し
て
、
か
つ
琴
・
三
味
線
・
胡
弓
の
演
奏
さ
せ
、
い
わ
ば
嘘
発
見
器
に

か
け
て
、そ
の
証
言
の
真
偽
を
見
極
め
よ
う
と
臨
ん
で
い
たｄ
。段
落
№
06
に
み
る
よ
う
に
「
物

和
ら
か
に
理
を
せ
め
て
。」
説
得
的
に
語
り
か
け
る
重
忠
に
対
し
て
、
段
落
№
07
の
あ
こ
や

の
応
答
は
、
遊
女
が
客
を
あ
し
ら
う
よ
う
で
、
不
誠
実
で
あ
る
。
岩
永
は
激
怒
し
て
、
さ
ら

に
厳
し
い
拷
問
に
か
け
る
と
脅
す
が
、
却
っ
て
あ
こ
や
に
「
知
ぬ
こ
と
は
ぜ
ひ
も
な
し
此
上

の
お
情
に
は
。
い
つ
そ
殺
し
て
下
さ
ん
せ
」
と
開
き
直
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

段
落
№
07
末
尾
の
「
も
て
余
し
て
ぞ
見
へ
に
け
る
。」
は
、
脅
し
が
効
か
ず
、
あ
こ
や
に

開
き
直
ら
れ
て
、
対
応
に
窮
し
た
岩
永
の
様
子
を
述
べ
た
文
で
あ
る
。
④
大
字
遊
下
本
で
は
、

岩
永
「
も
」
↓
重
忠
「
て
」
↓
岩
永
「
あ
ま
し
て
ぞ
。」
↓
岩
永
・
重
忠
「
見
へ
に
け
る
。」

と
語
る
べ
き
も
の
と
記
号
を
以
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
割
り
方
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う

か
。

　

筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
脅
し
た
も
の
の
あ
こ
や
に
開
き
直
ら
れ
て
、
二
の
句
が
継

げ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
岩
永
は
重
忠
に
対
し
て
恥
ず
か
し
く
思
う
は
ず
で
あ
る
。
岩
永
が
重

忠
の
様
子
を
窺
い
み
る
様
子
が
「
も
」、
重
忠
が
岩
永
を
迷
惑
そ
う
に
み
る
様
子
が
「
て
」、

重
忠
と
目
線
が
合
っ
て
岩
永
が
顔
を
背
け
る
様
子
が
「
あ
ま
し
て
ぞ
。」、
二
人
が
正
面
に
向

き
直
る
様
子
が
「
見
へ
に
け
る
。」、
と
い
う
意
味
合
い
で
、
岩
永
↓
重
忠
↓
岩
永
↓
二
人
と
、

詞
を
割
っ
た
も
の
と
筆
者
は
解
釈
す
る
。
し
か
る
に
大
正
十
二
年
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
④
大

字
遊
下
本
に
異
な
り
、
重
忠
「
も
」
↓
岩
永
「
て
」
↓
重
忠
「
あ
ま
し
て
ぞ
。」
↓
岩
永
「
見

へ
に
け
る
。」
と
語
っ
て
い
た
。
誤
解
が
あ
る
と
い
う
の
は
当
該
箇
所
で
、
こ
の
詞
の
割
り

方
で
は
、
持
て
余
す
・
対
処
に
窮
す
る
主
体
が
、
岩
永
で
な
く
、
重
忠
に
な
っ
て
し
ま
う
と

筆
者
は
考
え
る
。

　

あ
こ
や
に
拷
問
や
脅
し
が
通
じ
な
い
こ
と
は
「
四
相
を
さ
と
る
」
重
忠
に
は
明
ら
か
で
、

故
に
楽
器
と
い
う
訊
問
の
手
段
を
事
前
に
整
え
て
い
た
。
当
初
か
ら
︿
嘘
発
見
器
﹀
に
か
け

る
予
定
で
あ
る
重
忠
が
、
あ
こ
や
が
開
き
直
っ
た
と
て
動
じ
る
は
ず
は
な
く
、
淡
々
と
次
の

訊
問
へ
と
移
る
だ
け
だ
ろ
う
。
ま
た
段
落
№
16
の
岩
永
の
難
詰
に
、
段
落
№
17
で
重
忠
は
明

快
な
論
理
を
以
て
回
答
し
た
よ
う
に
、「
智
仁
の
勇
士
」
で
あ
る
重
忠
に
と
っ
て
岩
永
な
ど

の
対
処
に
困
る
は
ず
も
な
い
。
こ
こ
で
は
岩
永
だ
け
が
、
あ
こ
や
の
開
き
直
り
に
対
処
に
困

る
、
す
な
わ
ち
持
て
余
す
こ
と
の
で
き
る
人
物
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
判
決
理
由
の
省
略
、
段
落
№
09
の
「
重
忠
庭
に
お
り
立
チ
て
。」
の
省
略
、
段
落

№
07
の
「
も
て
余
し
て
ぞ
見
へ
に
け
る
。」
の
誤
解
は
、
い
ず
れ
も
重
忠
の
行
為
に
関
係
す

る
。
こ
れ
ら
の
省
略
や
誤
解
に
よ
っ
て
文
楽
現
行
の
演
出
で
は
、
重
忠
の
劇
行
為
を
明
確
に

描
け
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

あ
こ
や
は
景
清
の
子
を
孕
ん
で
い
る
。
妊
娠
し
て
い
る
の
だ
か
ら
少
な
く
と
も
十
ヶ
月
以

内
に
景
清
と
逢
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
二
段
目
切
・
花
扇
屋
で
、
当
日
に
景
清
に

会
っ
た
兄
・
井
場
の
十
蔵
が
景
清
の
行
方
を
い
い
か
け
た
と
き
、

景
清
様
の
落
付
所
わ
し
に
聞
せ
て
下
さ
ん
す
な
。（
略
）
い
か
成
火
水
の
責
に
あ
ふ
共

性
根
乱
ぬ
其
内
は
。
か
く
し
ぬ
か
ふ
と
思
へ
共
。
心
の
底
に
覚
あ
ら
ば
身
の
く
る
し
さ

に
気
も
よ
は
り
。
口
走
る
ま
い
物
で
も
な
し
。（
兜
四
十
四
丁
裏
六
行
目
）

と
述
べ
て
耳
を
塞
い
だ
の
で
あ
る
が
、
自
身
は
知
ら
ず
と
も
、
景
清
の
行
方
を
知
っ
て
い
る

人
物
を
あ
こ
や
は
知
っ
て
い
た
。

　

ま
た
あ
こ
や
は
同
じ
く
二
段
目
切
で
既
に
「
代
官
所
へ
は
い
さ
ぎ
よ
ふ
此
あ
こ
や
が
と
ら

は
れ
て
。
責
殺
さ
れ
る
が
責
て
も
の
景
清
様
へ
心
ざ
し
。」
と
述
べ
て
い
て
、
拷
問
の
果
て

に
獄
中
死
す
る
こ
と
を
初
め
か
ら
決
意
し
て
い
る
。
故
に
「
琴
責
」
で
の
あ
こ
や
の
態
度
は

頑
な
で
、
重
忠
の
訊
問
に
も
決
し
て
素
直
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
段
落
№
13
の
、
重
忠
の
質

問
「
都
に
折
々
紛
入
景
清
。
そ
ち
は
度
々
あ
は
ふ
が
な
。」
に
対
し
て
、
あ
こ
や
は
平
家
滅

亡
の
の
ち
に
初
め
て
五
条
坂
に
現
れ
た
敗
残
兵
で
あ
る
景
清
の
姿
を
述
べ
る
な
ど
、
聞
か
れ

た
こ
と
に
は
答
え
て
い
な
い
。

　

あ
こ
や
は
琴
の
唱
歌
に
「
か
げ
き
よ
き
」
と
景
清
の
名
を
読
み
込
ん
で
挑
発
し
、
ま
た
三

味
線
で
は
恋
人
に
去
ら
れ
た
女
性
の
代
表
格
「
班
女
」
の
歌
を
引
用
し
て
弁
明
す
る
。
重
忠

は
、
琴
に
は
「
ま
あ
知
ず
ん
ば
知
ぬ
に
せ
よ
。」
と
聞
き
流
す
も
の
の
、
三
味
線
に
つ
い
て

は
「
ヲ
ウ
も
ふ
よ
い
は
三
弦
や
め
い
。」
と
演
奏
を
中
断
さ
せ
て
、「
言
分
は
く
ら
い
〳
〵
。」

と
詞
を
荒
ら
げ
る
。

　

あ
こ
や
は
琴
を
前
に
し
て
「
重
忠
の
。
底
の
心
は
知
ね
共
ぜ
ひ
な
く
向
ふ
つ
ま
琴
の
。
行

衛
を
何
と
岩
越
に
い
と
も
心
も
乱
る
ゝ
計
。
声
も
枯
野
の
船
な
ら
で
か
ひ
な
き
。
し
ら
べ
か

き
な
ら
し
。」
と
重
忠
を
疑
い
、
極
度
に
緊
張
し
て
い
た
。
三
味
線
を
構
え
て
は
「
三
絃
の

ど
ふ
成
こ
と
か
知
ね
共
。
思
ひ
こ
ん
だ
る
操
の
糸
。
今
更
何
と
た
が
や
さ
ん
。
心
の
天
柱
引

し
め
て
」
と
当
初
の
決
意
を
思
い
起
こ
し
、
自
ら
を
叱
咤
す
る
。
と
こ
ろ
が
胡
弓
で
は
、
重

忠
の
命
令
「
そ
れ
鼓
弓
す
れ
〳
〵
。」
に
初
め
て
素
直
に
応
じ
「「
あ
い
」
と
こ
た
へ
て
気
は

張
弓
歌
は
哀
を
催
せ
る
。
時
の
調
子
も
相
の
山
。」
を
演
奏
し
た
。
重
忠
は
琴
・
三
味
線
は

証
拠
不
採
用
と
し
た
が
、あ
こ
や
が
寓
意
を
込
め
ず
た
だ
素
直
に
歌
っ
た
、胡
弓
の
俗
曲
「
相
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の
山
」
を
の
み
を
証
拠
採
用
し
た
。

　

段
落
№
17
の
判
決
理
由
で
、
琴
・
三
味
線
に
も
触
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
曲
す
べ
て
に
「
彼

が
誠
は
あ
ら
は
れ
て
。」
い
た
と
さ
れ
る
が
、
で
あ
る
な
ら
ば
琴
の
演
奏
直
後
に
あ
こ
や
は

釈
放
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
三
曲
す
べ
て
を
例
に
挙
げ
た
の
は
論
理
的
な
思
考
に
弱
い
岩
永

の
反
論
を
封
じ
る
目
的
で
、
重
忠
が
述
べ
た
方
便
な
の
だ
と
解
釈
す
る
。
重
忠
が
あ
こ
や
の

本
心
を
看
取
で
き
た
の
は
、
段
落
№
15
「
誠
を
あ
ら
は
す
一
曲
」、
胡
弓
の
一
曲
だ
っ
た
、

と
筆
者
は
解
釈
す
る
。

ま
と
め

　

以
上
、『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
に
つ
い
て
、
一
節
で
は
初
演
者
が
竹
本
大

和
太
夫
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
二
節
で
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
に
竹
本
大
和
掾
が
一
幕

物
と
し
て
独
立
上
演
す
る
た
め
の
最
初
の
改
訂
を
行
っ
た
こ
と
、
三
節
で
は
初
代
豊
竹
駒
太

夫
が
大
和
掾
本
文
を
再
改
訂
し
た
こ
と
、
四
節
で
は
初
代
豊
竹
麓
太
夫
が
大
和
掾
本
文
と
初

代
駒
太
夫
本
文
と
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
さ
ら
に
改
訂
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

五
節
で
は
、
初
代
豊
竹
麓
太
夫
と
二
代
竹
本
内
匠
太
夫
が
、
あ
こ
や
を
︿
初
代
豊
竹
駒
太

夫
﹀、
重
忠
を
は
じ
め
と
す
る
男
性
登
場
人
物
を
︿
竹
本
大
和
掾
﹀
で
語
る
、
竹
本
・
豊
竹

両
曲
風
に
よ
る
掛
合
演
奏
と
い
う
音
楽
演
出
を
創
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
演

劇
書
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
が
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
九
月
の
「
琴
責
」
惣
稽
古
お
よ
び
初

代
麓
太
夫
・
二
代
内
匠
太
夫
の
肖
像
を
描
い
た
こ
と
か
ら
、
初
代
麓
太
夫
の
「
琴
責
」
改
訂

本
文
お
よ
び
曲
風
に
関
す
る
新
演
出
が
当
時
好
評
を
得
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
六
節
で

は
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
初
代
麓
太
夫
の
改
訂
本
文
は
廃
れ
、
大
和
掾
の
改
訂
本
文
が
ふ
た

た
び
「
琴
責
」
上
演
本
文
の
主
流
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
七
節
で
は
、
人
形
浄
瑠
璃

文
楽
の
現
行
本
文
の
抱
え
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
筆
者
の
作
品
解
釈
と
合
わ
せ
て
述
べ
た
。

　

曲
風
に
関
し
て
ま
と
め
る
と
、「
琴
責
」
の
曲
風
に
関
す
る
解
釈
の
混
乱
は
、
一
曲
の
ど

の
部
分
に
根
拠
を
お
い
て
解
説
す
る
の
か
、
そ
の
立
場
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
と
捉
え
ら

れ
る
。「
あ
こ
や
」
に
中
心
を
お
い
て
考
え
る
な
ら
ば
東
風
・
初
代
豊
竹
駒
太
夫
と
な
り
、「
重

忠
」
を
中
心
に
考
え
る
な
ら
ば
西
風
・
竹
本
大
和
掾
と
な
る
。
一
曲
の
総
体
を
捉
え
る
な
ら

ば
、
複
数
の
曲
風
が
混
在
す
る
、
と
説
く
こ
と
に
な
る
。
本
稿
に
述
べ
た
「
琴
責
」
の
上
演

史
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
矛
盾
す
る
説
な
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
説
も

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
お
い
て
正
し
い
理
解
だ
っ
た
と
整
理
で
き
る
。

　

義
太
夫
節
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
音
楽
、
特
に
曲
風
に
関
す
る
理
解
は
従
来
、
技
芸
員
ら

の
伝
承
す
る
と
こ
ろ
を
聞
き
、
各
曲
の
初
演
者
の
特
徴
を
想
定
す
る
と
い
う
手
法
が
採
ら
れ

て
き
た
。
筆
者
は
近
年
、
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
辿
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
諸
本
研
究

を
進
め
て
い
る
が
、
現
行
本
文
と
い
う
文
学
的
研
究
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
途
中
の
再
演
者

の
影
響
が
、
初
演
者
以
上
に
大
き
い
、
と
い
え
るｄ
。
こ
こ
か
ら
筆
者
は
、
義
太
夫
節
の
曲
風

を
考
え
る
音
楽
的
研
究
に
お
い
て
も
、
初
演
者
で
な
く
、
の
ち
の
再
演
者
の
影
響
を
上
演
史

に
照
ら
し
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
、
と
指
摘
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
「
琴
責
」
に
つ
い
て
、
諸
本
校
合
と
い
う
文
学
研
究
の
方
法
に
よ
っ
て
初
代
豊

竹
麓
太
夫
の
影
響
を
捉
え
た
上
で
、
改
訂
本
文
と
と
も
に
初
代
麓
太
夫
の
施
し
た
音
楽
的
な

新
演
出
が
現
行
曲
演
出
の
基
礎
と
な
っ
た
、
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。
大
方
の
御
批
正
を
仰

ぎ
た
い
。

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
内
山
美
樹
子
先
生
、
山
田
智
恵
子
先
生
、
鶴
澤
津
賀
寿
師
、
鶴

澤
三
寿
々
師
に
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
本
稿
の
骨
子
を
述
べ
た
近
松
の
会
で
の
口
頭

発
表
（
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
二
日
）
に
つ
い
て
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
方
々
へ
、
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
図
版
の
掲
載
お
よ
び
翻
刻
の
許
可
を
戴
き
ま
し
た
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
、
京
都
光
華
女
子
大
学
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
市
立
米
沢
図
書
館
、
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
、
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
を
は
じ
め
、関
係
す
る
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
ま
し
た
所
蔵
機
関
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
九
月
五
日
、
七
代
鶴
澤
寛
治
師
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
正
月
に
奈
良
の

御
自
宅
へ
伺
い
、『
関
取
千
両
幟
』「
猪
名
川
内
」
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
事
柄
は
、
拙
稿

「『
関
取
千
両
幟
』「
猪
名
川
内
」
現
行
本
文
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
─
─
本
文
と
「
櫓
太
鼓
」

「
曲
引
」
演
出
の
三
次
の
改
訂
と
そ
の
時
期
─
─
」（『
歴
史
の
里
』
第
二
十
一
号
、
松
茂
町
歴
史
民

俗
資
料
館
・
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
資
料
館
、
二
〇
一
八
年
三
月
所
収
）
と
し
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
は
「
琴
責
」
を
！
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
叶
わ
ぬ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
八
代

豊
竹
嶋
太
夫
師
の
あ
こ
や
で
、
寛
治
師
が
前
名
・
八
代
團
六
で
弾
か
れ
た
一
九
九
八
年
九

月
・
東
京
国
立
小
劇
場
公
演
を
毎
日
十
六
日
間
聴
い
た
の
が
、
わ
た
く
し
の
「
琴
責
」
の
原

体
験
で
す
。
本
稿
を
捧
げ
、
寛
治
師
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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註（
1
）　

文
耕
堂
は
、
初
代
竹
田
出
雲
（
出
雲
掾
清
定
。
元
祖
出
雲
）
と
並
ん
で
、
竹
本
座
第
二
世
代
を
代

表
す
る
作
者
の
ひ
と
り
。
初
名
・
松
田
和
吉
、
の
ち
に
文
耕
堂
と
改
め
る
。
生
没
年
未
詳
。
以
下
に

署
名
作
品
二
十
四
点
を
掲
げ
る
。

　

①
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
頃
『
河
内
国
姥
火
』
作
者
松
田
和
吉
（
内
題
下
）、
②
享
保
七
年
（
一

七
二
二
）
九
月
『
仏
御
前
扇
軍
』
近
松
門
左
衛
門
添
削 

作
者
松
田
和
吉
（
内
題
下
）、
③
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）
二
月
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
近
松
門
左
衛
門
添
削 

作
者　

竹
田
出
雲
掾
・
松
田
和
吉
（
内

題
下
）、
④
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
二
月
以
前
『
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』
松
田
和
吉
作
（
内
題
下
）、

⑤
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
二
月
『
三
浦
大
助
紅
梅
靮
』
作
者　

長
谷
川
千
四
・
文
耕
堂
（
内
題

下
）
※
作
者　

長
谷
川
千
四
・
松
田
和
吉
（
内
題
下
）
と
す
る
本
も
残
る
、
⑥
同
年
八
月
『
信
州
姨

拾
山
』
作
者　

長
谷
川
千
四
・
文
耕
堂
（
内
題
下
）
※
用
字
注
意
。「
捨
」
で
な
く
「
拾
」、
⑦
同
年

十
一
月
『
須
磨
都
源
平
躑
躅
』
作
者　

文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
（
内
題
下
）、
⑧
享
保
十
六
年
（
一

七
三
一
）
九
月
『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』
作
者　

文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
（
内
題
下
）、
⑨
享
保
十
七

年
（
一
七
三
二
）
九
月
『
壇
浦
兜
軍
記
』
作
者　

文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
（
内
題
下
）、
⑩
享
保
十

八
年
（
一
七
三
三
）
四
月
『
車
還
合
戦
桜
』
作
者
文
耕
堂
（
内
題
下
）、
⑪
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

二
月
『
応
神
天
皇
八
白
幡
』
作
者
文
耕
堂
（
内
題
下
）、
⑫
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
正
月
『
元

日
金
歳
越
』
作
者
文
耕
堂
（
内
題
下
）、
⑬
同
年
九
月
（
一
七
三
五
）
九
月
『
甲
賀
三
郎
窟
物
語
』

作
者　

竹
田
出
雲
・
文
耕
堂
（
内
題
下
）、
⑭
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
二
月
『
赤
松
円
心
緑
陣
幕
』

作
者　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
（
内
題
下
）、
⑮
同
年
五
月
『
敵
討
襤
褸
錦
』
作
者　

文
耕
堂
・
三
好

松
洛
（
内
題
下
）、
⑯
同
年
十
月
『
猿
丸
太
夫
鹿
巻
毫
』
作
者　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
（
内
題
下
）、

⑰
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
正
月
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』
作
者　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
（
内
題
下
）、

⑱
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
正
月
『
行
平
礒
馴
松
』
作
者　

文
耕
堂
・
竹
田
正
蔵
・
三
好
松
洛
（
内

題
下
）、
⑲
同
年
八
月
『
小
栗
判
官
車
街
道
』
作
者　

千
前
軒
・
文
耕
堂
（
内
題
下
）、
⑳
元
文
四
年

（
一
七
三
九
）
四
月
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
作
者
連
名　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
・
浅
田
可
啓
・
竹
田

小
出
雲
・
千
前
軒
（
終
丁
裏
）、
㉑
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
四
月
『
今
川
本
領
猫
魔
館
』
作
者
連

名　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
・
浅
田
可
啓
・
竹
田
小
出
雲
・
千
前
軒
（
終
丁
裏
）、
㉒
同
年
七
月
『
将

門
冠
合
戦
』
作
者
連
名　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
・
浅
田
可
啓
・
竹
田
小
出
雲
・
千
前
軒
（
終
丁
裏
）、

㉓
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
正
月
『
伊
豆
院
宣
源
氏
鏡
』
作
者　

文
耕
堂
・
三
好
松
洛
・
小
川
半
平
・

竹
田
小
出
雲
・
千
前
軒
（
終
丁
裏
）、
㉔
同
年
五
月
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
作
者　

文
耕
堂
・
三
好

松
洛
・
小
川
半
平
・
竹
田
小
出
雲
（
終
丁
裏
）。

　

拙
稿
「
浄
瑠
璃
本
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」（『
文
学
』
二
〇
一
一
年
三
・
四
月
号
「
人
形
浄
瑠
璃
・
文

楽
の
こ
と
ば
へ
」
特
集
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
の
、
浄
瑠
璃
本
（
通
し
本
）
の
残
存

点
数
か
ら
み
る
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
第
一
位
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』、
第
二
位
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』、

第
三
位
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
と
な
る
。
文
耕
堂
最
大
の
ヒ
ッ
ト
作
は
、
⑳
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』

で
あ
る
。

　

国
立
劇
場
は
、
作
者
ご
と
に
浄
瑠
璃
本
の
作
品
の
梗
概
を
ま
と
め
た
『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
』
を
編

集
し
た
が
、
当
期
の
竹
本
座
で
は
「
竹
田
出
雲
」
に
代
表
さ
せ
、
文
耕
堂
を
採
ら
な
か
っ
た
の
で
、

①
～
⑫
、
⑭
～
⑱
に
つ
い
て
は
詳
し
い
解
題
が
備
わ
ら
な
い
。

（
2
）　

長
谷
川
千
四
は
、
竹
本
座
第
二
世
代
の
作
者
の
ひ
と
り
。
松
田
和
吉
の
不
在
期
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て

以
下
の
五
作
を
著
す
が
、
文
耕
堂
復
帰
後
に
前
註（
1
）⑤
～
⑨
五
作
を
合
作
し
た
の
ち
に
退
座
し
た

よ
う
で
あ
る
。
合
計
十
作
に
署
名
を
遺
す
。
生
没
年
未
詳
。

　

①
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
正
月
『
敵
討
御
未
刻
太
鞁
』
作
者
長
谷
川
千
四
（
内
題
下
）、
②

享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
五
月
『
加
賀
国
篠
原
合
戦
』
作
者　

竹
田
出
雲
・
長
谷
川
千
四
（
内
題

下
）、
③
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
二
月
『
尼
御
台
由
比
浜
出
』
作
者　

竹
田
出
雲
・
長
谷
川
千

四
（
内
題
下
）、
④
同
年
八
月
『
眉
間
尺
象
貢
』
作
者　

竹
田
出
雲
掾
・
長
谷
川
千
四
（
内
題
下
）、

⑤
同
年
十
一
月
『
京
土
産
名
所
井
筒
』
作
者
長
谷
川
千
四
（
内
題
下
）
※
の
ち
に
『
業
平
男
今
様
井

筒
』
と
改
題
さ
れ
る
。

（
3
）　
「
五
段
続
」
の
段
構
成
で
あ
る
こ
と
は
浄
瑠
璃
本
（
通
し
本
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
番

付
が
残
ら
な
い
た
め
、
初
演
興
行
の
段
区
分
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
全
五
段
で
の
最
初
で

最
後
の
再
演
・
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
二
月
・
京
竹
本
座
興
行
時
に
刊
行
さ
れ
た
浄
瑠
璃
本
の
巻

末
に
載
る
「
五
段
続
役
割
」
が
参
考
に
な
る
。

　

以
下
、「
五
段
続
役
割
」
の
段
区
分
に
従
っ
て
、
物
語
全
体
の
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

︿ 

﹀
内
に
段
区
分
・
場
所
を
記
し
た
。

〈
大
序
・
鎌
倉
御
所
〉
源
頼
朝
の
御
所
。
畠
山
重
忠
は
、
家
臣
・
本
多
の
近
経
を
使
者
と
し
て
、
南

都
東
大
寺
再
興
を
絵
図
を
以
て
報
告
す
る
。
頼
朝
は
、
御
台
所
政
子
を
大
仏
供
養
へ
向
か
わ
せ
る
と

し
て
、
根
井
の
太
夫
希
義
、
岩
永
左
衛
門
尉
致
連
に
上
洛
の
供
を
命
じ
る
。
し
か
し
岩
永
が
、
根
井

の
娘
婿
・
箕
尾
谷
四
郎
の
恥
辱
（
讃
岐
国
・
屋
島
合
戦
の
壇
浦
で
、
上
総
の
七
兵
衛
景
清
と
争
っ
た

「
錣
引
」
の
出
来
事
）
を
言
い
立
て
て
、
相
役
を
不
服
と
述
べ
る
。
根
井
の
太
夫
は
役
目
を
辞
し
、

浪
人
を
願
う
。
頼
朝
は
根
井
の
隠
居
を
許
し
、
岩
永
を
先
手
、
本
多
を
跡
備
と
定
め
る
。

〔
写
真
7
〕  　『
壇
浦
兜
軍
記
』
再
演
興
行
「
五
段
続
役
割
」（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館251-

0518

）
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〈
序
中
・
熱
田
〉
晩
春
。
根
井
の
太
夫
と
娘
・
白
梅
は
、
近
江
国
長
浜
を
目
指
す
途
中
、
尾
張
国
熱

田
宮
に
立
ち
寄
る
。
熱
田
の
大
宮
司
通
夏
の
娘
・
衣
笠
は
景
清
の
妻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
根
井
の
太

夫
は
、
通
夏
に
景
清
の
所
在
を
明
か
す
よ
う
に
迫
る
。
通
夏
は
、
三
年
以
来
音
信
不
通
で
あ
る
と
誓

言
を
立
て
る
。
根
井
の
太
夫
は
疑
い
を
晴
ら
し
、
別
れ
る
。

〈
初
段
切
前
半
・
東
大
寺
山
門
〉
景
清
と
薩
摩
五
郎
信
忠
は
頼
朝
暗
殺
を
目
指
し
、
大
仏
供
養
の
前

夜
、
東
大
寺
に
駆
け
付
け
る
。
岩
永
左
衛
門
は
、
景
清
の
叔
父
・
大
日
坊
へ
、
景
清
が
訪
問
し
た
場

合
に
は
急
報
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
。
薩
摩
五
郎
と
大
日
坊
は
か
ね
て
通
じ
て
い
て
、
景
清
を
捕
ら

え
る
が
反
撃
さ
れ
、
薩
摩
五
郎
は
逃
げ
る
。
景
清
は
大
日
坊
を
殺
害
し
て
衣
類
を
剥
ぎ
、
僧
に
化
け

る
。
景
清
は
、
近
親
者
を
殺
し
た
者
の
例
に
従
い
、
こ
の
時
か
ら
「
悪
七
兵
衛
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

に
な
る
。
饅
頭
屋
に
変
装
し
て
い
た
本
多
の
妻
・
唐
綾
が
、
こ
の
様
子
を
窺
う
。

〈
初
段
切
後
半
・
東
大
寺
〉
大
仏
供
養
の
当
日
。
景
清
は
頼
朝
の
仮
屋
と
信
じ
て
襲
う
が
、
中
に
は

重
忠
の
妻
・
玉
房
が
い
て
、
頼
朝
は
上
洛
せ
ぬ
こ
と
を
明
か
す
。
本
多
の
近
経
は
、
頼
朝
の
命
に
従

い
、
景
清
に
対
し
て
、
頼
朝
に
帰
服
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。
景
清
は
従
わ
ず
、
岩
永
・
薩
摩
五
郎
と

争
い
、
五
郎
を
殺
害
し
て
、
立
ち
去
る
。

〈
二
段
目
口
・
下
河
原
菊
水
の
辺
〉
通
称
「
辻
講
釈
の
段
」「
講
釈
の
段
」「
菊
水
の
段
」。
観
音
の

縁
日
・
十
八
日
。
京
の
東
山
・
下
河
原
菊
水
の
辺
り
に
あ
る
、
講
釈
師
関
原
甚
内
の
辻
講
釈
の
小
屋

が
舞
台
。
大
宮
司
通
夏
・
衣
笠
父
娘
は
、
景
清
の
行
方
を
求
め
て
、
五
条
坂
の
遊
女
・
阿
古
屋
を
訪

ね
る
途
次
、
関
原
甚
内
に
道
を
問
う
。
畠
山
重
忠
の
家
臣
・
榛
沢
六
郎
成
清
は
「
関
原
甚
内
こ
そ
景

清
で
あ
る
」
と
の
誤
報
に
よ
っ
て
、
甚
内
を
一
旦
は
捕
ら
え
る
が
、
別
人
と
知
っ
て
詫
び
る
。
甚
内

は
、
井
場
の
十
蔵
一
幸
と
い
う
浪
人
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
榛
沢
が
去
る
と
、
深
編
笠
の
浪
人
者

が
現
れ
、
自
分
は
景
清
で
あ
る
と
告
白
す
る
。
景
清
は
、

去
年
の
秋
か
ら
折
々
に
金
銀
を
与
え
た
の
は
、
面
体
の
似
た
甚
内
を
、
身
替
わ
り
に
仕
立
て
て

自
分
は
逃
走
す
る
目
的
だ
っ
た
。
こ
の
計
画
を
明
か
し
別
れ
を
告
げ
た
際
、
阿
古
屋
か
ら
「
甚

内
は
自
分
の
兄
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
と
景
清
と
の
関
係
は
景
清
の
安
全
の
た
め
に
兄
に
も
深

く
秘
し
て
い
る
の
で
、
兄
の
存
在
を
も
景
清
に
は
告
げ
な
か
っ
た
。」
と
初
め
て
明
か
さ
れ
、

十
郎
の
命
を
買
い
取
ろ
う
と
し
た
身
勝
手
さ
を
恥
じ
た
。
十
郎
・
阿
古
屋
の
老
母
は
、
す
な
わ

ち
我
が
義
母
で
あ
る
の
で
、
自
分
の
羽
織
を
着
て
、
一
緒
に
孝
養
を
尽
く
し
て
欲
し
い
。

と
十
郎
に
願
う
。
十
郎
は
応
諾
し
、
二
人
は
別
れ
る
。

〈
二
段
目
切
・
五
条
坂
花
扇
屋
〉
通
称
「
五
条
坂
の
段
」。
五
条
坂
の
私
娼
・
花
扇
屋
。
大
宮
司
通
夏
・

衣
笠
父
娘
は
、
阿
古
屋
に
対
面
し
、
景
清
の
行
方
を
尋
ね
る
が
、
阿
古
屋
は
答
え
な
い
。
こ
こ
へ
景

清
の
羽
織
を
着
た
井
場
の
十
郎
が
訪
問
し
て
、
衣
笠
は
自
分
が
仕
立
て
た
羽
織
で
あ
る
と
告
げ
、
景

清
の
行
方
を
明
か
す
よ
う
に
迫
る
。
こ
こ
に
花
扇
屋
の
主
人
・
戸
平
次
が
帰
り
、「
景
清
の
詮
義
の

た
め
、
阿
古
屋
が
代
官
所
に
捕
ら
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
阿
古
屋
は
戸
平
次
の
妻
で
あ
る
の
で
、
景
清

と
の
縁
は
切
れ
て
い
る
と
庇
っ
て
き
た
」
と
告
げ
、「
通
夏
・
衣
笠
を
一
緒
に
訴
人
し
て
、
褒
美
に

与
ろ
う
」
と
誘
う
。
岩
永
左
衛
門
の
家
臣
・
荒
木
源
五
の
前
で
、
衣
笠
は
戸
平
次
を
殺
害
し
て
自
殺

し
て
、
大
宮
司
の
家
を
守
っ
た
。
阿
古
屋
は
代
官
所
へ
連
行
さ
れ
る
。

〈
三
段
目
口
・
堀
川
御
所
〉
通
称
「
琴
責
の
段
」。
畠
山
重
忠
は
、
景
清
の
行
方
を
阿
古
屋
に
尋
ね

る
が
、
琴
・
三
味
線
・
胡
弓
を
演
奏
さ
せ
、
阿
古
屋
の
証
言
に
偽
り
は
な
い
と
悟
っ
て
、
釈
放
す
る
。

〈
三
段
目
切
・
岡
崎
井
場
の
十
蔵
の
住
家
〉
通
称
「
鯉
の
段
」。
十
蔵
は
老
母
の
誕
生
日
の
祝
儀
の

た
め
に
、
鯉
を
釣
り
帰
る
。
十
蔵
は
祝
儀
を
終
え
る
と
、「
景
清
の
身
替
わ
り
と
な
っ
て
死
に
、
阿

古
屋
の
苦
患
を
助
け
た
い
。
ま
た
景
清
の
警
戒
も
解
か
れ
る
の
で
、
本
当
の
景
清
が
頼
朝
を
暗
殺
す

る
こ
と
も
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
立
つ
不
孝
を
許
し
て
欲
し
い
」
と
老
母
へ
願
う
。
老
母
は
、

そ
の
言
葉
を
待
ち
続
け
て
い
た
と
応
え
て
、
十
蔵
を
送
り
出
す
。
榛
沢
が
阿
古
屋
を
連
れ
て
来
て
、

老
母
へ
引
き
渡
す
。
阿
古
屋
は
、
兄
の
跡
を
追
う
。
箕
尾
谷
四
郎
国
時
が
来
て
、
景
清
の
行
方
を
老

母
に
問
う
。
老
母
は
金
次
第
で
教
え
る
と
応
え
る
と
、
箕
尾
谷
は
小
判
七
両
を
並
べ
る
。
立
ち
返
っ

た
十
蔵
は
、
景
清
だ
と
名
乗
っ
て
争
い
、
箕
尾
谷
に
討
た
れ
よ
う
と
す
る
が
、
偽
者
と
悟
ら
れ
る
。

老
母
は
、
十
蔵
・
阿
古
屋
兄
妹
が
景
清
を
探
す
路
銀
に
さ
せ
る
目
的
で
金
を
要
求
し
た
と
明
か
し
て
、

自
殺
す
る
。
箕
尾
谷
は
、
弔
慰
金
と
し
て
残
し
て
、
立
ち
去
る
。

〈
四
段
目
道
行
・
道
行
旅
寝
の
添
乳
歌
〉
春
。
阿
古
屋
は
、
景
清
の
娘
を
出
産
す
る
。
七
十
五
日
の

忌
み
も
明
け
て
、
阿
古
屋
と
そ
の
娘
、
十
蔵
の
三
人
は
、
景
清
を
尋
ね
て
、
京
を
離
れ
、
近
江
国
長

浜
へ
向
か
う
。
粟
田
口
か
ら
鳥
本
宿
へ
の
道
行
。

〈
四
段
目
口
・
長
浜
根
井
の
太
夫
の
隠
居
屋
敷
の
外
〉
根
井
の
太
夫
は
近
江
国
長
浜
に
隠
居
屋
敷
を

新
築
す
る
。
景
清
は
、
頼
朝
が
立
ち
寄
る
と
い
う
噂
を
聞
き
、
大
工
と
な
っ
て
潜
入
す
る
。
そ
こ
へ

阿
古
屋
母
娘
・
十
蔵
が
来
合
わ
せ
て
、
景
清
と
再
会
す
る
。
十
蔵
は
、
景
清
と
名
乗
っ
て
頼
朝
の
上

洛
の
行
列
を
襲
い
、
討
ち
死
に
す
れ
ば
、
頼
朝
の
警
戒
も
緩
む
は
ず
だ
と
訴
え
、
景
清
の
太
刀
を
譲

り
受
け
て
、
東
へ
向
か
う
。

〈
四
段
目
切
前
半
・
長
浜
根
井
の
太
夫
の
隠
居
屋
敷
〉
三
月
十
八
日
。
根
井
の
太
夫
は
、
景
清
の
変

装
し
た
大
工
を
気
に
入
り
、
酒
食
を
与
え
る
。
根
井
の
太
夫
は
高
所
で
の
作
業
を
言
い
付
け
、
足
場

へ
上
げ
た
上
で
、
軍
勢
を
集
め
て
、「
か
の
大
工
は
景
清
の
変
装
で
あ
る
こ
と
。
討
ち
取
る
た
め
に
、

足
場
の
不
安
定
な
高
所
へ
向
か
わ
せ
た
こ
と
」
を
明
か
す
。
し
か
し
景
清
の
剛
勇
に
退
け
ら
れ
る
。

〈
四
段
目
切
後
半
・
長
浜
根
井
の
太
夫
の
隠
居
屋
敷
の
邸
内
〉
左
官
に
変
装
し
て
い
た
箕
尾
谷
四
郎

が
本
性
を
明
か
し
、
景
清
を
捕
ら
え
る
。
捕
ら
え
ら
れ
た
景
清
は
「
壇
浦
で
引
き
千
切
っ
た
錣
の
裏

に
亡
父
・
愛
甲
の
太
郎
の
筆
跡
が
あ
り
、
箕
尾
谷
四
郎
は
自
分
の
実
の
弟
だ
と
知
っ
た
（
自
分
は
母

の
実
家
・
上
総
家
へ
養
子
へ
出
さ
れ
た
）」
と
告
白
す
る
。
根
井
の
太
夫
は
、
阿
古
屋
の
娘
を
人
丸

姫
と
名
付
け
、
初
孫
と
し
て
育
て
る
と
約
束
す
る
。
箕
尾
谷
は
、
景
清
を
引
い
て
、
鎌
倉
へ
向
か
う
。

〈
五
段
目
・
鎌
倉
扇
ヶ
谷
詰
牢
〉
景
清
は
、
岩
永
左
衛
門
の
当
番
の
夜
に
、
牢
を
破
る
。
役
目
の
過

失
と
し
て
、
岩
永
を
処
罰
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
景
清
は
両
眼
を
刳
り
抜
き
盲
目
と

な
っ
て
、
阿
古
屋
に
手
を
引
か
れ
て
立
ち
戻
る
。
景
清
は
、

脱
獄
の
罪
を
重
ね
た
の
は
、
処
刑
を
望
む
た
め
で
あ
る
。
再
び
頼
朝
の
姿
を
み
て
反
逆
心
を
起

こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
両
眼
を
刳
っ
た
の
は
、
命
を
一
旦
助
け
ら
れ
た
返
礼
で
あ
る
。

と
語
る
。
岩
永
は
荒
木
源
五
と
と
も
に
、
盲
目
の
景
清
に
斬
り
か
か
る
が
、
か
え
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
、

岩
永
は
井
場
の
十
蔵
に
首
を
打
た
れ
、
源
五
は
景
清
に
首
を
引
き
抜
か
れ
る
。
頼
朝
は
今
朝
、
御
台

所
政
子
も
と
も
に
、
清
水
寺
の
観
世
音
の
霊
夢
「
景
清
の
命
を
助
け
得
さ
せ
よ
」
を
受
け
た
こ
と
を

明
か
し
て
、
日
向
勾
当
の
官
を
与
え
、「
な
じ
み
の
平
家
を
琵
琶
に
か
た
つ
て
」
暮
ら
す
よ
う
に
命

じ
る
。

（
4
）　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
七
）
十
一
月
大
坂
竹
本
座
興
行
は
、
前
浄
瑠
璃
に
『
相
模
入
道
』（
近
松
『
相



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（23）168

模
入
道
千
疋
犬
』）
初
段
・
二
段
の
通
し
・
立
て
、
後
浄
瑠
璃
に
『
年
忘
座
鋪
操
』
と
題
し
て
、「
加

賀
国
篠
原
合
戦　

馬
の
だ
ん
」「
花
衣
い
ろ
は
縁
起　

二
段
目
物
ぐ
る
ひ
」「
御
所
桜
堀
川
夜
討　

静

三
弦
の
だ
ん
」「
ひ
ら
か
な
盛
衰
記　

宇
治
川
先
陣
物
語
」「
河
内
通
四
段
目　

お
ん
り
や
う
振
分
髪
」

「
富
士
見
西
行
二
段
目　

桜
の
だ
ん
」「
御
所
桜
二
段
目　

骨
接
の
だ
ん
」「
壇
浦
兜
軍
記　

あ
こ
や

責
の
段
」
の
、
付
け
物
八
段
を
並
べ
、
さ
ら
に
大
切
に
「
ふ
し
事　

拍
子
扇
浄
瑠
璃
合
」
を
演
奏
し

た
も
の
。

　
『
年
忘
座
鋪
操
』
の
曲
目
は
、
初
丁
表
の
「
目
録
」
に
拠
る
。
筆
者
の
所
在
調
査
で
は
、
八
点
を

把
握
し
て
い
る
。
同
書
全
冊
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
公
開
す
る
所
蔵
機
関
と
し
て
、
初
摺
本
で
は
東
京

大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
（
黒
木
文
庫4142-487

）、
後
摺
本
で
は
松
竹
大
谷
図
書
館

（768.42-To72

）
が
あ
る
。

　
『
拍
子
扇
浄
瑠
璃
合
』
は
六
行
本
と
し
て
出
た
。
筆
者
の
所
在
調
査
で
は
二
点
を
知
る
の
み
。
松

竹
大
谷
図
書
館
（768.42-H

99

）・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（ｲ

14-0002-0691

②
）
と
も
に
、

全
冊
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

延
享
・
寛
延
期
に
は
す
で
に
三
人
遣
い
の
操
作
法
が
一
般
化
し
た
の
で
あ
る
が
、
劇
場
の
舞
台
の

上
に
「
座
敷
」
の
大
道
具
を
組
ん
で
、
あ
え
て
古
風
な
「
座
敷
」
芸
（
座
敷
で
は
な
お
一
人
遣
い
の

人
形
を
用
い
た
）
を
み
せ
た
と
こ
ろ
に
宝
暦
五
年
の
六
月
『
庭
涼
座
鋪
操
』・
七
月
『
庭
涼
操
座
鋪
』・

十
一
月
『
年
忘
座
鋪
操
』
の
趣
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
の
︹
写
真
8
︺
は
、『
年
忘
座
鋪
操
』

の
絵
尽
に
載
る
、「
あ
こ
や
責
の
段
」
の
舞
台
図
で
あ
る
。
右
端
に
︿
庭
﹀
を
描
い
て
い
る
点
が
も

う
一
つ
の
趣
向
で
、
座
敷
だ
け
で
な
く
、
造
り
庭
を
舞
台
上
に
飾
る
点
に
、
宝
暦
期
の
劇
場
機
構
の

進
展
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
5
）　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
お
よ
び
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

の
近
世
期
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
活
用
・
公
開
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
期
間

二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
度
。
研
究
課
題
領
域
番
号22320054

。
研
究
代
表
者
神
津
武
男
、
研
究

分
担
者
黒
石
陽
子
氏
・
井
上
勝
志
氏
・
久
堀
裕
朗
氏
・
鈴
木
博
子
氏
）
で
把
握
す
る
江
戸
時
代
板
行

の
番
付
を
中
心
と
し
て
、
興
行
数
を
上
演
回
数
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
6
）　

国
立
文
楽
劇
場
編
・
文
楽
資
料
叢
書
4
『
義
太
夫
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
集
成
』
ニ
ッ
ト
ー
篇
Ⅰ
（
日
本

芸
術
文
化
振
興
会
、
一
九
九
一
年
）
の
、
付
録
の
Ｃ
Ｄ
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
。『
二
世
豊
竹
古
靱
太

夫
（
山
城
少
掾
）
義
太
夫
名
演
集
』
Ｃ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）』
に
も
収

録
が
あ
る
。

（
7
）　

た
だ
し
四
代
竹
本
大
隅
太
夫
（
当
時
静
太
夫
）
の
語
る
岩
永
左
衛
門
の
詞
に
、
次
の
四
箇
所
の
入

事
が
あ
る
点
が
異
な
る
。
①
対
照
表
段
落
№
06
重
忠
の
詞
「
い
や
先
待
れ
よ
岩
永
。」
の
あ
と
に
「
何

故
何
故
」、
②
№
06
重
忠
の
詞
「
入
ぬ
せ
わ
」
の
あ
と
に
「
ム
ヽ
」、
同
「
御
無
用
〳
〵
。」
の
あ
と

に
「
ヱ
忌
々
し
い
」、
③
№
07
あ
こ
や
の
詞
「
公
界
が
片
時
な
ら
ふ
か
い
な
。」
の
あ
と
に
「
そ
う
か

い
な
あ
」、
④
同
右
「
い
き
か
た
は
」
の
あ
と
に
「
ム
ヽ
」、
同
「
雪
と
墨
。」
の
あ
と
に
「
何
じ
ゃ

墨
じ
ゃ
」。

　

文
楽
の
現
行
演
出
で
は
こ
れ
ら
の
入
事
を
採
ら
な
い
か
（
一
九
九
八
年
九
月
東
京
・
一
九
九
九
年

正
月
大
阪
な
ど
）、
異
な
る
位
置
に
入
れ
る
（
二
〇
一
四
年
正
月
大
阪
）
な
ど
す
る
が
、
岩
永
の
人

格
の
卑
し
さ
を
活
写
し
た
優
れ
た
表
現
だ
と
考
え
る
の
で
、
大
隅
太
夫
の
型
を
手
本
と
し
て
継
承
し

〔
写
真
8
〕『
年
忘
座
鋪
操
』
絵
尽
の
「
あ
こ
や
責
の
段
」（
国
立
国
会
図
書
館866-3

）
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て
欲
し
い
も
の
と
思
う
。

（
8
）　

義
太
夫
節
の
曲
風
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
井
野
辺
潔
氏
・
横
道
萬
里
雄
氏
他
著
『
義
太
夫
節

の
様
式
展
開
』（
ア
カ
デ
ミ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
一
九
八
六
年
）
が
基
本
資
料
と
な
る
。
井
野
辺

氏
が
研
究
代
表
者
を
務
め
た
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
総
合
研
究
Ａ
『
義
太
夫
節
に
お
け
る
様

式
展
開
の
研
究
』
の
研
究
成
果
報
告
書
を
増
補
改
訂
し
た
も
の
。
作
品
が
初
演
さ
れ
た
際
の
、
初
演

太
夫
に
関
す
る
書
伝
・
口
伝
を
、
現
行
の
演
奏
に
照
ら
し
て
み
る
と
い
う
研
究
手
法
を
採
る
。

（
9
）　

た
と
え
ば
内
山
美
樹
子
氏
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）

「
壇
浦
兜
軍
記
」
項
に
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
琴
責
の
段
」
の
初
演
者
は
竹
本
大
和
太
夫
と
推
定
さ
れ
、
宝
暦
五
年
に
は
、
大
和
太
夫
の
芸

の
後
継
者
竹
本
大
和
掾
も
語
り
、
い
わ
ゆ
る
大
和
風
の
曲
と
し
て
伝
承
さ
れ
、
安
永
期
（
一
七

七
二
│

一
七
八
一
）
以
後
は
掛
け
合
い
で
語
ら
れ
る
形
式
が
定
着
す
る
。

（
10
）　

井
野
辺
潔
氏
監
修
・
義
太
夫
研
究
会
編
著
『
文
楽
談
義　

語
る
・
弾
く
・
遣
う
』（
創
元
社
、
一

九
九
三
年
）
所
載
「「
地
色
」
の
機
微
」
で
、
五
代
鶴
沢
燕
三
氏
は
、「
琴
責
」「
重
の
井
」
の
曲
風

に
関
す
る
内
山
美
樹
子
氏
の
質
問
に
、
次
の
よ
う
に
駒
太
夫
風
と
断
言
す
る
。

燕
三　

ど
ち
ら
も
駒
太
夫
風
の
も
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
重
の
井
」
は
純
粋
の
駒
太
夫
風
で
ご

ざ
い
ま
す
ね
。

内
山　

そ
う
し
ま
す
と
、「
阿
古
屋
」
も
「
重
の
井
」
も
駒
太
夫
風
。「
楼
門
」
な
ん
か
も
？

燕
三　

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
11
）　

四
代
鶴
沢
重
造
師
は
「
演
者
が
語
る
義
太
夫
鑑
賞
の
手
引
（
5
）　

壇
浦
兜
軍
記
│
阿
古
屋
琴
責

の
段
│
」（『
邦
楽
と
舞
踊
』
第
三
十
二
巻
一
号
、
邦
楽
と
舞
踊
社
、
一
九
八
一
年
所
収
）
に
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

「
阿
古
屋
」
は
駒
太
夫
場
と
云
伝
え
て
居
り
ま
す
が
、
初
演
の
彦
太
夫
の
西
風
も
交
っ
て
居
る

と
の
事
で
、
正
確
な
所
は
私
は
存
じ
ま
せ
ん
。

（
12
）　
『
音
曲
高
名
集
』
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
三
代
竹
本
政
太
夫
か

ら
聞
き
書
き
し
て
、
三
代
野
沢
八
兵
衛
が
多
く
の
太
夫
の
略
伝
と
そ
の
評
判
の
残
る
曲
名
を
ま
と
め

た
も
の
。
私
家
板
と
し
て
出
た
た
め
か
、
板
元
名
を
記
さ
な
い
。
藝
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文

化
史
料
集
成
』
第
七
巻
「
人
形
浄
瑠
璃
」（
三
一
書
房
、
一
九
七
五
年
）
に
翻
刻
が
あ
る
。

（
13
）　

対
立
す
る
登
場
人
物
間
に
お
け
る
、
親
子
・
兄
弟
・
夫
婦
と
い
っ
た
近
親
関
係
の
発
見
が
、
両
者

の
対
立
を
解
消
す
る
契
機
・
原
動
力
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
文
耕
堂
の
劇
の
特
徴
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
る
。

（
14
）　

通
常
の
初
演
興
行
が
行
わ
れ
な
い
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
紋
下
太
夫
で
あ
り
な
が
ら
、
時
代
物

の
三
段
目
切
を
不
得
手
と
す
る
竹
本
大
和
掾
と
、
三
段
目
切
を
語
る
実
力
者
・
二
代
竹
本
政
太
夫
と

の
役
割
分
担
を
探
る
期
間
で
あ
っ
た
か
と
推
量
す
る
。
推
量
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
七
月
『
庭
涼
操

座
鋪
』
で
、
大
和
掾
は
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』「
無
間
鐘
」、
二
代
政
太
夫
は
『
義
経
千
本
桜
』「
狐
」

を
語
っ
て
、
と
も
に
三
段
目
切
を
避
け
、
四
段
目
中
を
選
ん
で
同
格
と
す
る
な
ど
の
配
慮
が
み
え
る

た
め
で
あ
る
。

（
15
）　

宝
暦
五
年
六
月
『
庭
涼
座
鋪
操
』
は
、「
返
魂
香
相
の
山
」「
対
の
花
か
い
ら
ぎ
」「
御
所
桜
心
の

音
調
」「
椀
久
ゆ
か
り
の
十
徳
」「
曾
我
草
摺
引
」「
双
蝶
々
相
合
駕
籠
」「
浄
瑠
璃
万
歳　

踊
歌
」
か

ら
成
る
。
曲
目
は
浄
瑠
璃
本
初
丁
表
の
目
録
に
拠
る
。
筆
者
の
所
在
調
査
で
は
、
次
の
三
点
を
把
握

す
る
の
み
。
実
践
女
子
大
学
図
書
館
・
文
楽
協
会
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
長
友
千
代
治
氏
旧
蔵
）。

（
16
）　

宝
暦
七
月
『
庭
涼
操
座
鋪
』
は
、「
相
生
三
大
臣
」「
対
の
花
か
い
ら
ぎ
」「
千
本
桜
狐
の
段
」「
椀

久
ゆ
か
り
の
十
徳
」「
団
七
祭
の
段
」「
無
間
の
鐘
の
段
」「
浄
る
り
万
ざ
い
」
か
ら
成
る
。
曲
目
は

終
丁
（「
庭
凉
大
尾
」）
表
の
役
割
に
拠
る
。
筆
者
の
所
在
調
査
で
は
、
十
七
点
を
把
握
し
て
い
る
。

同
書
全
冊
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
公
開
す
る
所
蔵
機
関
と
し
て
は
、
松
竹
大
谷
図
書
館
（768.42-

N
89

）・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
（ｲ

14-0002-0622

）
が
あ
る
。

（
17
）　

請
求
番
号
「
シ
3 

4 

8
」、
登
録
書
名
「
浄
瑠
璃
十
四
篇
」。
江
戸
板
六
行
抜
き
本
十
四
作
を
合
綴

し
た
内
の
、
十
二
作
目
に
収
録
す
る
。

（
18
）　
『
闇
の
礫
』
は
、
上
中
下
三
巻
か
ら
成
る
。
八
文
字
屋
而
笑
著
。
丹
波
屋
助
七
・
増
田
源
兵
衛
板
。

註（
12
）『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
「
人
形
浄
瑠
璃
」
に
翻
刻
が
あ
る
。

（
19
）　
『
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要
』
第
十
号
、
早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
所
収
。

（
20
）　

初
代
豊
竹
巴
太
夫
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
生
、
文
政
十
年
（
一
八
二
八
）
没
。
行
年
六
十
歳
。

『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
は
寛
政
初
め
頃
の
初
舞
台
の
逸
話
と
し
て
、「
楽
屋
中
に
も
恐
れ
る
程
の
声

柄
と
云
拍
子
よ
く
」
と
伝
え
る
。
初
代
麓
太
夫
の
娘
「
と
な
」
を
妻
と
し
た
こ
と
か
ら
は
、
初
代
巴

太
夫
が
い
か
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
太
夫
で
あ
っ
た
か
が
判
る
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
十
月
・

京
和
泉
式
部
境
内
芝
居
で
連
名
で
は
あ
る
が
初
め
て
紋
下
と
な
っ
て
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

大
坂
御
霊
芝
居
興
行
で
初
め
て
単
独
の
紋
下
と
な
っ
た
。

（
21
）　

大
字
遊
下
本
の
①
『
鎌
倉
三
代
記
』
七
段
目
切
「
三
浦
別
」
は
前
表
紙
に
「
豊
竹
巴
太
夫
」
の
名

を
掲
げ
る
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
三
月
・
江
戸
肥
前
座
で
の
初
演
本
文
で
は
な
く
、
同
年
六

月
に
大
坂
北
堀
江
市
之
側
芝
居
興
行
で
初
代
麓
太
夫
が
再
演
し
た
際
の
改
訂
本
文
を
収
め
た
も
の
で

あ
る
。「
三
浦
別
」
に
は
、
大
坂
で
の
初
代
麓
太
夫
再
演
時
開
板
の
大
坂
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
板
六

行
本
も
残
る
の
で
、
大
字
遊
下
本
と
の
関
係
が
明
確
で
あ
る
。
同
例
か
ら
初
代
麓
太
夫
が
大
坂
で
手

が
け
て
い
て
、
初
代
巴
太
夫
が
江
戸
で
大
字
遊
下
本
と
し
て
定
着
さ
せ
た
曲
に
つ
い
て
は
、
初
代
麓

太
夫
の
上
演
本
文
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
自
然
だ
と
考
え
る
。

（
22
）　

初
代
豊
竹
麓
太
夫
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
生
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
没
。
行
年
九
十

三
歳
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
十
二
月
・
大
坂
豊
竹
座
『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』
初
演
興
行
で
初
出

座
、
二
十
八
歳
の
と
き
。

　

二
代
豊
竹
若
太
夫
が
前
名
・
二
代
竹
本
島
太
夫
に
復
し
て
、
竹
本
座
の
紋
下
と
な
っ
た
最
初
に
し

て
最
後
の
興
行
で
あ
る
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
九
月
『
初
櫓
操
目
録
』
興
行
に
出
演
し
た
際
に
は

「
竹
本
麓
太
夫
」
と
名
乗
る
。
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）『
躾
方
武
士
鑑
』
初
演
興
行
を
最
後
と
し
て
、

そ
の
の
ち
は
豊
竹
姓
へ
復
し
た
。

　

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
伊
勢
古
市
芝
居
で
連
名
な
が
ら
紋
下
と
な
っ
て
、
寛
政
六
年
（
一
七
九

四
）
二
月
・
大
坂
道
頓
堀
若
太
夫
芝
居
興
行
で
初
め
て
単
独
の
紋
下
と
な
っ
た
。
寛
政
六
年
・
六
十

五
歳
か
ら
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）・
八
十
八
歳
ま
で
の
間
、
紋
下
を
勤
め
た
。

（
23
）　

国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『︿
歌
舞
伎
の
文
献
・
5
﹀
戯
場
楽
屋
図
会
』（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部

芸
能
調
査
室
、
刊
年
不
記
載
）
に
、
正
編
『
戯
場
楽
屋
図
会
』・
続
編
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
を
、『
戯

場
楽
屋
図
会
』
の
一
～
四
巻
と
数
え
た
後
摺
本
を
底
本
と
し
た
、
影
印
・
翻
刻
が
あ
る
。



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（25）166

（
24
）　

註（
23
）『︿
歌
舞
伎
の
文
献
・
5
﹀
戯
場
楽
屋
図
会
』
の
服
部
幸
雄
氏
解
題
は
「
実
際
に
巷
に
出

た
の
は
寛
政
十
三
年
（
二
月
五
日
よ
り
改
元
、
享
和
元
年
と
な
る
）
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

拾
遺
は
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
板
行
。」
と
述
べ
る
。

　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
「
戯
場
楽
屋
図
会
」
項
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
に
、

松
平
進
氏
は
「
正
編
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）、
拾
遺
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
大
阪
塩
屋
長
兵

衛
刊
。
但
し
、
正
編
文
中
に
「
今
寛
政
十
三
年
ま
で
」
の
記
事
が
あ
り
、
祓
文
に
「
と
り
の
初
春
」

と
あ
る
か
ら
、
寛
政
十
三
年
（
享
和
元
年
）
の
発
売
で
あ
ろ
う
。」

　

国
立
国
会
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
の
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
戯
場
楽
屋
図
会
2
巻
」
の
児
玉
竜
一

氏
解
題
（
二
〇
一
六
年
二
月
）（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2608850

）
は
、「
刊
記
は
「
寛

政
十
二
庚
申
年
」、
跋
文
に
「
と
り
の
初
春
」
と
あ
る
の
で
翌
13
年
（1801

）
発
売
と
み
ら
れ
る
。

河
内
屋
太
助
版
。
奥
付
に
は
八
文
字
屋
八
左
衛
門
の
墨
印
が
あ
り
、
売
り
捌
き
店
の
証
か
と
さ
れ

る
。」
と
す
る
。
ま
た
同
「
戯
場
楽
屋
図
会
2
巻
拾
遺
2
巻
」
の
児
玉
竜
一
氏
解
題
（
二
〇
一
六
年

二
月
）（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2554349

）
は
「
大
伴
大
江
丸
の
序
に
「
み
つ
の
へ
い

の
と
し
」
と
あ
り
（
た
だ
し
、
掲
出
本
は
こ
の
部
分
欠
）、
享
和
2
年
（1802

）
刊
と
み
ら
れ
る
。

正
編
と
同
じ
く
河
内
屋
太
助
版
。」
と
す
る
。

　

い
ず
れ
も
序
文
跋
文
の
年
記
か
ら
刊
行
時
期
を
推
定
す
る
方
法
を
採
る
が
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』

下
巻
の
「
四
連
中
濫
觴
」
本
文
に
「
今
享
和
三
年
迄
」「
享
和
三
戌
の
と
し
ま
で
」
云
々
の
記
述
が

あ
る
の
で
、
本
文
を
読
む
限
り
で
も
執
筆
時
期
を
享
和
三
年
と
知
る
こ
と
は
出
来
た
。

（
25
）　

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
七
六
年
。『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
は
、
大
坂
の
本
屋
・
板
元

の
ギ
ル
ド
・
仲
間
組
合
が
所
蔵
し
た
記
録
類
を
翻
刻
し
た
も
の
。
江
戸
時
代
・
近
世
期
の
出
板
に
関

す
る
基
礎
資
料
で
あ
る
。

（
26
）　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
第
二
巻
（
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年
）。
享
和
年
間
の
執
筆
は
、
浦
山

政
雄
氏
・
宮
本
瑞
夫
氏
。

（
27
）　

倉
田
喜
弘
氏
『
文
楽
の
歴
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
は
、『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
の
刊
年
を

通
説
の
享
和
二
年
で
あ
る
と
し
て
、
同
書
の
「
惣
稽
古
」
を
上
演
年
表
№
020
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
三
月
・
道
頓
堀
東
芝
居
興
行
を
描
い
た
も
の
と
捉
え
、
こ
こ
か
ら
「
三
人
遣
い
は
、
同
書
出

版
の
直
前
に
上
演
さ
れ
た
『
壇
浦
兜
軍
記
』「
阿
古
屋
琴
責
の
段
」
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。」「
こ
の

人
形
が
出
現
し
た
か
ら
こ
そ
、
見
開
き
二
頁
に
わ
た
っ
て
、
同
書
は
舞
台
の
絵
を
掲
げ
た
の
で
あ
ろ

う
。」（
同
書
六
十
四
頁
）
と
、
三
人
遣
い
の
技
法
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
独
自
の
見
解
を
述
べ
る
。

　

し
か
し
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
刊
の
浮
世
草
子
『
当
世
芝
居
気
質
』
巻
一
の
描
く
、
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
二
月
竹
本
座
初
演
『
蘭
奢
待
新
田
系
図
』
四
段
目
口
・
住
吉
の
舞
台
図
で
は
、
端
場

の
庄
屋
・
百
姓
ら
が
既
に
三
人
遣
い
に
な
っ
て
い
る
。
倉
田
氏
の
三
人
遣
い
創
始
に
関
わ
る
説
は
、

『
当
世
芝
居
気
質
』
の
舞
台
図
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。『
当
世
芝
居
気
質
』
は
、『
日
本
庶
民
文
化

史
料
集
成
』
第
六
巻
「
歌
舞
伎
」
に
翻
刻
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
お
よ
び
註（
5
）の
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
人
形
浄

瑠
璃
文
楽
の
近
世
期
上
演
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
活
用
・
公
開
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
で

把
握
す
る
江
戸
時
代
板
行
の
番
付
に
「
座
本
鶴
沢
松
太
郎
」
と
掲
げ
た
も
の
は
一
例
も
確
認
で
き
な

い
。

（
29
）　
『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
が
活
写
す
る
劇
場
内
部
の
様
々
は
、
す
な
わ
ち
享
和
三
年
の
豊
竹
座
・
若
太

夫
芝
居
の
姿
な
の
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。

（
30
）　

註（
25
）の
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
に
拠
る
と
、
享
和
三
年
四
月
に
「
市
の
側
長
門
太
夫
座
」
で

『
浪
花
里
濫
觴
』「
焼
栗
の
段
」
が
初
演
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
五
月
一
日
に
「
浪
花
里
濫
觴
ト

申
五
行
一
段
、
先
月
市
の
側
長
門
太
夫
芝
居
ニ
て
出
板
之
処
、
東
本
願
寺
之
義
ヲ
書
顕
候
書
ニ
相
見

ヘ
候
故
絶
板
被
為
仰
付
」
云
々
（『
鑑
定
録
』︹
六
十
七
︺）
と
、
親
鸞
の
焼
栗
伝
説
を
劇
化
し
た
た

め
に
、
綿
屋
喜
兵
衛
板
の
五
行
本
・
抜
き
本
の
絶
板
が
命
じ
ら
れ
た
（『
出
勤
帳
』
二
十
番
、『
裁
配

帳
』︹
七
十
六
︺）。
こ
の
長
門
太
夫
は
、
二
代
に
当
た
り
、
竹
本
と
も
豊
竹
と
も
名
乗
っ
た
ひ
と
で
、

同
人
が
座
本
を
勤
め
た
も
の
と
推
定
す
る
（
前
後
の
頃
、
出
演
記
録
が
確
認
で
き
な
い
が
、
紋
下
と

な
っ
た
記
録
は
無
い
た
め
）。
初
代
麓
太
夫
の
劇
団
以
外
で
あ
っ
て
、
享
和
三
年
の
大
坂
で
行
わ
れ

た
唯
一
の
記
録
で
あ
る
。
番
付
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。

 

　

北
堀
江
市
之
側
で
は
、四
月
八
日
初
日
で
初
代
麓
太
夫
紋
下
の
『
花
襷
会
稽
掲
布
染
』
興
行
が
あ
っ

た
が
、
麓
太
夫
ら
は
同
月
二
十
九
日
初
日
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
興
行
で
道
頓
堀
東
芝
居
へ
移
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
長
門
太
夫
の
芝
居
は
、
四
月
下
旬
の
初
日
で
あ
っ
た
か
と
推
定
す
る
。

（
31
）　

註（
19
）の
拙
稿
「
江
戸
板
六
行
本
「
大
字
遊
下
本
」
の
効
用
│
│
義
太
夫
節
・
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

の
現
行
本
文
の
成
立
時
期
を
辿
る
手
掛
か
り
と
し
て
│
│
」
の
発
表
後
に
、
伊
勢
屋
喜
助
の
活
動
下

限
が
判
明
し
た
。
東
京
・
高
橋
書
店
板
︿
大
坂
五
行
﹀
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
、
内
題
「
御
所
桜
堀
川
夜

討　

三
ノ
切
」（
市
川
三
郷
町
歌
舞
伎
文
化
資
料
館
）
東
京
板
五
行
本
の
、
終
丁
裏
に
「
原
板
東
京

イ
セ
ヤ
喜
助
」「
明
治
十
六
年
十
一
月
十
二
日
反
刻
御
届
」
と
あ
っ
た
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

十
一
月
ま
で
に
は
板
株
を
手
放
し
て
、
伊
勢
屋
喜
助
は
廃
業
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

（
32
）　

久
堀
裕
朗
氏
編
著
『
上
方
文
化
講
座　

義
経
千
本
桜
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
所
収
。

（
33
）　

た
と
え
ば
四
代
竹
本
津
太
夫
・
津
大
夫
を
囲
む
研
究
会
共
著
『
四
世
竹
本
津
大
夫
芸
話
』（
白
水

社
、
一
九
八
六
年
）
で
、
四
代
津
太
夫
は
、
竹
本
座
初
演
で
本
来
西
風
、
竹
本
座
の
曲
風
で
あ
る
べ

き
『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
「
甕
鮓
屋
」
に
東
風
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

な
ぜ
、
本
来
西
風
だ
っ
た
も
の
が
東
風
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ど
う
し
て
東
風
と
西
風
と
が

入
り
交
じ
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
お
そ

ら
く
、
竹
本
此
太
夫
ら
が
、
西
風
の
竹
本
座
か
ら
東
風
の
豊
竹
座
に
移
っ
て
、
東
と
西
の
太
夫

が
入
り
交
じ
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

と
答
え
る
。
現
行
曲
の
音
楽
特
徴
を
、
初
演
者
に
還
元
し
て
捉
え
る
と
い
う
点
で
、
註（
8
）『
義
太

夫
節
の
様
式
展
開
』
と
同
様
の
理
解
で
あ
る
。

（
34
）　

拙
著
『
浄
瑠
璃
本
史
研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
所
収
。
初
出
論
文
は
、
一
九
九
九
年
。

（
35
）　

註（
6
）文
楽
資
料
叢
書
4
『
義
太
夫
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
集
成
』
ニ
ッ
ト
ー
篇
Ⅰ
所
収
。

（
36
）　

無
罪
の
宣
告
は
役
目
の
権
威
に
よ
っ
て
す
る
発
言
な
の
で
、
重
忠
が
昇
段
す
る
の
は
対
照
表
段
落

№
15
の
発
話
中
で
、「
此
上
に
は
構
な
し
」
は
着
座
し
て
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
37
）　

あ
こ
や
は
私
娼
な
の
で
、
廓
の
遊
女
の
最
高
位
「
太
夫
」
で
は
あ
り
得
な
い
。
文
楽
の
人
形
、
お

よ
び
歌
舞
伎
の
現
行
演
出
で
は
、
太
夫
の
衣
裳
を
着
せ
る
が
、
こ
れ
は
堀
川
御
所
の
親
切
が
過
ぎ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
38
）　

二
〇
〇
七
年
五
月
七
日
・
国
立
劇
場
大
劇
場
「
文
楽
太
棹　

鶴
沢
清
治
」
公
演
（
主
催
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
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（26）165

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
芸
の
真
髄
制
作
委
員
会
）
で
は
、「
琴
責
」
が
演
奏
さ
れ
た
。
あ
こ
や
・
岩
永
を

七
代
竹
本
住
太
夫
、
重
忠
を
九
代
竹
本
綱
太
夫
（
の
ち
九
代
源
太
夫
）、
三
味
線
鶴
沢
清
治
ほ
か
の

配
役
。
堀
川
御
所
決
断
所
の
大
道
具
を
組
ん
で
、
た
だ
し
床
面
は
低
く
造
っ
て
い
た
が
、
階
上
に
着

座
し
た
形
で
の
演
奏
だ
っ
た
こ
と
が
筆
者
に
は
衝
撃
だ
っ
た
。
彼
ら
が
あ
こ
や
を
見
下
ろ
す
位
置
に

居
た
た
め
で
あ
る
。
裁
く
側
で
な
く
、
裁
か
れ
る
側
に
あ
っ
て
弾
く
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
演
出

で
き
な
か
っ
た
も
の
か
、
残
念
に
思
い
な
が
ら
聴
い
た
。

　

こ
の
一
件
か
ら
は
、
昭
和
戦
後
期
に
入
門
し
た
世
代
に
お
い
て
は
、「
重
忠
庭
に
お
り
立
チ
て
。」

の
省
略
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

（
39
）　

重
忠
の
い
う
「
ま
が
り
偽
る
心
を
以
テ
。
此
曲
を
な
せ
る
時
は
其
音
色
乱
れ
く
る
ふ
。」
も
、
現

代
の
嘘
発
見
器
も
、
人
間
の
嘘
は
破
調
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
点
で
同
じ
思
想
に
立
つ
も
の

と
い
え
よ
う
。



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（27）164

〔
参
考
写
真
1
〕　
④
大
字
遊
下
本
・
未
改
修
本
の
終
丁
表
（
神
津
）

〔
参
考
写
真
2
〕　
④
大
字
遊
下
本
・
未
改
修
本
の
終
丁
裏
と
奥
付
（
神
津
）
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（28）163

〔
参
考
写
真
3
〕　
④
大
字
遊
下
本
・
改
修
本
の
終
丁
表
（
神
津
）

〔
参
考
写
真
4
〕　
④
大
字
遊
下
本
・
改
修
本
の
終
丁
裏
と
奥
付
（
神
津
）



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（29）162

〔
参
考
写
真
5
〕　『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
初
摺
本
（
神
津
）

〔
参
考
写
真
6
〕　『
楽
屋
図
会
拾
遺
』
後
摺
本
（
神
津
）
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0
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3
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（30）161

【
資
料
1
】　『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
上
演
年
表

一
、
本
リ
ス
ト
は
、
江
戸
時
代
の
人
形
浄
瑠
璃
で
『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
」
を
再
演
し
た
上
演
し
た
興
行
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
、「
№
」
項
に
は
、
興
行
が
い
く
つ
あ
る
の
か
を
数
え
た
。

一
、「
西
暦
」
項
に
は
、
興
行
の
初
日
の
年
の
西
暦
を
記
し
た
。

一
、「
和
暦
年
月
日
」
項
に
は
、
興
行
の
初
日
の
和
暦
の
年
月
日
を
記
し
た
。

一
、「
所
」
項
に
は
、
興
行
の
あ
っ
た
都
市
を
記
し
た
。

一
、「
劇
場
」
項
に
は
、
興
行
の
あ
っ
た
芝
居
・
劇
場
を
記
し
た
。
考
証
に
よ
っ
て
補
っ
た
場
合
は
（ 

）
内
に
入
れ
て
区
別
し
た
。

一
、  「
上
演
作
品
」
項
に
は
、
当
該
興
行
で
上
演
さ
れ
た
作
品
を
番
付
に
記
載
の
通
り
に
す
べ
て
記
し
た
。
な
お
表
示
の
ひ
と
つ
目
に
は
、
当
該
興
行
の
「
通
し
」「
立
て
・
建
て
」（
大
序
で
始
ま
る
）
の
演

目
を
示
し
た
。「
通
し
」「
立
て
」
の
演
目
を
欠
く
場
合
に
は
、
表
示
の
ひ
と
つ
目
に
［
見
取
り
興
行
］
と
示
し
た
。

一
、  「「
琴
責
段
名
」
配
役
」
項
に
は
、
番
付
の
記
載
す
る
段
名
お
よ
び
掛
合
や
出
語
り
な
ど
の
演
出
に
関
わ
る
語
を
「 

」
内
に
記
し
た
（
た
だ
し
「
の
段
」「
の
だ
ん
」
な
ど
は
略
し
た
）。
続
け
て
太
夫
・

三
味
線
の
配
役
を
記
し
た
。

一
、  「
近
世
篇
」
項
に
は
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』
の
番
付
写
真
番
号
を
記
し
た
。
同
書
に
興
行
の
記
載
は
あ
る
が
番
付
が
新
出
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
︻
番
付
新
出
︼、
同
書
に
記
載
の
無
い
興
行
で
あ

る
場
合
は
、［
記
載
な
し
］、
と
示
し
た
。

№

西
暦

和
暦
年
月
日

所

劇
場

上
演
作
品

「
琴
責
段
名
」
配
役

近
世
篇

001 
1755

宝
暦
05
・
11
・
16

大
坂

（
竹
本
座
）

相
模
入
道
・
年
忘
座
鋪
操
（
対
の
花
か
い
ら
ぎ
、
静
三

味
線
、
先
陣
物
語
、
怨
霊
振
分
髪
、
西
行
桜
、
正
俊
骨

接
、
あ
こ
や
責
）、
拍
子
扇
浄
瑠
璃
合

「
あ
こ
や
責
」
竹
本
大
和
掾

0148

002 
1756

宝
暦
06
・
02
・
01

京

（
竹
本
座
）

壇
浦
兜
軍
記

「
三
段
目
口
」
竹
本
紋
太
夫

［
番
付
未
見
］

003 
1761

宝
暦
11
・
10
・
02

京

（
無
記
）

［
見
取
り
興
行
］・
文
七
・
篠
原
合
戦
・
御
所
桜
・
い
ろ

は
縁
起
・
檀
の
浦
・
双
蝶
々
・
千
本
桜
・
愛
護
稚
・
楠

昔
噺
・
反
魂
香
・
浄
る
り
万
歳

「
琴
責
」
竹
本
音
太
夫

［
記
載
な
し
］

004 
1762

宝
暦
12
・
06
・
15

京

（
竹
本
座
）

［
見
取
り
興
行
］・
相
生
三
大
臣
・
嫗
山
姥
・
忠
臣
蔵
・

川
中
島
・
西
行
・
反
魂
香
・
壇
の
浦
・
愛
護
稚

「
琴
責
」
竹
本
音
太
夫

辻
町
15

005 
1763

宝
暦
13
・
08
・
03

大
坂

（
竹
本
座
）

諸
葛
孔
明
鼎
軍
談
・
双
て
う
〳
〵
・
行
平
景
事
・
源
平

つ
ゝ
じ
二
ノ
切
・
一
谷
二
ノ
切
・
壇
浦
こ
と
ぜ
め
・
本

田
よ
し
光
七
ば
け

「
琴
責
」
竹
本
大
和
掾
・
竹
本
錦
太
夫
・
竹
本
政
太
夫
・

野
沢
喜
八
郎

0261

006 
1764

明
和
01
・
11
・
27

以
降

京

（
竹
本
座
）

軍
法
富
士
見
西
行
・
出
入
の
湊
・
曦
の
鎧
・
八
重
霞
・

楠
昔
噺
・
壇
の
浦
・
座
鋪
ま
ん
ざ
い

「
琴
せ
め
」
竹
本
春
太
夫
・
竹
本
咲
太
夫
・
竹
本
岡
太
夫

辻
町
32

007 
1767

明
和
04
・
12

大
坂

（
北
堀
江
市
ノ
側

芝
居
）

［
見
取
り
興
行
］・
染
模
様
妹
背
門
松
・
在
原
景
図
・
菅

原
・
壇
浦

「
琴
責
」
豊
竹
駒
太
夫

補
訂
08
・
補

訂
09

008 
1771

明
和
08
・
08
・
14

大
坂

（
豊
竹
座
）

迎
駕
籠
死
期
茜
染
・
壇
浦
兜
軍
記
・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
「
三
ノ
口
」
豊
竹
駒
太
夫

︻
番
付
新
出
︼

009 
1776

安
永
05
・
12
・
13

大
坂

曾
根
崎
新
地
西
芝

居

檀
浦
兜
軍
記
・
寿
門
松

「
三
段
目
口
」
竹
本
文
太
夫
、
竹
本
春
太
夫

0387



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（31）160

010 
1778

安
永
07
・
09
・
17

江
戸

御
操
座

壇
浦
兜
軍
記
・（
浄
瑠
璃
相
撲
）

「
三
段
口
」
豊
竹
多
美
太
夫
、「
琴
せ
め　

か
け
合
」
豊
竹

住
太
夫
・
竹
伊
勢
寿
楽
・
豊
竹
氏
太
夫

0412
011 

1780

安
永
09
・
07
・
吉

大
坂

北
新
地
西
ノ
芝
居

菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
京
土
産
名
所
井
筒
・
大
内
裏
大
友

真
鳥
・
双
蝶
蝶
曲
輪
日
記
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
語
り　

か
け
合
」
竹
本
染
太
夫
・
竹
本
弥
太

夫
・
豊
竹
駒
太
夫
・
鶴
沢
名
八

0434

012 
1782

天
明
02
～
03

大
坂

い
な
り
芝
居

［
見
取
り
興
行
］・
国
性
爺
合
戦
・
女
護
島
・
お
は
つ
徳

兵
衛
・
梅
の
由
兵
衛
・
娘
道
成
寺
・
忠
臣
蔵
・
浄
留
利

万
才
・
壇
の
浦

「
こ
と
ぜ
め　

出
語
」
豊
竹
駒
太
夫
・
豊
竹
源
太
夫
・
豊

竹
生
駒
太
夫
・
三
み
せ
ん
鶴
沢
名
八

［
記
載
な
し
］

013 
1783

天
明
03
・
11
・
02

名
古
屋

若
宮
御
社
内
座
敷

浄
瑠
理
興
行

一
谷
嫩
軍
記
・
新
う
す
ゆ
き
物
語
・
神
霊
矢
口
渡
・
檀

浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
語
り
」
竹
本
染
太
夫
・
豊
竹
駒
太
夫
・
竹
本

友
太
夫
・
鶴
沢
清
七

0472

014 
1789

寛
政
01
・
10
・
28

大
坂

（
筑
後
芝
居
）

壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
語
」
豊
竹
麓
太
夫
・
同
駒
太
夫

［
番
付
未
見
］

015 
1792

寛
政
04
・
01
・
24

江
戸

さ
か
い
丁
御
操
座

伊
達
競
阿
国
戯
場
・
蛭
小
島
武
勇
問
答
・
壇
浦
兜
軍

記
・
褄
重
恨
鮫
鞘

「
琴
責
」
豊
竹
駒
太
夫
・
三
絃
野
沢
八
兵
衛

補
訂
21

016 
1797

寛
政
09
・
04
・
23

江
戸

ふ
き
や
丁
土
佐
座

芝
居

会
稽
多
賀
誉
・（
檀
浦
兜
軍
記
）

「
琴
ぜ
め
」
※
配
役
不
記
載

0598

017 
1798

寛
政
10
・
08
・
15

以
前

江
戸

（
土
佐
座
）

［
見
取
り
興
行
］・
夕
き
り
伊
左
衛
門
・
一
の
谷
・
お
は

ん
長
右
衛
門
・
反
魂
香
・
非
人
敵
討
・
ひ
ら
か
な
盛
衰

記
・
お
は
つ
徳
兵
衛
・
唐
の
宿
か
へ
・
大
和
国
茜
染
・

鎌
倉
山
・
檀
浦
・
日
高
川
・
楠
昔
噺
・
所
作
事
・
あ
し

や
道
満
・
夏
祭
浪
花
鑑

「
琴
責
」
式
太
夫
・
岡
太
夫
・
氏
太
夫

0612

018 
1798

寛
政
10
・
09
・
03

大
坂

北
ほ
り
江
市
の
か

わ
西
か
わ
芝
居

古
戦
場
鐘
掛
の
松
・
新
板
歌
ざ
い
も
ん
・
ひ
ら
か
な
盛

衰
記
・
東
鑑
御
狩
巻
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合　

出
語
」
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
弥
太
夫
・

竹
本
内
匠
太
夫

0614

019 
1798

寛
政
10
・
10
・
25

大
坂

ほ
り
江
市
の
か
わ

［
］

［
見
取
り
興
行
］・
芦
屋
道
満
大
内
鑑
・
男
作
五
雁
金
・

彦
山
権
現
誓
助
剣
・
嬢
景
清
八
島
日
記
・
壇
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
弥
太
夫
・
竹
本

内
匠
太
夫

︻
番
付
新
出
︼

020 
1800

寛
政
12
・
03
・
07

大
坂

道
頓
堀
東
芝
居

［
見
取
り
興
行
］・
神
霊
矢
口
渡
・
花
襷
掲
布
染
・
重
井

筒
・
平
家
女
護
島
・
義
経
千
本
桜
・
花
系
図
都
鑑
・
檀

浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合　

出
が
た
り
出
つ
か
い
」
竹
本
内
匠
太

夫
・
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
弥
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
清
七
・

こ
と
鶴
沢
三
二
・
こ
き
う
松
雨
斎

0633A

021 
1803

享
和
03
・
09
・
21

大
坂

道
頓
堀
東
の
芝
居

義
士
の
書
添
・
傾
城
反
魂
香
・
一
谷
嫩
軍
記
・
檀
浦
兜

軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
内
匠
太
夫
・
竹

本
綱
太
夫
・
三
曲
鶴
沢
文
蔵

0686

022 
1804

文
化
01
・
04
・
21

伊
勢

中
地
蔵
芝
居

菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
が
た
り
」
竹
本
内
匠
太
夫
・
豊
竹
麓
太
夫
・

竹
本
咲
太
夫
・
三
味
せ
ん
竹
沢
権
右
衛
門
・
琴
小
弓
鶴
沢

三
二

0689



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
12
号　

2 

0 

2 

0
年
3
月

（32）159

023 
1804

文
化
01
・
05
・
19

伊
勢

中
地
蔵
芝
居

有
職
鎌
倉
山
・
日
蓮
聖
人
御
法
海
・
近
江
源
氏
先
陣

館
・
花
系
図
都
鑑
・
壇
浦
兜
軍
記

「
出
か
た
り
」
竹
本
内
匠
太
夫
・
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
咲

太
夫
・
三
味
せ
ん
竹
沢
権
右
衛
門
・
琴
小
弓
鶴
沢
三
二

0690
024 

1804

文
化
01
・
06

伊
勢

（
無
記
）

一
谷
嫩
軍
記
・
重
井
筒
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
が
た
り
」
竹
本
内
匠
太
夫
・
豊
竹
麓
太
夫
・

竹
本
咲
太
夫
・
三
味
［
せ
］
ん
竹
沢
権
右
衛
門
・
琴
小
弓

鶴
沢
三
二

0691

025 
1804

文
化
01
・
09
・
23

京

四
条
南
側
大
芝
居

鎌
倉
三
代
記
・
彦
山
権
現
誓
助
剣
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
内
匠
太
夫
・
竹
本
咲
太
夫

︻
番
付
新
出
︼

026 
1804

文
化
01
・
11
・
15

大
坂

角
芝
居

鎌
倉
三
代
記
・
彦
山
権
現
誓
助
剣
・
摂
州
合
邦
辻
・
壇

浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
内
匠
太
夫
・
竹

本
咲
太
夫

0694

附
属

027 
1805

文
化
02
・
01
・
中

旬

名
古
屋

大
須
御
寺
内

和
田
合
戦
女
舞
鶴
・
往
古
曾
根
崎
村
噂
・
壇
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

掛
合
」
竹
本
氏
太
夫
・
竹
本
梶
太
夫
・
竹
本
鐘

太
夫
・
鶴
沢
勝
蔵
・
三
曲
鶴
沢
三
二

0696

028 
1805

文
化
02
・
02
・
28

名
古
屋

大
須
御
寺
内

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
※
太
夫
三
味
線
配
役
不
記
載

補
訂
31

029 
1805

文
化
02
・
03

大
坂

稲
荷
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
廿
四
孝
・
檀
の
浦

「
琴
責　

か
け
合
」
あ
こ
や
豊
竹
巴
太
夫
・
重
忠
豊
竹
時

太
夫
・
岩
永
竹
本
磯
太
夫
・
三
曲
三
味
線
小
弦
琴
つ
る
沢

伊
左
衛
門
・
つ
る
沢
才
治

0699

（B

）

030 
1807

文
化
04
・
05
・
15

伊
勢

い
せ
古
市
常
大
芝

居

［
見
取
り
興
行
］・
三
日
太
平
記
・
阿
波
の
鳴
戸
・
国
性

爺
合
戦
・
平
家
女
護
島
・
心
中
紙
屋
治
兵
衛
・
壇
浦
兜

軍
記

「
琴
責
カ
ケ
合
」
竹
本
弥
太
夫
・
竹
本
磯
太
夫
・
竹
本
錦

太
夫

0738

031 
1808

文
化
05
・
06
閏
・

08
～
07
・
15
以
前

名
古
屋
（
無
記
）

︹
外
題
未
詳
︺・
彦
山
・
兜
軍
記

「
琴
責　

出
か
た
り
」
竹
本
内
匠
太
夫
・
豊
竹
麓
太
夫
・

豊
竹
宮
戸
太
夫
・
竹
沢
弥
七
・
鶴
沢
三
二

0766

032 
1810

文
化
07
・
09
・
25

大
坂

御
霊
社
内

碁
太
平
記
白
石
噺
・
新
う
す
ゆ
き
物
語
・
壇
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

掛
合
」
豊
竹
多
賀
太
夫
・
鶴
沢
巳
之
助
・
竹
本

土
佐
太
夫
・
鶴
沢
寬
治
・
竹
本
弥
太
夫
・
鶴
沢
勝
造
・
鶴

沢
定
吉

0807

033 
1810

文
化
07

大
坂

角
丸
芝
居

日
本
賢
女
鑑
・
東
海
道
七
里
の
渡
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
本
内
匠
太
夫
・
竹

本
磯
太
夫
・
竹
沢
弥
七
・
鶴
沢
喜
之
介

0814

034 
1811

文
化
08
・
01
・
14

大
坂

北
堀
江
市
の
側
芝

居

近
江
源
氏
先
陣
館
・
寿
連
理
の
松
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

掛
合　

出
語
り
出
遣
ひ
」
竹
本
内
匠
太
夫
・
豊

竹
麓
太
夫
・
竹
本
染
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
伝
吉
・
三
曲
鶴

沢
喜
之
助

0815A

035 
1811

文
化
08
・
03
・
13

大
坂

い
な
り
社
内

国
性
爺
合
戦
・
八
重
霞
浪
花
浜
荻
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
ぜ
め　

か
け
合　

出
か
た
り
出
遣
ひ
」
豊
竹
巴
太

夫
・
竹
本
宮
戸
太
夫
・
豊
竹
八
重
太
夫
・
三
曲
鶴
沢
伊
左

衛
門
・
鶴
沢
百
造

0825

036 
1811

文
化
08
・
09
・
09

大
坂

北
之
し
ん
ち
芝
居

伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
・
義
つ
ね
腰
越
状
・
赤
松
円
心
緑
陣

幕
・
傾
城
阿
波
鳴
戸
・
檀
の
浦
琴
責

「
琴
責　

か
け
合
」
竹
本
弥
太
夫
・
豊
沢
広
助
・
豊
竹
多

賀
太
夫
・
鶴
沢
弥
三
郎
・
豊
竹
麓
太
夫
・
竹
沢
宗
七

0839A



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（33）158

037 
1814

文
化
11
・
04
・
11

大
坂

道
頓
堀
若
太
夫
芝

居

近
江
源
氏
先
陣
館
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合　

出
が
た
り
」
重
忠
豊
竹
麓
太
夫
・
岩

永
竹
本
政
太
夫
・
あ
こ
や
豊
竹
巴
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
伝

吉
・
鶴
沢
伊
左
衛
門
・
琴
鶴
沢
豊
吉

0907A
038 

1815

文
化
12
・
12
・
24

大
坂

い
な
り
社
内

日
本
賢
女
鑑
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合　

出
語
り
出
遣
ひ
」
あ
こ
や
竹
本
土
佐

太
夫
・
岩
永
竹
本
中
太
夫
・
重
忠
竹
本
綱
太
夫
・
三
味
線

豊
沢
広
助
・
三
曲
鶴
沢
豊
吉

0957

039 
1816

文
化
13
・
04
・
19

大
坂

ざ
ま
境
内

義
経
千
本
桜
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
麓
太
夫
・
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本

磯
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
伊
左
衛
門
・
三
曲
鶴
沢
豊
吉

0966

040 
1816

文
化
13
・
未
詳
・

11

江
戸

（
結
城
座
）

伊
達
競
阿
国
戯
場
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
竹
本
む
ら
太
夫
・
竹
本
氏
太
夫
・
竹

本
津
賀
太
夫

［
記
載
な
し
］

041 
1818

文
政
01
・
10

名
古
屋

大
須
門
前

︹
外
題
未
詳
︺・
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
越
太
夫
・
町
太
夫
・
志
渡
太
夫
・
国

助
・
力
松

見
世
物
雑
志

042 
1819

文
政
02
・
02
・
28

大
坂

ざ
ま
境
内

［
見
取
り
興
行
］・
傾
城
阿
古
屋
の
松
・
寿
門
松
・
廓
色

上
・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
蝶
花
形
名
歌
島
台
・
壇
浦
兜

軍
記

「
琴
責　

掛
合
」
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
綱
太
夫
・
竹
本
宮

戸
太
夫

1032

043 
1819

文
政
02

伊
勢

中
之
地
蔵
常
芝
居
︹
外
題
未
詳
︺・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
が
た
り
」
巴
太
夫
・
宮
戸
太
夫
・
綱
太
夫

伊
勢
歌
舞
伎

年
代
記

044 
1820

文
政
03
・
08
・
01

大
坂

い
な
り
社
内

大
塔
宮
曦
鎧
・
初
嵐
元
文
噺
・
壇
浦
兜
軍
記
・
東
海
道

七
里
艇
梁

「
琴
責　

か
け
合
」
あ
こ
や
竹
本
重
太
夫
・
重
忠
竹
本
中

太
夫
・
岩
永
竹
本
染
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
広
助
・
三
味
線

小
弓
鶴
沢
勇
造
・
琴
豊
沢
豊
吉

1066

045 
1822

文
政
05
・
04
・
吉

江
戸

（
結
城
座
）

伊
達
競
阿
国
戯
場
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
宮
戸
太
夫
・
竹

本
津
賀
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
勝
次
郞
・
三
曲
鶴
沢
清
糸

［
記
載
な
し
］

大
字
遊
下
本

046 
1822

文
政
05
・
07
・
23

金
沢

川
上
芝
居

伊
賀
越　

接
合
駅
路
梅
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
岩
永
竹
本
綱
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
富
太
夫
・
重

忠
竹
本
内
匠
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
仙
左
衛
門
・
三
曲
野
沢

吉
松

1109

047 
1824

文
政
07
・
03
・
29

大
坂

堀
江
市
の
側
芝
居

義
経
千
本
桜
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
豊
竹
巴
太
夫
・
岩
永
竹
本
筆
太
夫
・
あ
こ

や
豊
竹
若
太
夫

1156

048 
1824

文
政
07
・
08
・
22

江
戸

（
大
薩
摩
座
）

太
平
記
忠
臣
講
釈
・
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
竹
本
津
賀
太
夫
・
竹
本
綱
太
夫
・
竹

本
播
摩
大
掾

1164a

049 
1825

文
政
08
・
05
・
01

大
坂

座
摩
境
内

楠
昔
噺
・
粧
水
絹
川
堤
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
竹
本
播
磨
大
掾
・
竹
本
弥
太
夫
・
竹

本
春
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
伝
吉
・
豊
沢
兵
吉
・
琴
小
弓
鶴

沢
新
十
郎

1193

（B

）



早
稲
田
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学
高
等
研
究
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紀
要　

第
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2 

0 

2 

0
年
3
月

（34）157

050 
1826

文
政
09
・
07
・
26

大
坂

高
津
社
内
け
い
こ

場

絵
合
太
功
記
・
忠
臣
一
力
祇
園
曙
・
岸
姫
松
轡
鑑
・
檀

浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
あ
こ
や
竹
本
錦
太
夫
・
重
忠
竹
本
内
匠
太
夫
・

岩
永
竹
本
越
太
夫

1232
051 

1826

文
政
09
・
08
・
23

大
坂

高
津
境
内
稽
古
場

碁
太
平
記
白
石
噺
・
茜
染
野
中
の
隠
井
・
桜
鍔
恨
鮫

鞘
・
往
古
曾
根
崎
村
噂
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
政
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
錦
太
夫
・
岩

永
竹
本
武
太
夫
・
三
曲
鶴
沢
重
造
・
鶴
沢
亀
三
郎
・
鶴
沢

秀
次
郎

1236

052 
1826

文
政
09
・
09
・
15

京

四
条
道
場
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
新
板
歌
祭
文
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
秩
父
重
忠
竹
本
春
太
夫
・
あ
こ
や
竹

本
重
太
夫
・
岩
永
左
衛
門
竹
本
綱
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
広

助
・
三
曲
鶴
沢
豊
吉

1239A

053 
1826

文
政
09
・
10
・
14

兵
庫

兵
庫
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
新
板
歌
祭
文
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
重
忠
竹
本
春
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
重

太
夫
・
岩
永
竹
本
綱
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
広
助
・
三
曲
鶴

沢
豊
吉

1244

054 
1826

文
政
09
・
10
・
20

以
後

奈
良

奈
良
瓦
堂
芝
居

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
琴
責
の
だ
ん

「
あ
こ
や
琴
責
」
竹
本
綱
太
夫
・
竹
本
春
太
夫
・
竹
本
長

門
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
広
助
・
三
曲
鶴
沢
豊
吉

1251A

055 
1827

文
政
10
・
04
・
02

大
坂

座
摩
社
内

［
見
取
り
興
行
］・
伊
賀
越
道
中
双
六
・
名
筆
傾
城
鑑
・

奥
州
安
達
原
・
苅
萱
桑
門
築
紫
𨏍
・
恋
伝
授
文
武
陣

立
・
傾
城
阿
波
の
鳴
門
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合　

出
が
た
り
」
重
忠
竹
本
大
和
太
夫
・

あ
こ
や
竹
本
加
太
夫
・
岩
永
竹
本
頼
太
夫

※
身
振
芝
居
。

［
記
載
な
し
］

056 
1828

文
政
11
・
03
・
24

名
古
屋

名
古
屋
若
宮
御
社

内
大
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

出
が
た
り
出
づ
か
ひ
」
あ
こ
や
竹
本
春
太
夫
・

重
忠
竹
本
筆
太
夫
・
岩
永
竹
本
綱
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
勇

造
・
三
味
線
鶴
沢
豊
吉
・
三
味
線
鶴
沢
寬
治

1311

057 
1828

文
政
11
・
04
・
吉

伊
勢

勢
州
古
市
芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
御
所
桜
堀
川
夜
討
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
あ
こ
や
竹
本
春
太
夫
・
重
忠
竹
本
筆
太
夫
・
岩

永
竹
本
綱
太
夫
・
三
味
せ
ん
鶴
沢
勇
造
・
三
曲
鶴
沢
豊
吉

1318

058 

文
政
末
・
不
明
・

21

京

因
幡
薬
師

［
見
取
り
興
行
］・
橋
弁
慶
・
千
代
萩
・
吃
又
平
・
出
世

太
平
記
・
盛
衰
記
・
壇
浦
兜
軍
記

重
忠
呂
角
斎
・
岩
永
友
太
夫
・
あ
こ
や
春
太
夫
・
三
絃
兵

吉
・
三
曲
豊
吉

［
記
載
な
し
］

059 
1830

天
保
01
・
05
・
吉

大
坂

道
頓
堀
竹
田
芝
居

奥
州
安
達
原
・
猿
曳
門
出
諷
・
国
言
詢
音
頭
・
檀
浦
兜

軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
岩
永
左
衛
門
竹
本
筆
太
夫
・
遊
君
あ

こ
や
豊
竹
巴
勢
太
夫
・
ち
ゝ
ぶ
重
忠
豊
竹
湊
太
夫

1389

060 
1830

天
保
01
・
07
・
13

江
戸

高
輪
如
来
寺
境
内

義
経
千
本
桜
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
染
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
門
太
夫
・
岩

永
竹
本
三
輪
太
夫
・
三
味
線
野
沢
語
助
・
ツ
レ
鶴
沢
万
吉

1395

061 
1831

天
保
02
・
03
・
03

江
戸

（
土
佐
座
）

伊
賀
越
道
中
双
六
・
壇
浦
兜
軍
記
・（
義
経
腰
越
状
）・

（
阿
波
鳴
門
）

「
琴
責
」
竹
本
播
磨
太
夫
・
三
味
せ
ん
鶴
沢
清
糸
・
竹
本

房
太
夫
・
竹
本
錦
木
太
夫

※
右
三
曲
の
間
播
磨
太
夫
壱
人
に
て
ひ
き
語
り
に
て
相
勤

申
候

［
記
載
な
し
］



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（35）156

062 
1831

天
保
02
・
11
・
16

名
古
屋

清
寿
院

［
見
取
り
興
行
］・
千
両
幟
・
増
補
紙
屋
内
・
阿
波
の
鳴

戸
・
ひ
ら
か
な
・
鎌
倉
三
代
記
・
琴
責

「
琴
責
」
あ
こ
や
竹
本
文
字
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
錦
太
夫

（
右
あ
こ
や
一
日
替
り
）・
重
忠
竹
本
越
太
夫
・
岩
永
竹
本

■
太
夫
・
三
味
線
野
沢
吉
三
郎
・
同
鶴
沢
文
吾

1443
063 

1832

天
保
03
・
01
・
29

大
坂

北
ほ
り
江
市
の
側

芝
居

一
谷
嫩
軍
記
・
新
板
歌
ざ
い
も
ん
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
住
太
夫
・
竹
本

三
根
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
寬
治
・
三
曲
鶴
沢
福
造

1451A

064 
1833

天
保
04
・
10
・
14

大
坂

稲
荷
境
内

三
国
無
双
奴
請
状
・
名
筆
傾
城
鑑
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
岩
永
竹
本
む
ら
太
夫
・
重
忠
竹
本
住

太
夫
・
あ
こ
や
豊
竹
巴
勢
太
夫

1504

065 
1833

天
保
04
・
11
・
04

大
坂

稲
荷
境
内

大
内
裏
大
友
真
鳥
・
三
国
無
双
奴
請
状
・
名
筆
傾
城

鑑
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
岩
永
竹
本
む
ら
太
夫
・
重
忠
竹
本
住

太
夫
・
あ
こ
や
豊
竹
巴
勢
太
夫

補
訂
63

066 
1834

天
保
05
・
11
・
23

京

因
幡
薬
師
芝
居

［
見
取
り
興
行
］・
太
功
記
・
千
本
桜
・
妹
背
山
・
八
陳
・

菅
原
・
伊
賀
越
・
先
代
萩
・
太
功
記
・
太
平
楽
・
帯
屋

段
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

掛
ケ
合
」
重
忠
巴
太
夫
・
岩
永
咲
太
夫
・
あ
こ

や
巴
勢
太
夫

補
訂
64

067 
1836

天
保
07
・
04
・
02

江
戸

（
大
薩
摩
座
）

箱
根
霊
験
躄
仇
討
・
檀
浦
兜
軍
記
・
国
言
詢
音
頭
・
姻

袖
鑑
・
七
変
化
花
の
姿
絵

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
重
忠
竹
本
染
太
夫
・
あ
こ
や
豊
竹
巴

勢
太
夫
・
岩
永
竹
本
氏
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
勇
造

1602

068 
1836

天
保
07
・
05
・
吉

大
坂

御
霊
境
内

ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
紙
子
仕
立
両
面
鑑
・
檀
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

か
け
合
」
岩
永
豊
竹
若
太
夫
・
重
忠
竹
本
浪
太

夫
・
あ
こ
や
竹
本
操
太
夫

1596

（d

）

069 
1837

天
保
08
・
10
・
17

大
坂

稲
荷
北
門
芝
居

奥
州
安
達
原
・
一
谷
嫩
軍
記
・
楠
昔
噺
・
檀
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

掛
合
」
豊
竹
三
光
斎
・
豊
竹
額
太
夫
・
竹
本
筆

太
夫
・
三
味
線
竹
沢
弥
七
・
三
曲
鶴
沢
元
三
郎

1627A

070 
1838

天
保
09
・
03
・
09

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

翁
千
歳
三
番
叟
・
蝶
花
形
名
歌
島
台
・
恋
飛
脚
大
和
往

来
・
本
朝
廿
四
孝
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
岩
永
竹
本
綱
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
都
太
夫
・
重

忠
竹
本
春
太
夫
・
六
郎
竹
本
重
子
太
夫

［
記
載
な
し
］

071 
1839

天
保
10
・
02
・
吉

京

誓
願
寺
芝
居

伊
賀
越
敵
討
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
あ
こ
や
竹
本
む
ら
太
夫
・
重
忠
竹
本

文
字
太
夫
・
岩
永
竹
本
紋
太
夫

［
記
載
な
し
］

072 
1839

天
保
10
・
10
・
吉

大
坂

竹
田
芝
居

［
見
取
り
興
行
］・
草
津
う
ば
が
餅
・
妹
背
山
婦
女
庭

訓
・
釡
淵
双
級
巴
・
絵
合
太
功
記
・
伊
賀
越
乗
掛
合

羽
・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
ぜ
め　

か
け
合
」
あ
こ
や
豊
竹
豆
太
夫
・
岩
永
竹
本

米
太
夫
・
重
忠
半
沢
竹
本
豆
熊
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
松
治

郎
・
三
曲
豊
沢
猿
之
助

1686

073 
1840

天
保
11
・
01
・
02

江
戸

ふ
き
屋
町
結
城
座

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
国
性
爺
・
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
竹
本
浪
太
夫
・
豊
竹
額
太
夫
・
竹
本

伊
勢
太
夫
・
琴
三
味
線
胡
弓
野
沢
語
助
・
野
沢
語
市

1693

074 
1840

天
保
11
・
02
・
吉

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

［
見
取
り
興
行
］・
関
取
千
両
幟
・
源
平
布
引
滝
・
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
・
融
通
大
念
仏
・
三
日
太
平
記
・
和
田
辺

橋
供
養
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
あ
こ
や
竹
本
鹿
太
夫
・
重
忠
竹
本
豆
熊
太
夫
・

岩
永
竹
本
米
太
夫

1696A

075 
1840

天
保
11
・
10
・
吉

兵
庫

兵
庫
常
芝
居

酒
呑
童
子
話
・
妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
檀
浦
兜
軍
記
・
花

楓
誉
薙
刀

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
梶
太
夫
・
岩
永
竹
本
小
松
太
夫
・
あ

こ
や
竹
本
瑠
理
太
夫

1717



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
12
号　

2 

0 

2 

0
年
3
月

（36）155

076 
1841

天
保
12
・
01
・
05

大
坂

天
神
社
内
中
小
家

芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
染
模
様
妹
背
門
松
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合　

出
が
た
り
人
形
出
づ
か
ひ
」
豊
竹
富

太
夫
・
竹
本
錦
太
夫
・
豊
竹
綾
太
夫

1727A
077 

1841

天
保
12
・
10
・
04

大
坂

座
摩
西
の
芝
居

本
朝
廿
四
孝
・
蝶
花
形
名
歌
島
台
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
咲
太
夫
・
あ
こ
や
陸
奥
茂
太
夫
・
岩

永
竹
本
錦
翁
軒

1752A

078 
1842

天
保
13
・
05
・
上

旬

伊
勢

中
の
地
蔵
町
芝
居

和
田
合
戦
女
舞
鶴
・
鏡
山
古
郷
錦
・
粧
水
絹
川
堤
・
壇

浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
竹
本
雛
大
夫
・
陸
奥
茂
大
夫
・
竹
本
錦
翁
斬
・

竹
本
筆
大
夫

︻
番
付
新
出
︼

079 
1842

天
保
13
・
09
頃

江
戸

（
大
薩
摩
座
）

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
竹
本
中
太
夫
・
竹
本
伊
勢
太
夫
・
豊

竹
靱
太
夫
・
三
曲
鶴
沢
市
太
郎
・
ツ
レ
鶴
沢
市
作

1787

080 
1842

天
保
13
・
10
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
花
上
野
誉
の
石
碑
・
絵
本
太
功

記
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
岩
永
竹
本
綱
太
夫
・
重
忠
豊
竹
岡
太

夫
・
あ
こ
や
豊
竹
三
光
斎

1790

（b

）

081 
1844

弘
化
01
・
03
・
02

上
野

前
橋
本
町

［
見
取
り
興
行
］・
先
代
萩
御
殿
場
・
か
し
く
新
屋
敷
・

鱣
谷
・
土
橋
・
あ
こ
や

※
太
夫
三
味
線
配
役
未
詳

［
記
載
な
し
］

082 
1844

弘
化
01
・
03
・
吉

大
坂

道
頓
堀
若
太
夫
芝

居

本
朝
廿
四
孝
・
世
話
料
理
八
百
屋
献
立
・
嬢
景
清
八
島

日
記
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
重
忠
豊
竹
巴
太
夫
・
岩
永
竹
本
田
組

太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
瑠
璃
太
夫
・
鶴
沢
寬
治
・
三
曲
鶴
沢

忠
治
郎

1851A

083 
1845

弘
化
02
・
11
・
吉

尾
張

於
宮
宿
亀
井
山
御

境
内

［
見
取
り
興
行
］・
伊
賀
越
道
中
双
六
・
箱
根
霊
験
躄
仇

討
・
融
通
大
念
仏
・
紙
子
仕
立
両
面
鑑
・
檀
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

カ
ケ
合
」
竹
本
大
住
太
夫
・
豊
竹
島
太
夫
・
竹

本
大
登
太
夫
・
三
弦
鶴
沢
才
治
・
三
曲
鶴
沢
清
八

1892A

084 
1845

弘
化
02
・
11
・
吉

名
古
屋

若
宮
御
社
内

出
世
太
平
記
・
伊
賀
越
道
中
双
六
・
鎌
倉
三
代
記
・
檀

浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
豊
竹
巴
太
夫
・
竹
本
む
ら
太
夫
・
竹

本
田
組
太
夫
・
竹
本
む
め
太
夫

1893a

085 
1846

弘
化
03
・
07
以
後

大
坂

西
よ
こ
ぼ
り
う
な

き
谷
浜

［
見
取
り
興
行
］・（
壇
浦
兜
軍
記
）

（
重
忠
）
九
重
太
夫
・（
岩
永
）
小
隅
太
夫
・（
あ
こ
や
）

小
浪
太
夫
・（
三
味
線
）
竜
光

1903

086 
1848

嘉
永
01
・
02
・
02

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

［
見
取
り
興
行
］・
御
所
桜
・
白
木
屋
・
先
代
萩
・
伊
賀

越
・
玉
藻
前
・
矢
口
渡
・
安
達
ヶ
原
・
太
功
記
・
三
国

関
所
奴
請
状
・
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
重
忠
竹
本
小
田
美
太
夫
・
阿
古
屋
竹

本
小
浪
太
夫
・
岩
永
竹
本
浪
江
太
夫
・
半
沢
竹
本
浪
子
太

夫
・
三
曲
豊
沢
米
作
・
三
味
線
鶴
沢
寬
吾

1931a

087 
1848

嘉
永
01
・
06

兵
庫

（
無
記
）

五
天
竺
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
綱
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
茂
太
夫
・
岩

永
豊
竹
若
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
団
平
・
ツ
レ
竹
沢
竜
虎

1941

088 
1849

嘉
永
02
・
03
・
吉

大
坂

西
横
堀
清
水
町
浜

本
朝
廿
四
孝
・
新
薄
雪
物
語
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
岩
永
豊
竹
若
太
夫
・
豊
沢
団
平
・
重

忠
竹
本
梶
太
夫
・
鶴
沢
燕
三
・
あ
こ
や
豊
竹
富
司
太
夫
・

鶴
沢
清
四
・
三
曲
鶴
沢
鶴
太
郎

1957

089 
1850

嘉
永
03
・
02
・
08

京

四
条
寺
町
道
場

敵
討
浦
朝
霧
・
花
の
上
野
誉
の
石
碑
・
契
情
阿
波
の
鳴

戸
・
壇
浦
兜
軍
記

「［
琴
］
責
」
重
忠
綱
太
・
阿
古
や
竹
む
ら
・
岩
永
幡
竜
軒
・

三
味
線
豊
沢
源
吉
・
三
曲
鶴
沢
弁
［
欠
］

2021



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（37）154

090 
1851

嘉
永
04
・
02
・
吉

大
坂

道
頓
堀
竹
田
芝
居

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
新
う
す
ゆ
き
物
語
・
檀
浦
兜
軍
記
「
琴
責　

か
け
合
」
岩
永
竹
本
長
登
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本

山
登
太
夫
・
重
忠
豊
竹
湊
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
勝
右
衛

門
・
ツ
レ
九
蔵
・
三
曲
鶴
沢
重
太
良
・
鶴
沢
新
次
良

2000A
091 

1851

嘉
永
04
・
05
・
04

江
戸

茅
場
町
薬
師
境
内

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
檀
浦
兜
軍
記
「
琴
責
」
阿
古
や
竹
本
春
太
夫
・
岩
永
竹
本
長
尾
太
夫
・

重
忠
竹
本
伊
勢
太
夫
・
三
味
せ
ん
鶴
沢
鬼
市
・
ツ
レ
鶴
沢

米
太
良
・
三
曲
野
沢
辰
次
郞

2005A

092 
1851

嘉
永
04
・
05
・
04

江
戸

茅
場
町
薬
師
境
内

妹
背
山
婦
女
庭
訓
・
河
原
達
引
・
躄
仇
討
・
壇
浦
兜
軍

記

※
右
に
同
じ

［
近
世
篇

2005

の
改

修
板
］

093 
1851

嘉
永
04
・
05
・
13

江
戸

東
両
国

［
見
取
り
興
行
］・
妹
背
山
・
か
ゝ
見
山
・
躄
仇
討
・
伊

勢
物
語
り
・
忠
臣
講
釈
・
質
店
・
入
間
詞
・
白
木
屋
・

兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
梶
戸
太
夫
・
岩
永
豊
竹
豊
太
夫
（
一

日
が
は
り
）・
あ
こ
や
竹
本
木
尾
太
夫
・
三
味
せ
ん
鶴
沢

勇
造
・
ツ
レ
つ
る
沢
伝
三

2006

094 
1851

嘉
永
04
・
09
・
06

紀
伊

建
貸
芝
居

一
谷
嫩
軍
記
・
東
海
道
四
谷
怪
談
・
勢
州
阿
漕
浦
・
檀

浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
あ
こ
や
豊
竹
多
賀
太
夫
・
重
た
ゞ
豊

竹
河
内
太
夫
・
岩
永
竹
本
浪
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
十
九
三

郎
・
三
曲
鶴
沢
弥
市

補
訂
76

095 
1852

嘉
永
05
・
02
閏
・

06

京

四
条
道
場

［
見
取
り
興
行
］・
露
払
・
躄
・
三
十
三
間
堂
・
壬
生
村
・

か
ゝ
見
山
・
忠
臣
一
力
・
白
石
噺
・
朝
顔
・
一
の
谷
・

教
興
寺
・
三
日
太
平
記
・
安
達
原
・
二
代
鑑
・
綴
錦
・

箱
か
ぶ
り
・
檀
浦
兜
軍
記

「
カ
ケ
合
」
重
忠
染
太
・
あ
こ
や
芝
太
・
岩
永
津
ノ
島
・

三
味
線
豊
沢
団
平
・
三
曲
鶴
沢
小
庄

2014

096 
1852

嘉
永
05
・
05
・
11

江
戸

平
川
於
天
神
地
内

伽
羅
累
物
語
・［
虫
損
］
景
清
八
島
日
記
・
檀
浦
兜
軍

記

「
琴
責
」
岩
永
豊
竹
巴
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
伊
達
太
夫
・

重
忠
竹
本
錦
木
太
夫

2017

097 
1855

安
政
02
・
03
・
吉

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

［
見
取
り
興
行
］・
露
払
・
太
功
記
・
信
仰
記
・
信
仰
記
・

阿
漕
浦
・
朝
顔
日
記
・
三
国
無
双
・
三
日
太
平
記
・
伊

賀
越
道
中
双
六
・
檀
浦　

兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合　

出
か
た
り
」
岩
永
蟠
竜
軒
・
重
忠
竹

文
字
・
あ
こ
や
竹
泉
太
・
三
味
線
鶴
沢
庄
治
郎
・
三
曲
鶴

沢
庄
吉

2096

098 
1855

安
政
02
・
04
・
吉

京

京
四
条
北
側
大
芝

居

伊
賀
越
道
中
双
六
・
義
経
腰
越
状
・
増
補
か
つ
ら
川
・

出
世
太
平
記
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
あ
こ
や
竹
本
山
城
掾
・
秩
父
重
忠
竹

本
春
太
夫
・
岩
永
左
衛
門
竹
本
津
島
太
夫

2098B

099 
1855

安
政
02
・
05
・
06

大
坂

築
地
清
水
町
浜

夏
祭
浪
花
鑑
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
豊
竹
巴
太
夫
・
岩
永
竹
本
田
組
太
夫
・
あ

こ
や
竹
本
む
ら
太
夫
・
半
沢
六
郎
豊
竹
町
太
夫
・
三
味
線

豊
沢
広
助
・
三
曲
鶴
沢
重
太
郎
・
豊
沢
福
助

2099

100 
1856

安
政
03
・
02
・
24

京

四
条
道
場
北
ノ
新

席

［
見
取
り
興
行
］・
通
り
矢
数
・
躄
・
蝶
花
形
・
彦
山
・

妹
背
山
・
安
達
原
・
恋
女
房
・
日
蓮
記
・
新
口
村
・
国

性
爺
・
ひ
ざ
く
り
毛
・
和
田
合
戦
・
志
渡
寺
・
大
経
師
・

大
切
兜
軍
記

「
琴
責
カ
ケ
合
」
阿
古
や
竹
本
山
登
太
夫
・
重
忠
竹
本
咲

太
夫
・
岩
永
竹
本
津
島
太
夫
・
三
味
線
竹
沢
弥
七
・
ツ
レ

鶴
沢
亀
助
・
琴
竹
沢
豊
吉

辻
町
69



早
稲
田
大
学
高
等
研
究
所
紀
要　

第
12
号　

2 

0 

2 

0
年
3
月

（38）153

101 
1857

安
政
04
・
03
・
吉

大
坂

法
善
寺
浄
る
り
席
［
見
取
り
興
行
］・
信
仰
記
・
躄
仇
討
・
盛
衰
記
・
姫
子

松
・
日
蓮
記
・
信
仰
記
・
質
店
・
二
度
目
清
書
・
累
物

語
・
岸
姫
松
・
白
石
噺
後
日
・
恨
鮫
鞘
・
恋
女
房
・
奴

請
状
・
兜
軍
記

「
カ
ケ
合
」
重
忠
竹
本
咲
太
夫
・
岩
永
竹
本
筆
太
夫
・
あ

こ
や
豊
竹
生
駒
太
夫
・
三
味
線
野
沢
吉
兵
衛
・
ツ
レ
豊
沢

団
九
良

2138
102 

1857
安
政
04
・
05
・
吉

大
坂

天
満

彦
山
権
現
誓
助
剣
・
伊
勢
物
語
・
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
竹
本
津
賀
太
夫
・
あ
こ
や
豊
竹
常
盤
太
夫
・

岩
永
豊
竹
富
司
太
夫
・
三
味
線
鶴
沢
叶
・
小
弓
琴
鶴
沢
竜

虎

2143

103 
1858

安
政
05
・
05
・
大

安
日

名
古
屋

橘
町
常
芝
居

［
見
取
り
興
行
］・
鏡
山
旧
錦
絵
・
菅
原
伝
授
手
習
鑑
・

増
補
朝
顔
日
記
・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
・
傾
城
阿
波
の
鳴

戸
・
出
世
太
平
記
・
源
平
布
引
滝
・
檀
浦
兜
軍
記

重
忠
竹
本
越
太
夫
・
岩
永
竹
本
豊
島
太
夫
・
半
沢
六
郎
・

竹
本
阿
蘇
太
夫
・
阿
古
屋
陸
奥
茂
太
夫
・
三
味
線
豊
沢
猿

糸
・
三
曲
同
小
作

2162

104 
1858

安
政
05
・
10
・
26

京

寺
町
道
場
北
新
席
［
見
取
り
興
行
］・
宝
の
山
入
船
の
段
・
楠
・
一
の
谷
・

妹
背
山
・
盛
衰
梅
の
由
兵
へ
・
矢
口
渡
・
大
文
字
や
・

古
手
や
八
郎
兵
へ
・
双
蝶
々
・
山
う
は
・
綴
の
錦
・
持

○
長
者
・
詢
音
頭
五
人
伐
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
重
忠
豊
竹
筑
後
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
大
和
太
夫
・

岩
永
竹
本
津
賀
太
夫
・
三
味
線
野
沢
吉
兵
衛
・
ツ
レ
野
沢

吉
之
助

2167

105 
1859

安
政
06
・
09
・
24

大
坂

稲
荷
社
内
東
芝
居

伊
賀
越
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
あ
こ
や
竹
本
春
太
夫
・
重
忠
豊
竹
湊
太
夫
・
岩

永
竹
本
染
太
夫
・
三
曲
野
沢
吉
弥
・
鶴
沢
小
庄

2181

106 
1860

万
延
01
・
01
・
吉

京

四
条
南
側
大
芝
居

絵
合
太
功
記
・
彦
山
権
現
誓
助
剣
・
桂
川
連
理
柵
・
檀

浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
重
忠
豊
竹
巴
太
夫
・
岩
永
竹
本
対
馬

太
夫
・
あ
こ
や
豊
竹
若
太
夫

2186a

107 
1860

万
延
01
・
04
・
吉

大
坂

法
善
寺

［
見
取
り
興
行
］・
伊
賀
越
道
中
双
六
・
妹
背
門
松
・
一

谷
嫩
軍
記
・
壇
浦
兜
軍
記

「
か
け
合
」
重
忠
竹
本
筆
太
夫
・
あ
こ
や
竹
本
伊
達
太
夫
・

岩
永
竹
本
絹
太
夫
・
三
味
線
野
沢
吉
兵
衛
・
ツ
レ
鶴
沢
玉

助
・
三
曲
野
沢
安
次
郞

［
記
載
な
し
］

108 
1863

文
久
03
・
10
・
吉

大
坂

北
ノ
新
地
芝
居

日
蓮
聖
人
御
法
海
・
増
補
桂
川
連
理
柵
・
近
頃
河
原
の

達
引
・
檀
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
岩
永
竹
本
山
城
掾
・
あ
こ
や
竹
本
越

路
太
夫
・
重
忠
竹
本
春
太
夫
・
三
弦
野
沢
吉
兵
衛
・
三
曲

竹
本
八
重
八

2260

109 
1864

元
治
01
・
11
・
吉

堺

堺
南
芝
居

伽
羅
先
代
萩
・
源
平
布
引
滝
・
恋
娘
昔
八
丈
・
壇
浦
兜

軍
記

「
琴
責
」
岩
永
竹
本
山
城
掾
・
あ
こ
や
竹
本
越
路
太
夫
・

重
忠
竹
本
春
太
夫
・
三
弦
野
沢
吉
兵
衛
・
三
曲
野
沢
八
重

八

2295A

110 
1865

慶
応
01
・
09
・
09

京

伏
見
ほ
う
き
町
芝

居

［
見
取
り
興
行
］・
宝
入
ふ
ね
・
彦
山
・
鈴
ノ
森
・
躄
仇

討
・
玉
藻
前
・
新
累
・
中
性
姫
・
朝
㒵
日
記
・
左
リ
小

刀
・
三
代
記
・
比
翼
塚
・
白
石
噺
・
盛
衰
記
・
名
筆
・

加
賀
見
山
・
阿
漕
浦
・
双
蝶
々
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

惣
カ
ケ
合
」
三
味
線
竹
沢
弥
七
・
三
曲
竹
沢
弥

之
助

※
太
夫
配
役
不
記
載

2320



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（39）152

111 
1866

慶
応
02
・
06
・
18

京

四
条
北
側
大
芝
居
［
見
取
り
興
行
］・
七
福
神
・
妹
背
山
・
朝
㒵
日
記
・
白

石
噺
・
中
将
姫
大
文
じ
や
・
融
通
大
念
仏
・
三
日
太
平

記
・
合
邦
辻
・
梅
ノ
由
兵
衛
・
優
曇
華
亀
山
・
四
谷
怪

談
・
躄
仇
討
・
天
網
島
・
伊
賀
越
・
野
崎
村
・
廿
四
孝
・

廿
四
孝
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

惣
［
カ
ケ
］
合
」

※
太
夫
三
味
線
配
役
不
記
載

2349B
112 

1867
慶
応
03
・
03
・
上

旬

徳
島

二
け
ん
や
出
口

伽
羅
先
代
萩
・
恋
娘
昔
八
丈
・
壇
の
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

か
け
合
」
竹
本
中
太
夫
・
豊
竹
多
賀
太
夫
・
竹

本
氏
戸
太
夫

2364

113 
1867

慶
応
03
・
06
・
中

旬

名
古
屋

清
寿
院
御
境
内

［
見
取
り
興
行
］・
膝
栗
毛
・
菅
原
・
白
石
噺
・
天
網
島
・

女
舞
衣
・
加
賀
見
山
・
亀
山
噺
・
猿
曳
・
太
功
記
・
皿

屋
敷
・
兜
軍
記

「
阿
古
屋
琴
責　

か
け
合
」
豊
竹
若
太
夫
・
竹
本
土
佐
太

夫
・
豊
竹
駒
太
夫
・
鶴
沢
清
四
・
ス
ケ
豊
沢
竜
輔
・
豊
沢

竜
三

2373A

114 
1867

慶
応
03
・
10
・
吉

名
古
屋

若
宮
御
社
内

［
見
取
り
興
行
］・
菅
原
・
朝
顔
・
朝
顔
・
躄
仇
討
・
彦

山
・
太
功
記
・
矢
口
渡
・
紙
治
・
合
邦
辻
・
桂
川
・
兜

軍
記

「
阿
古
屋
琴
責　

カ
ケ
合
」
竹
本
浜
太
夫
・
竹
本
伊
達
太

夫
・
竹
本
紋
太
夫
・
三
弦
竹
沢
弥
七
・
ツ
レ
竹
沢
弥
一
郎

2382

115 
1867

慶
応
03
・
12
・
08

京

四
条
北
側
芝
居

［
見
取
り
興
行
］・
七
福
神
宝
の
入
舟
・
狭
間
合
戦
・
白

石
・
講
釈
・
太
功
記
・
彦
山
・
あ
こ
ぎ
・
御
所
桜
・
三

代
記
・
古
手
や
八
郎
兵
へ
・
盛
衰
記
・
融
通
大
念
仏
・

野
崎
村
・
合
邦
辻
・
新
口
村
・
昔
八
丈
・
檀
浦
兜
軍
記

「
カ
ケ
合
」
重
忠
竹
本
春
太
夫
・
岩
永
竹
本
長
尾
太
夫
・

あ
こ
や
竹
本
越
路
太
夫
・
鶴
沢
豊
吉
・
三
曲
鶴
沢
常
吉

2384

116 
1868

明
治
01
・
04
・
吉

京

四
条
道
場
北
ノ
小

家

伊
賀
越
・
恋
娘
昔
八
丈
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責　

カ
ケ
合
」
あ
こ
や
豊
竹
三
光
斎
・
重
忠
竹
本
氏

太
夫
・
岩
永
竹
本
津
賀
太
夫
・
榛
沢
竹
本
津
太
夫
・
竹
沢

弥
七

2390

117 
1868

明
治
01
・
04
閏
・

26

大
坂

い
な
り
東
芝
居

日
本
賢
女
鑑
・
勢
州
阿
漕
浦
・
壇
浦
兜
軍
記

「
琴
責
」
け
い
せ
い
あ
こ
や
竹
本
越
路
太
夫
・
秩
父
重
忠

豊
竹
若
太
夫
・
岩
永
左
衛
門
竹
本
咲
太
夫
・
半
沢
六
郎
竹

本
染
子
太
夫

2391

（
明
治

篇0104

）

118 

慶
応
年
中
・
月
未

詳
・
11

京

押
小
路
竹
の
家

伊
賀
越
道
中
双
六
・
檀
浦
兜
軍
記

重
忠
都
賀
・
あ
こ
や
い
づ
正
・
岩
永
な
き
さ
・
三
味
線
文

蝶
・
三
曲
亀
吉

［
記
載
な
し
］
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三
段
目
口
「
琴
責
」
本
文
対
照
表

一
、
本
表
は
現
行
本
文
の
成
り
立
ち
を
知
る
た
め
、
初
演
本
文
（
通
し
本
）
の
ほ
か
、
異
本
3
種
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、「
通
し
本
」
欄
は
、
初
演
本
文
。
初
板
七
行
本
の
初
摺
本
に
拠
る
。
底
本
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
本
（ﾆ

10-02191

）。

一
、「
年
忘
座
鋪
操
」
欄
は
、
竹
本
大
和
掾
改
訂
本
文
。
七
行
本
に
拠
る
。
底
本
は
、
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
・
漢
文
学
部
会
本
（4142-487-

黒
木
文
庫
）。

一
、「
駒
太
夫
本
」
欄
は
、
二
代
豊
竹
駒
太
夫
署
名
本
。
江
戸
板
六
行
抜
き
本
に
拠
る
。
底
本
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
本
（ｼ

348

浄
瑠
璃
十
四
篇
の
内
）。

一
、「
遊
下
本
」
欄
は
、
初
代
豊
竹
巴
太
夫
署
名
本
。
江
戸
板
六
行
抜
き
本
に
拠
る
。
底
本
は
、
神
津
。

一
、「
備
考
」
欄
は
、
各
本
に
誤
記
や
脱
字
が
あ
っ
た
場
合
に
該
当
す
る
位
置
に
「
＊
」
を
記
し
て
、
そ
の
直
下
に
諸
本
の
番
号
と
と
も
に
注
記
し
た
。

一
、  

本
文
を
校
合
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
初
演
本
文
「
通
し
本
」
の
フ
シ
落
を
基
準
と
し
て
19
の
段
落
を
設
け
、
実
線
で
区
切
っ
た
。
ま
た
諸
本
間
で
の
本
文
の
異
同
を
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、

カ
ケ
合
に
し
た
場
合
の
本
文
分
割
位
置
に
お
い
て
破
線
で
区
切
っ
た
。

一
、
カ
ケ
合
に
し
た
場
合
の
役
割
は
、
④
大
字
遊
下
本
の
指
定
に
従
い
判
断
し
た
。「
段
落
№
」
の
下
に
、
次
の
よ
う
に
役
名
を
略
記
し
た
。

　
　
　

▲
（
重
忠
・
榛
沢
）
↓
重
・
榛

　
　
　

■
（
岩
永
）　
　
　

↓
岩

　
　
　

●
（
あ
こ
や
・
奴
）
↓
あ
・
奴

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
底
本
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
通
読
の
便
に
重
点
を
お
き
、
次
の
よ
う
な
校
訂
を
施
し
た
。

　
　

・
旧
字
体
な
ど
の
異
体
字
の
類
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

　
　

・
変
体
仮
名
・
合
字
・
連
体
字
な
ど
は
、
通
行
の
表
記
に
改
め
る
。

　
　

・
仮
名
遣
い
は
、
清
濁
を
含
め
、
底
本
に
従
う
。

　
　

・
感
動
詞
や
捨
て
仮
名
な
ど
の
片
仮
名
は
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

　
　

・
文
字
譜
は
、︿ 

﹀
に
入
れ
て
、
付
せ
ら
れ
た
語
の
頭
の
位
置
に
記
す
。
な
お
い
わ
ゆ
る
ゴ
マ
譜
は
省
略
す
る
。

　
　

・
振
り
仮
名
は
、（ 

）
に
入
れ
て
、
付
せ
ら
れ
た
語
の
後
の
位
置
に
記
す
。

　
　

・
丁
移
り
は
各
丁
の
表
と
裏
の
末
尾
に
、
丁
付
の
表
記
と
表
裏
（
オ
・
ウ
と
略
記
）
の
別
を
、︻ 

︼
内
に
記
す
こ
と
で
示
す
。

①
通
し
本

②
年
忘
座
鋪
操

③
駒
太
夫
本

④
大
字
遊
下
本

備
考

第
三

あ
こ
や
責
の
段

壇
浦
兜
軍
記　

琴
責
の
段

琴
責
の
段

01

重
︿
地
中
﹀
鳬
（
か
も
）
の
脛
（
は
ぎ
）
短
（
み

じ
か
）
し
と
い
へ
共
︿
ハ
ル
﹀
是
を
つ
が
ば

憂
（
う
れ
へ
）
な
ん
。︿
ウ
﹀
鵠
（
つ
る
）
の

脛
（
は
ぎ
）
長
し
と
い
へ
共
︿
ウ
﹀
是
を

た
ゝ
ば
悲
（
か
な
し
み
）
な
ん
。︿
中
ウ
﹀
民

（
た
み
）
を
せ
い
す
る
こ
と
︿
ウ
﹀
此
理
（
り
）

に
ひ
と
し
。
さ
れ
ば
治
（
お
さ
ま
）
る
九

重
（
こ
ゝ
の
へ
）
に
︿
ハ
ル
﹀
猶
も
非
常
（
ひ

じ
や
う
）
を
い
ま
し
め
の
。
水
上
（
み
な
か

み
）
清
（
き
よ
）
き
堀
川
（
ほ
り
か
は
）
御

所
当
時
（
た
う
じ
）
鎌
倉
の
︿
ウ
﹀
厳
命
（
げ

ん
め
い
）
に
し
た
が
ひ
。︿
中
﹀
秩
父
（
ち
ゝ

ぶ
）
ノ
庄
司
（
し
や
う
じ
）
次
郎
重
忠
（
し

げ
た
ゞ
）
き
ん
り
し
ゆ
ご
の
代
官
（
だ
い
く

は
ん
）
と
し
て
。︿
ハ
ル
﹀
兼
て
は
民
の
公

︿
地
中
﹀
鳬
（
か
も
）
の
脛
（
は
ぎ
）
短
（
み

じ
か
）
し
と
い
へ
共
︿
ハ
ル
﹀
是
を
つ
が
ば

憂
（
う
れ
へ
）
な
ん
。︿
ウ
﹀
鵠
（
つ
る
）
の

脛
（
は
き
）
長
カ
し
と
い
へ
共
︿
ウ
﹀
是
を

た
ゝ
ば
悲
（
か
な
）
し
み
な
ん
。︿
中
ウ
﹀

民
（
た
み
）
を
せ
い
す
る
こ
と
︿
ウ
﹀
此
理

に
ひ
と
し
。さ
れ
ば
お
さ
ま
る
九
重
（
こ
ゝ

の
へ
）
に
︿
ハ
ル
﹀
猶
も
非
常
（
ひ
じ
や
う
）

を
い
ま
し
め
の
。
水
上
（
み
な
か
み
）
清
（
き

よ
）
き
堀
川
（
ほ
り
が
は
）
御
所
当
時
（
と

う
じ
）
鎌
倉
の
︿
ウ
﹀
厳
命
（
げ
ん
め
い
）

に
し
た
が
ひ
。︿
中
﹀
秩
父
（
ち
ゝ
ぶ
）
ノ

庄
司
（
し
や
う
じ
）
次
郎
重
忠
（
し
け
た
ゞ
）

き
ん
り
し
ゆ
ご
の
代
官
（
だ
い
く
は
ん
）
と

し
て
。︿
ハ
ル
﹀
兼
て
は
民
の
公
事
（
く
じ
）

︿
地
中
﹀
か
も
の
は
ぎ
み
じ
か
し
と
い
へ
共

︿
ハ
ル
﹀
こ
れ
を
つ
が
ば
う
れ
へ
な
ん
。

︿
ウ
﹀
つ
る
の
は
ぎ
な
が
し
と
い
へ
共
︿
ウ
﹀

こ
れ
を
た
ゝ
ば
か
な
し
み
な
ん
。︿
中
ウ
﹀

た
み
を
せ
い
す
る
事
︿
ウ
﹀
此
り
に
ひ
と

し
。
さ
れ
ば
お
さ
ま
る
こ
ゝ
の
へ
に
︿
ハ

ル
﹀
な
を
も
ひ
じ
や
う
を
い
ま
し
め
の
。

み
な
か
み
き
よ
き
ほ
り
川
御
（
ご
）
し
よ

と
う
じ
か
ま
く
ら
の
︿
ウ
﹀
げ
ん
め
い
に

し
た
︿
中
﹀
が
ひ
。
ち
ゝ
ぶ
の
し
や
う
じ

次
郎
重
（
し
げ
）
た
ゞ
き
ん
り
し
ゆ
ご
の

だ
い
く
は
ん
と
し
て
。︿
ハ
ル
﹀
か
ね
て
は

た
み
の
︻
琴
責
上
一
オ
︼
公
事
（
く
じ
）
さ

い
ば
ん
︿
ウ
﹀
わ
た
く
し
の
は
か
ら
ひ
な

く
。
道
に
︿
ウ
﹀
く
も
ら
ぬ
ま
す
か
ゞ
み
。

▲
︿
地
中
﹀
鳬
（
か
も
）
の
脛
（
は
ぎ
）︿
ウ
﹀

短
（
み
じ
か
）
し
と
い
へ
ど
も
︿
ハ
ル
﹀
是

を
継
（
つ
が
）
ば
憂
（
う
れ
へ
）︿
中
﹀
な
ん
。

鵠
（
つ
る
）
の
脛
（
は
ぎ
）︿
ウ
﹀
長
カ
し
と

い
へ
ど
も
︿
ハ
ル
﹀
是
を
断
（
た
ゝ
）
ば
か

な
し
︿
中
﹀
み
な
ん
。
民
を
制
（
せ
い
）
す

る
こ
と
︿
ウ
﹀
此
理
に
ひ
と
し
。︿
ウ
﹀
さ

れ
ば
治
（
お
さ
ま
）
る
九
重
に
猶
も
非
常

を
︿
ハ
ル
﹀
い
ま
し
め
の
。︿
ウ
﹀
み
な
か

み
︻
琴
せ
め
一
オ
︼
清
き
堀
川
（
ほ
り
か
は
）

御
所
（
ご
し
よ
）
当
時
（
た
う
じ
）
鎌
倉
（
か

ま
く
ら
）
の
厳
命
（
げ
ん
め
い
）
に
︿
中
﹀
し

た
が
ひ
。
秩
父
（
ち
ゝ
ぶ
）
の
庄
司
︿
ウ
﹀

次
郎
重
忠
（
し
げ
た
ゞ
）
禁
裏
（
き
ん
り
）

守
護
（
し
ゆ
ご
）
の
代
官
と
し
て
。︿
ハ
ル
﹀
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』
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目
口
「
琴
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て
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事
（
く
じ
）
さ
い
ば
ん
︿
ウ
﹀
私
の
は
か
ら

ひ
な
く
。
道
に
︿
ウ
﹀
く
も
ら
ぬ
十
寸
鏡

（
ま
す
か
ゞ
み
）。
智
仁
（
ち
じ
ん
）
の
︿
フ
シ
﹀

勇
士
（
ゆ
う
し
）
と
か
ゝ
や
け
り
。

さ
い
ば
ん
︿
ウ
﹀
私
の
は
か
ら
ひ
な
く
。

道
に
︿
ウ
﹀
く
も
ら
ぬ
十
寸
鏡
（
ま
す
か
ゞ

＊
）。
智
仁
（
ち
し
ん
）
の
︿
フ
シ
﹀
勇
士
（
ゆ

う
し
）
と
か
ゝ
や
け
り
。

ち
じ
ん
の
︿
フ
シ
﹀
ゆ
う
士
（
し
）
と
か
ゝ

や
け
り
。

兼
て
は
民
の
公
事
（
く
じ
）
さ
い
ば
ん
︿
ウ
﹀

私
の
は
か
ら
ひ
な
く
。︿
ウ
﹀
道
に
く
も

ら
ぬ
十
寸
鏡
（
ま
す
か
ゞ
み
）︿
フ
シ
﹀
智
仁

（
ち
し
ん
）
の
。
勇
士
（
ゆ
う
し
）
と
か
ゝ
や

け
り
︻
琴
せ
め
一
ウ
︼

②
脱
字
「
み
」

02

岩
︿
地
中
﹀
同
席
（
ど
う
せ
き
）
に
相
並
（
あ
い

な
ら
）
ぶ
岩
永
（
い
は
な
が
）
左
衛
門
致
連

（
む
ね
つ
ら
）。︿
ハ
ル
﹀
南
都
東
大
寺
の
建

立
（
こ
ん
り
う
）
よ
り
︿
ウ
﹀
す
ぐ
さ
ま
都

に
押
留
（
お
し
と
ゞ
＊
）
り
。︿
中
ウ
﹀
重
︻
兜

四
十
九
オ
︼
忠
の
助
役
（
じ
よ
や
く
）
と
が

う
し
悪
七
兵
衛
︿
ハ
ル
﹀
景
清
が
。︿
ウ
﹀

あ
り
か
を
さ
が
す
邪
智
（
じ
や
ち
）
侫
奸

（
ね
い
か
ん
）
表
（
お
も
て
）
は
忠
義
に
見
せ

︿
中
﹀
か
け
て
。︿
ウ
﹀
お
の
が
い
こ
ん
を

さ
し
は
さ
む
心
の
底
（
そ
こ
）
の
︿
ウ
﹀
二
タ

股
（
ま
た
）
竹
。︿
ハ
ル
﹀
と
ら
の
威
（
い
）

を
か
る
狐
（
き
つ
ね
）
と
は
。︿
ウ
﹀
き
よ

ろ
つ
く
︿
フ
シ
﹀
㒵
に
あ
ら
は
れ
た
り
。

︿
地
中
﹀
同
席
（
ど
う
せ
き
）
に
相
並
（
あ
い

な
ら
）
ぶ
︻
兜
五
十
一
オ
︼
岩
永
（
い
わ
な
が
）

左
衛
門
致
連
（
む
ね
つ
ら
）。︿
ハ
ル
﹀
南
都

（
な
ん
と
）
東
大
寺
（
た
う
だ
い
じ
）
の
建
立

（
こ
ん
り
う
）
よ
り
︿
ウ
﹀
す
ぐ
様
都
に
押
シ

と
ゞ
ま
り
。︿
中
ウ
﹀
重
忠
の
助
役
（
ち
よ

や
く
）
と
が
う
し
悪
七
兵
衛
︿
ハ
ル
﹀
景
清

が
。︿
ウ
﹀
あ
り
か
を
さ
が
す
邪
智
（
じ
や

ち
）
侫
奸
（
ね
い
か
ん
）
表
（
お
も
て
）
は
忠

義
に
見
せ
︿
中
﹀
か
け
て
。︿
ウ
﹀
お
の
が

ゐ
こ
ん
を
さ
し
は
さ
む
心
の
底
（
そ
こ
）

の
︿
ウ
﹀
二
股
（
ま
た
）
竹
。
と
ら
の
威
（
ゐ
）

を
か
る
狐
（
き
つ
ね
）
と
は
。︿
ウ
﹀
き
よ

ろ
つ
く
︿
フ
シ
﹀
か
ほ
に
あ
ら
は
れ
た
り
。

︿
地
中
﹀
ど
う
せ
き
に
相
イ
な
ら
ぶ
岩
な
が

左
衛
門
む
ね
つ
ら
。︿
ハ
ル
﹀
な
ん
と
と
う

だ
い
寺
の
こ
ん
り
う
よ
り
︿
ウ
﹀
す
ぐ
様

み
や
こ
お
し
と
ゞ
ま
り
。︿
中
ウ
﹀
重
た
ゞ

の
ぢ
よ
や
く
と
が
う
し
あ
く
七
兵
衛
︿
ハ

ル
﹀
か
げ
き
よ
が
。︿
ウ
﹀
有
リ
家
を
さ
が

す
じ
や
ち
ね
い
か
ん
お
も
て
は
ち
う
ぎ
に

見
せ
︿
中
﹀
か
け
て
。︿
ウ
﹀
お
の
が
ゐ
こ

ん
を
さ
し
は
さ
む
心
の
そ
こ
の
︿
ウ
﹀
ふ

た
ま
た
竹
。
と
ら
の
ゐ
を
か
る
き
つ
ね
と

は
。︿
ウ
﹀
き
よ
ろ
付
ク
︿
フ
シ
﹀
か
ほ
に
。

あ
ら
は
れ
︻
琴
責
上
一
ウ
︼
た
り
。

■
︿
地
中
﹀
同
席
（
ど
う
せ
き
）
に
相
な
ら

ぶ
岩
永
左
衛
門
致
連
（
む
ね
つ
ら
）︿
ウ
﹀

南
都
東
大
寺
の
建
立
（
こ
ん
り
う
）
よ
り

︿
ハ
ル
﹀
す
ぐ
様
都
に
お
し
︿
中
﹀
留
り
。

︿
ウ
﹀
重
忠
の
助
役
（
ぢ
よ
や
く
）
と
号
（
が

う
）
し
悪
七
兵
衛
︿
ハ
ル
﹀
景
清
が
。︿
ウ
﹀

在
家
（
あ
り
か
）
を
さ
が
す
邪
智
（
じ
や
ち
）

ね
い
か
ん
表
テ
は
忠
義
に
︿
中
﹀
見
せ
か

け
て
。︿
ウ
﹀
お
の
が
意
恨
（
い
こ
ん
）
を

さ
し
は
さ
む
心
の
︻
琴
せ
め
二
オ
︼
そ
こ
の

︿
ハ
ル
﹀
二
タ
股
（
ま
た
）
竹
。
虎
（
と
ら
）

の
威
（
い
）
を
か
る
狐
（
き
つ
ね
）
と
は
︿
フ

シ
﹀
き
よ
ろ
つ
く
顔
に
あ
ら
は
れ
た
り
。

①
脱
字
「
ま
」

03

︿
詞
﹀
当
日
の
取
次
役
両
人
の
御
前
ン
に

出
。「
清
水
の
轟
御
坊
（
と
ゞ
ろ
き
ご
ば
う
）。

御
出
也
」
と

披
露
に
つ
れ
大
広
間
よ
り
入
給
へ
ば
。

「
は
や
〳
〵
是
へ
」
と
請
（
し
や
う
）
ぜ
ら

る
。

法
印
（
ほ
う
ゐ
ん
）︿
ウ
﹀
重
忠
に
︿
色
﹀
向

ひ
給
ひ
。「︿
詞
﹀
平
家
の
侍
イ
七
兵
衛
景

清
。
轟
坊
（
と
ゞ
ろ
き
ば
う
）
に
入
リ
来
ら

ば
搦
（
か
ら
め
）
取
ツ
て
出
せ
よ
と
先
達

て
の
御
使
者
（
し
し
や
）。
尤
平
家
盛
（
さ

か
ん
）
の
時
節
は
彼
（
か
の
）
景
清
。
く
は

ん
音
を
信
（
し
ん
）
じ
七
十
五
里
の
境
（
さ

か
ひ
）
を
隔
（
へ
だ
て
）
し
。︿
地
色
ウ
﹀
お

は
り
の
国
よ
り
日
ツ
参
（
さ
ん
）
せ
し
は

世
の
人
の
知
ル
所
。︿
ウ
﹀
然
る
に
寿
永
（
じ

ゆ
ゑ
い
）
の
戦
（
た
ゝ
か
ひ
）
に
西
国
へ
赴
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き
そ
れ
よ
り
は
︿
ハ
ル
﹀
音
信
（
い
ん
し
ん
）

不
通
（
つ
う
）。︿
ウ
﹀
よ
し
ん
ば
︻
兜
四
十

九
ウ
︼
忍
び
て
観
音
へ
参
詣
を
致
す
に
も

︿
中
﹀
せ
よ
。︿
詞
﹀
出
家
法
印
の
手
に
及

ぶ
彼
（
か
れ
）
に
も
あ
ら
ず
。
か
ら
め
と

ら
る
ゝ
子
細
（
し
さ
い
）
あ
ら
ば
そ
れ
こ

そ
は
武
家
（
ぶ
け
）
の
役
。︿
地
ウ
﹀
出
家

に
は
不
相
応
（
さ
う
お
う
）。︿
ウ
﹀
此
義
を

辞
退
（
じ
た
い
）︿
ハ
ル
﹀
申
さ
ん
為
の
参

上
」
と
。︿
ウ
﹀
憚
る
色
な
く
の
給
︿
中
﹀

ふ
に
ぞ
。

︿
ウ
﹀
重
忠
︿
ハ
ル
﹀
ふ
し
ん
の
気
色
（
け
し

き
）
ば
み

︿
ウ
﹀
岩
永
左
衛
門
詞
を
す
ゝ
み
。「︿
詞
﹀

い
や
是
は
秩
父
（
ち
ゝ
ぶ
）
殿
の
御
存
な

き
こ
と
某
が
存
付
キ
。
も
と
よ
り
御
坊
は

景
清
が
だ
ん
な
寺
。
心
を
ゆ
る
し
参
詣
せ

ま
い
物
で
な
し
。︿
地
色
中
﹀
所
を
だ
ま
す

に
︿
ウ
﹀
手
な
し
と
や
ら
︿
ハ
ル
﹀
か
ら
め

と
つ
て
出
さ
れ
な
ば
。
ほ
う
び
は
い
つ
か

ど
お
寺
の
為
と
︿
ウ
﹀
存
る
か
ら
」
と
。

︿
ウ
﹀
い
は
せ
も
果
（
は
て
）
ず
「
こ
は
け

し
か
ら
ぬ
致
連
（
む
ね
つ
ら
）︿
中
﹀
の
御

仰
。︿
詞
﹀
我
真
言
（
し
ん
ご
ん
）
の
密
法
（
み

つ
ほ
う
）
は
。
五
輪
（
り
ん
）
種
子
（
し
ゆ
し
）

周
遍
（
し
う
へ
ん
）
法
界
（
ほ
う
か
い
）
鬼

畜
（
き
ち
く
）
人
天
（
に
ん
て
ん
）。
皆
是
（
か

い
ぜ
）
大
日
（
だ
い
に
ち
）
と
説
（
と
か
）
れ

て
。︿
地
ウ
﹀
広
（
く
は
う
）︻
兜
五
十
オ
︼
大

（
だ
い
）
無
辺
（
む
へ
ん
）
の
︿
ハ
ル
﹀
大
慈

大
悲
。︿
ウ
﹀
景
清
来
つ
て
我
を
頼
ま
ば

一
命
に
か
け
て
か
く
ま
ひ
は
申
ス
共
。

︿
ウ
﹀
か
ら
め
取
ツ
て
出
す
な
ど
ゝ
は
耳

（
み
ゝ
）
に
ふ
る
ゝ
も
穢
（
け
が
）
ら
は
し
。

︿
中
﹀
よ
し
そ
れ
が
︿
ウ
﹀
曲
（
く
せ
）
ご
と
ゝ

て
没
収
（
も
つ
し
ゆ
）
せ
ら
れ
ば
傘
（
か
ら

か
さ
）
一
本
ン
。
沙
門
（
し
や
も
ん
）
の
身

に
︿
ウ
﹀
い
と
は
ぬ
こ
と
」
ゝ
︿
ウ
﹀
詞
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を
放
（
は
な
つ
）
て
申
さ
る
れ
ば
。

︿
ウ
﹀
岩
永
も
言
イ
が
ゝ
り
「
ヤ
ア
ね
ち
く

さ
い
老
僧
（
ら
う
そ
う
）。
大
日
や
ら
大
ね
つ

や
ら
そ
れ
は
存
ぜ
ず
。
景
清
が
か
た
持
チ

達
後
日
に
急
度
（
き
つ
と
）
さ
た
に
及
ば

ん
。
既
（
す
で
）
以
テ
近
い
手
本
ン
は
五

条
坂
の
遊
君
（
ゆ
う
く
ん
）。
あ
こ
や
と
言

女
を
六
は
ら
に
引
出
し
。
景
清
が
あ
り
か

を
尋
る
毎
日
の
拷
問
（
が
う
も
ん
）。
き
の

ふ
は
拙
者
が
承
は
り
け
ふ
は
是
成
ル
重
忠

の
当
番
。
家
来
共
に
言
イ
付
憂
（
う
き
）

め
を
見
す
る
と
言
こ
と
京
中
に
隠
れ
な

く
。
則
其
松
を
あ
こ
や
の
松
と
。
異
（
い
）

︻
兜
五
十
ウ
︼
名
迄
付
る
程
の
大
（
お
ほ
）
せ

ん
ぎ
知
ラ
れ
ぬ
と
言
こ
と
有
ル
ま
い
。
こ

と
に
よ
ら
ば
法
師
の
身
と
て
拷
問
（
が
う

も
ん
）
せ
ま
い
物
で
な
し
。︿
地
色
ウ
﹀
轟

坊
（
と
ゞ
ろ
き
ぼ
う
）
を
引
か
へ
︿
ウ
﹀
驚
（
お

ど
ろ
き
）
坊
に
し
て
く
れ
ん
。
ヤ
ア
︿
ウ
﹀

よ
し
な
い
お
坊
（
ぼ
ん
）
に
か
ゝ
つ
て
御

用
共
を
︿
ハ
ル
﹀
怠
（
お
こ
た
）
る
」
と
︿
ウ
﹀

さ
し
た
る
こ
と
も
な
け
れ
共
。仕
廻
イ
付
カ

ね
ば
︿
ウ
﹀
座
を
立
ツ
て
︿
フ
シ
﹀
次
の
一
ト

間
に
入
リ
に
け
る
。

04

︿
ウ
﹀
重
忠
法
印
を
︿
ウ
﹀
近
く
招
（
ま
ね
）

き
。「︿
詞
﹀
景
清
が
せ
ん
ぎ
の
こ
と
。
重

忠
が
胸
中
（
け
う
ち
う
）
口
（
こ
う
）
外
に

出
さ
ぬ
こ
と
な
が
ら
。
貴
僧
（
き
そ
う
）

は
格
別
（
か
く
べ
つ
）
あ
か
し
申
さ
ん
。

平
家
の
方
に
も
誰
彼
（
た
れ
か
れ
）
と
名

有
ル
弓
取
は
多
き
中
に
。
彼
（
か
の
）
景

清
は
一
人
当
千
あ
つ
た
ら
し
き
も
の
ゝ

ふ
。
鍛
（
た
と
ひ
）
か
ら
め
と
れ
ば
と
て

無
下
（
む
げ
）
に
一
命
を
断
（
た
つ
）
べ
き

や
。
何
と
ぞ
彼
レ
が
心
を
和
（
や
は
）
ら

め
源
氏
の
幕
下
（
は
つ
か
）
に
付
ケ
置
ば
。

勇
者
（
ゆ
う
し
や
）
の
胤
（
た
ね
）
を
日
本

に
永
く
残
さ
ん
︻
兜
五
十
一
オ
︼
国
の
宝
。
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臥
竜
（
く
は
り
や
う
）
先
生
（
せ
ん
せ
い
）
が

猛
獲
（
も
う
く
は
く
）
を
七
度
迄
助
け
か
へ

し
。
終
（
つ
い
）
に
は
蜀
（
し
よ
く
）
の
み

か
た
と
な
し
つ
る
。︿
地
色
中
﹀
例
（
た
め
し
）

を
ま
ね
ぶ
寸
志
（
す
ん
し
）
の
忠
義
︿
ウ
﹀

景
清
ま
れ
に
入
リ
来
ら
ば
。︿
ハ
ル
﹀
此
道

理
を
演
説
（
ゑ
ん
ぜ
つ
）
有
て
︿
ウ
﹀
源
氏

に
つ
か
へ
存
命
︿
中
﹀
せ
よ
と
。︿
ウ
﹀
諫

（
い
さ
め
）
の
教
（
お
し
へ
）
は
お
僧
の
役
必

頼
み
︿
ハ
ル
﹀
存
る
」
と
。︿
ウ
﹀
敬
（
う
や

ま
）
ひ
深
く
の
給
ふ
に
ぞ

︿
ウ
﹀
轟
（
と
ゞ
ろ
き
）
御
坊
は
つ
と
か
ん

じ
。「︿
中
﹀
今
に
初
め
ぬ
秩
父
殿
の
仁
愛

（
し
ん
あ
い
）。︿
ウ
﹀
一
見
（
け
ん
）
阿
字
（
あ

じ
）
の
仏
教
（
ぶ
つ
け
う
）
も
︿
ウ
﹀
外
な

ら
ず
覚
︿
ハ
ル
﹀
さ
ふ
ら
ふ
」
と
。︿
ウ
﹀

歓
（
く
は
ん
）
喜
の
領
掌
（
れ
う
じ
や
う
）

な
し
給
ひ
。「
は
や
御
︿
ウ
﹀
暇
（
い
と
ま
）」

と
も
ぎ
ど
ふ
に
。出
ツ
家
か
た
ぎ
の
濁
（
に

ご
り
）
な
き
︿
ヲ
ク
リ
﹀
清
水
。
さ
し
て
帰

ら
る
ゝ
。

05

榛
ち
ゝ
ぶ
の
︿
ウ
﹀
郎
等
︿
ウ
﹀
榛
沢
（
は
ん

ざ
は
）
六
郎
成
清
。
遊
君
（
ゆ
う
く
ん
）
あ

こ
や
を
拷
問
（
が
う
も
ん
）
の
︿
ハ
ル
﹀
時

刻
（
じ
こ
く
）
も
限
（
か
ぎ
）
る
未
の
刻
。

︿
ウ
﹀
六
は
ら
よ
り
立
帰
り
︿
ウ
﹀
御
門
ン

に
お
ろ
す
囚
人
（
め
し
う
と
）
か
ご
。︿
ウ
﹀

簾
（
す
だ
れ
）
を
上
ケ
て
引
︿
中
﹀
出
す
。

︿
地
色
中
ウ
﹀
か
ゝ
る
折
か
ら
秩
父
（
ち
ゝ

ぶ
）
の
郎
等
（
ら
う
ど
う
）︿
ウ
﹀
榛
沢
（
は

ん
さ
は
）
六
郎
成
清
。
遊
君
（
ゆ
う
く
ん
）

あ
こ
や
を
拷
問
（
が
う
も
ん
）
の
︿
ハ
ル
﹀

時
刻
（
じ
こ
く
）
も
限
（
か
ぎ
）
る
未
（
ひ

つ
じ
）
の
刻
。︿
ウ
﹀
六
は
ら
よ
り
立
帰
り

︿
ウ
﹀
御
門
に
お
ろ
す
囚
人
（
め
し
う
と
）

か
ご
。︿
ウ
﹀
簾
（
す
だ
れ
）
を
上
ケ
て
引

︿
中
﹀
出
す
。

︿
地
色
中
ウ
﹀
か
ゝ
る
お
り
か
ら
ち
ゝ
ぶ
の

ら
う
ど
う
︿
ウ
﹀
は
ん
ざ
は
六
郎
な
り
き

よ
。
ゆ
う
く
ん
あ
こ
や
を
が
う
も
ん
の

︿
ハ
ル
﹀
じ
こ
く
も
か
ぎ
る
ひ
つ
じ
の
こ

く
。︿
ウ
﹀
六
は
ら
よ
り
立
チ
か
へ
り
︿
ウ
﹀

御
も
ん
に
お
ろ
す
め
し
う
ど
か
ご
。︿
ウ
﹀

す
だ
れ
を
あ
げ
て
引
キ
︿
中
﹀
出
す
。

▲
︿
地
色
中
﹀
か
ゝ
る
折
か
ら
︿
ウ
﹀
秩
父

（
ち
ゝ
ぶ
）
の
郎
等
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）
六
郎

成
清
。
遊
君
あ
こ
や
を
︿
ハ
ル
﹀
拷
問
（
が

う
も
ん
）
の
時
刻
（
じ
こ
く
）
も
限
る
未
の

刻
（
こ
く
）。
六
は
ら
よ
り
た
ち
か
へ
り
御

門
に
お
ろ
す
囚
人
（
め
し
う
と
）
駕
籠
（
か

ご
）。︿
ウ
﹀
簾
（
た
れ
）
を
︻
琴
せ
め
二
ウ
︼

上
ケ
て
引
キ
︿
中
﹀
出
す
。

あ
︿
ウ
﹀
姿
は
だ
て
の
襠
（
う
ち
か
け
）
や
。

い
ま
し
め
の
な
は
引
︻
兜
五
十
一
ウ
︼
か
へ

て
︿
ウ
﹀
縫
（
ぬ
ひ
）
の
も
や
う
の
︿
ハ
ル
﹀

い
と
結
（
む
す
び
）。︿
長
地
﹀
小
づ
ま
︿
ウ
﹀

取
る
手
も
︿
ウ
﹀
儘
な
れ
ど
︿
ウ
﹀
胸
（
む

ね
）
は
ほ
ど
け
ぬ
︿
ウ
﹀
思
ひ
の
色
︿
ウ
﹀

形
（
か
た
ち
）
は
は
で
に
。
気
は
し
ほ
れ
。

︿
ウ
﹀
生
筒
（
つ
ゝ
）
に
（
い
け
）︿
中
﹀
た
る

︿
ウ
﹀
姿
は
だ
て
の
襠
（
う
ち
か
け
）
や
。

い
ま
し
め
の
な
は
引
キ
︻
兜
五
十
一
ウ
︼
か

へ
て
︿
ウ
﹀
縫
（
ぬ
ひ
）
の
も
や
う
の
︿
ハ
ル
﹀

い
と
結
（
む
す
び
）。︿
長
地
﹀
小
づ
ま
︿
ウ
﹀

取
る
手
も
︿
ウ
﹀
儘
な
れ
ど
︿
ウ
﹀
胸
（
む

ね
）
は
ほ
ど
け
ぬ
︿
ウ
﹀
思
ひ
の
色
︿
ウ
﹀

形
（
か
た
ち
）
は
は
で
に
。
気
は
し
ほ
れ
。

︿
ウ
﹀
筒
（
つ
ゝ
）
に
生
（
い
け
）︿
中
﹀
た
る

︿
ウ
﹀
す
が
た
は
だ
て
の
う
ち
か
け
や
。

い
ま
し
め
の
な
は
引
キ
︿
ウ
﹀
か
へ
て
ぬ

ひ
の
も
や
う
の
︿
ハ
ル
﹀
い
と
む
す
び
。︿
長

地
﹀
小
づ
ま
︿
ウ
﹀
取
ル
手
も
︿
ウ
﹀
ま
ゞ

な
れ
ど
︿
ウ
﹀
む
ね
は
ほ
ど
け
ぬ
︿
ウ
﹀

思
ひ
の
い
ろ
︿
ウ
﹀
か
た
ち
は
は
で
に
き

は
し
ほ
れ
。︿
ウ
﹀
つ
ゝ
に
い
け
︿
中
﹀
た

る
ぼ
た
ん
く
は
の
。︿
フ
シ
﹀
水
あ
げ
か
ぬ

●
︿
ウ
﹀
姿
は
伊
達
（
だ
て
）
の
襠
（
う
ち

か
け
）
や
。
い
ま
し
め
の
縄
（
な
は
）。
引
キ

︿
ウ
﹀
か
へ
て
縫
（
ぬ
い
）
の
模
様
（
も
よ
う
）

の
︿
ハ
ル
﹀
糸
む
す
び
。︿
長
地
ウ
﹀
小
づ

ま
と
る
手
も
︿
ウ
﹀
儘
な
れ
ど
︿
ウ
﹀
胸

は
ほ
ど
け
ぬ
︿
ウ
﹀
思
ひ
の
い
ろ
︿
ウ
﹀

か
た
ち
は
は
で
に
気
は
︿
中
﹀
し
ほ
れ
。

︿
ウ
﹀
筒
（
つ
ゝ
）
に
生
ケ
︿
中
﹀
た
る
牡
丹
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牡
丹
花
（
ぼ
た
ん
く
は
）
の
。︿
フ
シ
﹀
水
上
ケ

か
ぬ
る
ふ
ぜ
い
也
。

牡
丹
花
（
ぼ
た
ん
く
は
）
の
。︿
フ
シ
﹀
水
上
ケ

か
ぬ
る
ふ
ぜ
い
也
。

る
︻
琴
責
上
二
オ
︼
ふ
ぜ
い
也
。

花
（
ぼ
た
ん
く
わ
）
の
。︿
フ
シ
﹀
水
上
ケ
か

ぬ
る
︿
ハ
ル
﹀
ふ
ぜ
い
︻
琴
せ
め
三
オ
︼
な
り
。

06

榛
︿
ウ
﹀
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）
六
郎
御
前
に
出
。

「︿
詞
﹀
仰
に
任
（
ま
か
せ
）
な
は
を
ゆ
る
し
。

さ
ま
〴
〵
な
だ
め
不
便
を
加
（
く
は
へ
）

尋
問
（
と
ひ
）
候
へ
共
。
な
ん
ぶ
ん
『
景

清
が
ゆ
く
ゑ
存
ぜ
ぬ
』
と
計
。︿
地
色
ウ
﹀

外
に
申
シ
口
も
是
な
き
故
︿
ハ
ル
﹀
召
（
め

し
）
つ
れ
て
候
」
と
。

︿
ウ
﹀
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）
六
郎
御
前
に
出
。

「︿
詞
﹀
仰
に
任
（
ま
か
せ
）
な
は
を
ゆ
る
し
。

さ
ま
〴
〵
な
だ
め
不
便
を
加
（
く
は
へ
）

尋
問
（
と
ひ
）
候
へ
共
。
な
ん
ぶ
ん
『
景

清
が
ゆ
く
ゑ
存
ぜ
ぬ
』
と
計
。︿
地
色
ウ
﹀

外
に
申
シ
口
も
是
な
き
故
︿
ハ
ル
﹀
召
（
め

し
）
つ
れ
て
候
」
と
。

︿
地
ウ
﹀
は
ん
ざ
は
六
郎
御
ぜ
ん
に
出
。

「︿
詞
﹀
お
ゝ
せ
に
ま
か
せ
な
は
を
ゆ
る
し
。

さ
ま
〴
〵
な
だ
め
ふ
び
ん
を
く
は
へ
た
づ

ね
と
ひ
候
へ
共
。
な
ん
ぶ
ん
『
か
げ
き
よ

が
行
ク
ゑ
ぞ
ん
ぜ
ぬ
』
と
ば
か
り
。︿
地
色

ウ
﹀
ほ
か
に
申
シ
口
も
こ
れ
な
き
︿
ハ
ル
﹀

ゆ
へ
め
し
つ
れ
て
候
」
と
。

▲
︿
地
ハ
ル
﹀
榛
沢
六
郎
︿
色
﹀
御
前
ン
に

出
。「︿
詞
﹀
お
ふ
せ
に
ま
か
せ
な
は
を
ゆ

る
し
。
さ
ま
〴
〵
な
だ
め
ふ
び
ん
を
く
は
へ

尋
問
候
へ
共
。
な
ん
ぶ
ん
『
景
清
が
行
ク

ゑ
存
ぜ
ぬ
』
と
ば
か
り
。︿
地
色
ウ
﹀
外
に

申
シ
口
も
是
な
き
ゆ
へ
︿
ハ
ル
﹀
召
連
て

候
」
と
。

岩
︿
ウ
﹀
披
露
（
ひ
ろ
う
）
な
か
ば
に
岩
永
左

衛
門
︿
ウ
﹀
つ
か
〳
〵
と
︿
色
﹀
立
出
。

「︿
詞
﹀
ヤ
ア
ぶ
念
也
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）。
科

人
（
と
が
に
ん
）
に
な
は
も
懸
ケ
ず
。
其
上

見
れ
ば
拷
問
（
が
う
も
ん
）
に
つ
か
れ
た

る
気
色
も
見
へ
ぬ
が
エ
ヽ
聞
へ
た
。
扨
は

御
辺
（
へ
ん
）
が
け
ふ
の
拷
問
な
ま
ぬ
る

く
や
ら
れ
し
な
。
よ
い
〳
〵
明
日
は
拙
者

が
受
取
。
そ
ふ
〳
〵
家
来
（
け
ら
い
）
任

に
も
成
ル
ま
じ
。
自
身
（
じ
し
ん
）
の
手

並
（
な
み
）
見
せ
つ
け
。
景
清
が
あ
り
か

ほ
ざ
か
し
て
み
せ
ふ
。
侍
イ
共
や
い
あ
の

女
め
︻
兜
五
十
二
オ
︼︿
地
ウ
﹀
岩
永
が
や
し

き
へ
引
ケ
」
と
。︿
ハ
ル
﹀
れ
い
の
そ
こ
つ

を

︿
ウ
﹀
披
露
（
ひ
ろ
う
）
な
か
ば
に
岩
永
左

衛
門
︿
ウ
﹀
つ
か
〳
〵
と
︿
色
﹀
立
出
。

「︿
詞
﹀
ヤ
ア
ぶ
念
也
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）。
科

人
（
と
が
に
ん
）
に
な
は
も
懸
ケ
ず
。
其
上

見
れ
ば
拷
問
（
が
う
も
ん
）
に
つ
か
れ
た

る
気
色
も
見
へ
ぬ
が
エ
ヽ
聞
へ
た
。
扨
は

御
辺
（
へ
ん
）
が
け
ふ
の
拷
問
な
ま
ぬ
る

く
や
ら
れ
し
な
。
よ
い
〳
〵
明
日
は
拙
者

が
受
取
。
そ
ふ
〳
〵
家
来
（
け
ら
い
）
任

に
も
成
ル
ま
じ
。
自
身
（
じ
し
ん
）
の
手

並
（
な
み
）
見
せ
つ
け
。
景
清
が
あ
り
か

ほ
ざ
か
し
て
み
せ
ふ
。
侍
イ
共
や
い
あ
の

女
め
︻
兜
五
十
二
オ
︼︿
地
ウ
﹀
岩
永
が
や
し

き
へ
引
ケ
」
と
。︿
ハ
ル
﹀
れ
い
の
そ
こ
つ

を

︿
ウ
﹀
ひ
ら
う
な
か
ば
に
岩
な
が
左
衛
門

︿
ウ
﹀
つ
か
〳
〵
と
︿
色
﹀
立
出
。「︿
詞
﹀

ヤ
ア
ぶ
ね
ん
也
は
ん
ざ
は
。
と
が
人
ン
に

な
は
も
か
け
ず
。
其
上
見
れ
ば
が
う
も
ん

に
つ
か
れ
た
る
け
し
き
も
見
へ
ぬ
が
ヱ
ヽ

聞
コ
へ
た
。
さ
て
は
御
へ
ん
が
け
ふ
の
が

う
も
ん
な
ま
ぬ
る
く
や
ら
れ
し
な
。
よ
い

〳
〵
明
︻
琴
責
上
二
ウ
︼
日
は
せ
つ
し
や
が

受
取
リ
。
そ
ふ
〳
〵
け
ら
い
ま
か
せ
に
も

な
る
ま
じ
。じ
ゝ
ん
の
手
な
み
見
せ
付
ケ
。

か
げ
き
よ
が
有
リ
家
ほ
ざ
か
し
て
見
せ

ふ
。
さ
ふ
ら
ひ
共
や
い
あ
の
女
め
︿
地
ウ
﹀

岩
な
が
が
や
し
き
へ
引
ケ
」
と
。︿
ハ
ル
﹀

れ
い
の
そ
こ
つ
を

■
︿
ウ
﹀
披
露
半
（
な
か
ば
）
に
岩
永
左
衛

門
。「︿
詞
﹀
ヤ
ア
ぶ
ね
ん
な
り
榛
沢
。科
（
と

が
）︻
琴
せ
め
三
ウ
︼
人
に
縄
（
な
は
）
も
か

け
す
。
其
上
見
れ
ば
拷
問
（
が
う
も
ん
）

に
つ
か
れ
た
る
け
し
き
も
見
へ
ぬ
が
。

ヱ
ヽ
聞
へ
た
。
扨
は
御
辺
（
ご
へ
ん
）
が
け

ふ
の
が
う
も
ん
な
ま
ぬ
る
く
や
ら
れ
し

な
。
よ
い
〳
〵
明
日
は
拙
者
（
せ
つ
し
や
）

が
請
ケ
取
リ
。
そ
ふ
〳
〵
家
来
（
け
ら
い
）

ま
か
せ
に
も
成
ル
ま
じ
。
自
身
（
じ
し
ん
）

の
手
な
み
見
セ
付
ケ
。︻
琴
せ
め
四
オ
︼
景

清
が
在
リ
家
（
か
）
ほ
ざ
か
し
て
見
せ
う
。

侍
イ
共
ヤ
イ
あ
の
女
め
。︿
地
ウ
﹀
岩
永
が

屋
敷
へ
引
ケ
」
と
。︿
ハ
ル
﹀
れ
い
の
そ
こ

つ
を

重
重
忠
押
と
め
「︿
ウ
﹀
い
や
先
待
タ
れ
よ

︿
色
﹀
岩
永
。︿
詞
﹀
な
は
を
ゆ
る
し
拷
問

（
が
う
も
ん
）
を
ゆ
る
め
し
も
。
榛
沢
（
は

ん
ざ
は
）
が
私
な
ら
ず
某
が
了
簡
（
れ
う
け

ん
）。
其
上
に
今
ン
日
の
く
れ
迄
は
此
方

の
は
か
ら
ひ
其
元
（
そ
こ
も
と
）
の
お
構

（
か
ま
ひ
）
な
い
筈
。
入
ラ
ぬ
せ
わ
御
無
用

〳
〵
。
こ
り
や
や
い
あ
こ
や
。
今
ン
日
も

ま
だ
白
状
（
は
く
ぜ
う
）
せ
ぬ
よ
し
は
て

扨
し
ぶ
と
い
な
ぜ
い
は
ぬ
。
去
リ
な
が
ら

そ
れ
も
な
あ
無
理
と
は
思
は
ぬ
。
義
理
と

情
を
表
（
お
も
て
）
に
立
ツ
る
が
遊
君
（
ゆ

う
く
ん
）
の
習
（
な
ら
ひ
）。
い
か
に
責
（
せ

め
）
ら
る
ゝ
が
つ
ら
い
と
て
。
な
じ
み
を

重
忠
押
と
め
「︿
ウ
﹀
い
や
先
待
タ
れ
よ

︿
色
﹀
岩
永
。︿
詞
﹀
な
は
を
ゆ
る
し
拷
問

（
が
う
も
ん
）
を
ゆ
る
め
し
も
。
榛
沢
（
は

ん
ざ
は
）
が
私
な
ら
ず
某
が
了
簡
（
れ
う
け

ん
）。
其
上
に
今
ン
日
の
く
れ
迄
は
此
方

の
は
か
ら
ひ
其
元
（
そ
こ
も
と
）
の
お
構

（
か
ま
ひ
）
な
い
筈
。
入
ラ
ぬ
せ
わ
御
無
用

〳
〵
。
こ
り
や
や
い
あ
こ
や
。
今
ン
日
も

ま
だ
白
状
（
は
く
ぜ
う
）
せ
ぬ
よ
し
は
て

扨
し
ぶ
と
い
な
ぜ
い
は
ぬ
。
去
リ
な
が
ら

そ
れ
も
な
あ
無
理
と
は
思
は
ぬ
。
義
理
と

情
を
表
（
お
も
て
）
に
立
ツ
る
が
遊
君
（
ゆ

う
く
ん
）
の
習
（
な
ら
ひ
）。
い
か
に
責
（
せ

め
）
ら
る
ゝ
が
つ
ら
い
と
て
。
な
じ
み
を

重
（
し
げ
）
た
ゞ
お
し
と
め
「︿
ウ
﹀
い
や

ま
づ
ま
た
れ
よ
︿
色
﹀
岩
な
が
。︿
詞
﹀
な

は
を
ゆ
る
し
が
う
も
ん
を
ゆ
る
め
し
も
。

は
ん
ざ
は
が
わ
た
く
し
な
ら
ず
。
そ
れ
が

し
が
れ
う
け
ん
。
其
上
に
今
ン
日
の
く
れ

迄
は
此
ほ
う
の
は
か
ら
ひ
そ
こ
も
と
の
お

か
ま
ひ
な
い
は
づ
。
い
ら
ぬ
せ
わ
御
無
用

〳
〵
。
こ
り
や
や
い
あ
こ
や
。
今
日
も
︻
琴

責
上
三
オ
︼
ま
だ
は
く
じ
や
う
せ
ぬ
よ
し

は
て
さ
て
し
ぶ
と
い
な
ぜ
い
は
ぬ
。
去
リ

な
が
ら
そ
れ
も
な
あ
む
り
と
は
思
は
ぬ
。

ぎ
り
と
な
さ
け
を
お
も
て
に
立
ツ
る
が
ゆ

う
く
ん
の
な
ら
ひ
。
い
か
に
せ
め
ら
る
ゝ

が
つ
ら
い
と
て
。
な
じ
み
を
か
さ
ね
た
お

▲
重
忠
︿
色
﹀
お
し
と
め
。「︿
中
﹀
イ
ヤ
先
ツ

︿
ハ
ル
﹀
待
タ
れ
よ
︿
色
﹀
岩
永
。︿
詞
﹀
な

は
を
ゆ
る
し
拷
問
（
が
う
も
ん
）
を
ゆ
る

め
し
も
。
榛
沢
が
私
シ
な
ら
ず
某
が
れ

う
け
ん
。
其
上
に
今
ン
日
の
く
れ
︻
琴
せ

め
四
ウ
︼
ま
で
は
此
方
の
は
か
ら
ひ
。
其

元
の
お
か
ま
ひ
な
い
は
づ
。
入
ラ
ぬ
世
話

御
無
用
〳
〵
。
コ
リ
ヤ
ヤ
イ
あ
こ
や
。
今

日
も
ま
だ
白
状
せ
ぬ
よ
し
。
は
て
扨
し
ぶ

と
い
な
ぜ
言
ハ
ぬ
。
去
（
さ
り
）
な
が
ら

夫
レ
も
な
ァ
無
理
と
は
思
は
ぬ
。
ぎ
り
と

情
ケ
を
表
テ
に
立
ツ
る
が
遊
君
の
な
ら

ひ
。
い
か
に
︻
琴
せ
め
五
オ
︼
責
（
せ
め
）

ら
る
ゝ
が
つ
ら
い
と
て
。
な
じ
み
を
重
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重
ね
た
夫
の
行
衛
つ
い
お
ふ
共
明
（
あ
か
）

さ
れ
ま
い
さ
。
さ
な
き
だ
に
流
（
な
が
れ
）

を
立
ツ
る
女
は
。
誠
な
き
者
と
一
む
き
に

心
へ
し
や
か
ら
も
あ
れ
ば
。
そ
れ
ら
が
譏

（
そ
し
り
）
も
う
た
て
く
思
ひ
。
又
は
同
じ

憂
伏
（
う
き
ふ
し
）
を
勤
（
つ
と
め
）
る
。

友
傍
輩
（
は
う
ば
い
）
の
顔
よ
ご
し
な
ど
ゝ

︻
兜
五
十
二
ウ
︼
思
ふ
て
の
こ
と
な
ら
ん
が
。

こ
ゝ
を
と
く
と
が
て
ん
せ
よ
。
景
清
が
ゆ

く
ゑ
。
存
ず
べ
き
者
な
れ
ば
こ
そ
か
ら
め

取
ツ
て
せ
ん
ぎ
も
す
る
。
有
リ
や
う
に
白

状
す
れ
ば
。
忝
く
も
鎌
倉
殿
の
御
意
を
安

（
や
す
）
ん
じ
奉
り
天
晴
（
あ
つ
は
れ
）
の
御

奉
公
。
万
人
の
譏
（
そ
し
り
）
を
受
て
も

君
一
人
の
心
に
叶
は
ゞ
。
其
身
の
冥
加

（
み
や
う
が
）
あ
し
か
ら
ま
じ
こ
ゝ
を
能
ク

弁
（
わ
き
ま
へ
）
テ
。
サ
ア
さ
つ
は
り
と
景

清
が
あ
り
か
。︿
地
色
ウ
﹀
此
重
忠
に
聞
せ

い
」
と
物
和
（
や
は
）
ら
か
に
︿
ウ
﹀
理
を

せ
め
て
。
然
（
し
か
）
も
こ
た
ゆ
る
せ
ん

ぎ
の
詞
。

重
ね
た
夫
の
行
衛
つ
い
お
ふ
共
明
（
あ
か
）

さ
れ
ま
い
さ
。
さ
な
き
だ
に
流
（
な
が
れ
）

を
立
ツ
る
女
は
。
誠
な
き
者
と
一
む
き
に

心
へ
し
や
か
ら
も
あ
れ
ば
。
そ
れ
ら
が
譏

（
そ
し
り
）
も
う
た
て
く
思
ひ
。
又
は
同
じ

憂
伏
（
う
き
ふ
し
）
を
勤
（
つ
と
め
）
る
。

友
傍
輩
（
は
う
ば
い
）
の
顔
よ
ご
し
な
ど
ゝ

︻
兜
五
十
二
ウ
︼
思
ふ
て
の
こ
と
な
ら
ん
が
。

こ
ゝ
を
と
く
と
が
て
ん
せ
よ
。
景
清
が
ゆ

く
ゑ
。
存
ず
べ
き
者
な
れ
ば
こ
そ
か
ら
め

取
ツ
て
せ
ん
ぎ
も
す
る
。
有
リ
や
う
に
白

状
す
れ
ば
。
忝
く
も
鎌
倉
殿
の
御
意
を
安

（
や
す
）
ん
じ
奉
り
天
晴
（
あ
つ
は
れ
）
の
御

奉
公
。
万
人
の
譏
（
そ
し
り
）
を
受
て
も

君
一
人
の
心
に
叶
は
ゞ
。
其
身
の
冥
加

（
み
や
う
が
）
あ
し
か
ら
ま
じ
こ
ゝ
を
能
ク

弁
（
わ
き
ま
へ
）
テ
。
サ
ア
さ
つ
は
り
と
景

清
が
あ
り
か
。︿
地
色
ウ
﹀
此
重
忠
に
聞
せ

い
」
と
物
和
（
や
は
）
ら
か
に
︿
ウ
﹀
理
を

せ
め
て
。
然
（
し
か
）
も
こ
た
ゆ
る
せ
ん

ぎ
の
詞
。

つ
と
の
行
ク
ゑ
つ
い
お
う
共
あ
か
さ
れ
ま

い
さ
。
さ
な
き
だ
に
な
が
れ
を
立
ツ
る
女

は
。
ま
こ
と
な
き
も
の
と
一
ト
む
き
に
心

へ
し
や
か
ら
も
あ
れ
ば
。
そ
れ
ら
が
そ
し

り
も
う
た
て
く
思
ひ
。
又
は
お
な
じ
う
き

ふ
し
を
つ
と
め
る
。
友
（
と
も
）
ほ
う
ば

い
の
か
ほ
よ
ご
し
な
ど
ゝ
思
ふ
て
の
事

︻
琴
責
上
三
ウ
︼
な
ら
ん
が
。
こ
ゝ
を
と
く

と
が
て
ん
せ
よ
。
か
げ
き
よ
が
行
ク
ゑ
。

ぞ
ん
ず
べ
き
も
の
な
れ
ば
こ
そ
か
ら
め
と

つ
て
せ
ん
ぎ
も
す
る
。
あ
り
や
う
に
は
く

じ
や
う
す
れ
ば
。
か
た
じ
け
な
く
も
か
ま

く
ら
殿
の
御
（
ぎ
よ
）
ゐ
を
や
す
ん
じ
た

て
ま
つ
り
あ
つ
ぱ
れ
の
御
ほ
う
こ
う
。
万
ン

人
ン
の
そ
し
り
を
う
け
て
も
き
み
一
人
ン

の
心
に
か
な
は
ゞ
。
其
身
の
め
う
が
あ
し

か
ら
ま
じ
こ
ゝ
を
よ
く
わ
き
ま
へ
て
。
サ
ア

さ
つ
ぱ
り
と
か
げ
き
よ
が
有
リ
家
。︿
地
色

ウ
﹀
此
重
た
ゞ
に
聞
カ
せ
い
」
と
物
や
は

ら
か
に
︿
ウ
﹀
り
を
せ
め
て
。
し
か
も
こ

た
︻
琴
責
上
四
オ
︼
ゆ
る
せ
ん
ぎ
の
詞

（
か
さ
）
ね
た
夫
ト
の
行
ク
ゑ
つ
い
お
ふ
共

明
カ
さ
れ
ま
い
さ
。
さ
な
き
だ
に
流
レ
を

立
ツ
る
女
は
ま
こ
と
な
き
者
と
一
ト
向
キ

に
心
得
し
や
か
ら
も
有
レ
ば
。
そ
れ
ら
が

そ
し
り
も
う
た
て
く
お
も
ひ
又
は
お
な
じ

う
き
ふ
し
を
勤
る
。
友
傍
輩
（
と
も
ほ
う

ば
い
）
の
︻
琴
せ
め
五
ウ
︼
顔
よ
ご
し
な
ど
ゝ

思
ふ
て
の
こ
と
な
ら
ん
が
。
こ
ゝ
を
と
く

と
合
点
（
が
て
ん
）
せ
よ
。
景
清
が
行
ク
ゑ
。

存
ず
べ
き
者
な
れ
ば
こ
そ
か
ら
め
取
ツ
て

せ
ん
義
も
す
る
。
有
リ
や
う
に
は
く
じ
や

う
す
れ
ば
。
忝
く
も
鎌
倉
殿
の
御
意
を
や

す
ん
じ
奉
り
天
晴
（
あ
つ
は
れ
）
の
御
奉

公
。
万
ン
人
ン
︻
琴
せ
め
六
オ
︼
の
そ
し
り

を
請
ケ
て
も
君
一
人
の
こ
ゝ
ろ
に
か
な

は
ゞ
。
其
身
の
め
う
が
あ
し
か
ら
ま
じ
サ

こ
ゝ
を
よ
く
弁
（
わ
き
ま
）
へ
て
。
サ
ア
さ

つ
ぱ
り
と
景
清
が
在
リ
家
（
か
）。︿
地
色
ウ
﹀

此
重
忠
に
聞
カ
せ
い
」
と
物
和
ら
か
に
理

を
せ
め
て
。︿
色
﹀
し
か
も
。︿
中
﹀
こ
た

ゆ
る
︿
ウ
フ
シ
﹀
詮
（
せ
ん
）
義
の
詞
。

07

あ
︿
ウ
﹀
あ
こ
や
は
聞
イ
て
「︿
色
﹀
さ
つ
て

も
き
び
し
い
殿
様
。︿
詞
﹀
四
相
（
さ
う
）

を
さ
と
る
御
方
と
は
常
（
つ
ね
）
々
噂
（
う

は
さ
）
に
聞
イ
た
れ
ど
。
な
ん
の
子
細
（
し

さ
い
）
ら
し
い
四
相
の
五
相
の
。
小
袖
に

留
（
と
め
）
る
き
や
ら
じ
や
迄
と
あ
だ
口

に
言
イ
な
が
せ
し
が
。
け
ふ
の
仰
に
が
ゝ

お
れ
た
。
勤
（
つ
と
め
）
の
身
の
心
を
く

ん
で
忝
い
お
つ
し
や
り
や
う
な
ん
〳
〵
の

せ
い
文
で
。
景
︻
兜
五
十
三
オ
︼
清
殿
の
ゆ

く
ゑ
知
ツ
て
さ
へ
ゐ
る
な
ら
お
心
に
ほ
だ

さ
れ
。
つ
い
。
ぽ
ん
と
言
て
の
け
ふ
が
何

を
言
て
も
知
ラ
ぬ
か
真
実
（
し
ん
じ
つ
）。

そ
れ
と
て
も
疑
（
う
た
が
ひ
）
は
れ
ず
ば
ハ
テ

い
つ
迄
も
責
（
せ
め
）
ら
れ
ふ
わ
い
な
。︿
地

色
ウ
﹀
責
ら
る
ゝ
が
︿
ハ
ル
﹀
勤
の
か
は
り
。

︿
ウ
﹀
お
前
が
た
も
精
（
せ
い
）
出
し
て
お

責
な
さ
る
が
身
の
お
勤
メ
。︿
中
ウ
﹀
つ
と

︿
ウ
﹀
あ
こ
や
は
聞
イ
て
「︿
色
﹀
さ
つ
て

も
き
び
し
い
殿
様
。︿
詞
﹀
四
相
（
さ
う
）

を
さ
と
る
御
方
と
は
常
（
つ
ね
）
々
噂
（
う

は
さ
）
に
聞
イ
た
れ
ど
。
な
ん
の
子
細
（
し

さ
い
）
ら
し
い
四
相
の
五
相
の
。
小
袖
に

留
（
と
め
）
る
き
や
ら
じ
や
迄
と
あ
だ
口

に
言
イ
な
が
せ
し
が
。
け
ふ
の
仰
に
が
ゝ

お
れ
た
。
勤
（
つ
と
め
）
の
身
の
心
を
く

ん
で
忝
い
お
つ
し
や
り
や
う
な
ん
〳
〵
の

せ
い
文
で
。
景
︻
兜
五
十
三
オ
︼
清
殿
の
ゆ

く
ゑ
知
ツ
て
さ
へ
ゐ
る
な
ら
お
心
に
ほ
だ

さ
れ
。
つ
い
。
ぽ
ん
と
言
て
の
け
ふ
が
何

を
言
て
も
知
ラ
ぬ
か
真
実
（
し
ん
じ
つ
）。

そ
れ
と
て
も
疑
（
う
た
が
ひ
）
は
れ
ず
ば
ハ
テ

い
つ
迄
も
責
（
せ
め
）
ら
れ
ふ
わ
い
な
。︿
地

色
ウ
﹀
責
ら
る
ゝ
が
︿
ハ
ル
﹀
勤
の
か
は
り
。

︿
ウ
﹀
お
前
が
た
も
精
（
せ
い
）
出
し
て
お

責
な
さ
る
が
身
の
お
勤
メ
。︿
中
ウ
﹀
つ
と

︿
ウ
﹀
あ
こ
や
は
聞
イ
て
「︿
色
﹀
さ
つ
て

も
き
び
し
い
と
の
様
。︿
詞
﹀
四
さ
う
を

さ
と
る
御
ン
か
た
と
は
つ
ね
〴
〵
う
は
さ

に
聞
た
れ
ど
。
な
ん
の
し
さ
い
ら
し
い
四

さ
う
の
五
さ
う
の
。
小
そ
で
に
と
め
る
き

や
ら
じ
や
迄
と
あ
だ
口
に
い
ひ
な
が
せ
し

が
。
け
ふ
の
お
ゝ
せ
に
が
ゞ
お
れ
た
。
つ

と
め
の
身
の
心
を
く
ん
で
か
た
じ
け
な
い

お
つ
し
や
り
や
う
な
ん
〳
〵
の
せ
い
も
ん

で
。
か
げ
き
よ
殿
の
行
ク
ゑ
し
つ
て
さ
へ

ゐ
る
な
ら
お
心
に
ほ
だ
さ
れ
。
つ
い
ぽ
ん

と
い
ふ
て
の
け
ふ
が
何
を
い
ふ
て
も
し
ら

︻
琴
責
上
四
ウ
︼
ぬ
が
し
ん
じ
つ
。
そ
れ
と

て
も
う
た
が
ひ
は
れ
ず
ば
ハ
テ
い
つ
迄
も

せ
め
ら
れ
ふ
は
い
な
。︿
地
色
ウ
﹀
せ
め
ら

る
ゝ
が
︿
ハ
ル
﹀
つ
と
め
の
か
は
り
。︿
ウ
﹀

お
ま
へ
が
た
も
せ
い
出
し
て
お
せ
め
な
さ

る
が
身
の
お
つ
と
め
。︿
中
ウ
﹀
つ
と
め
と

●
︿
地
ウ
﹀
あ
こ
や
は
聞
イ
て
「︿
ハ
ル
﹀

さ
つ
て
も
︻
琴
せ
め
六
ウ
︼
き
び
し
い
︿
色
﹀

殿
様
。︿
詞
﹀
四
相
（
さ
う
）
を
さ
と
る
御

か
た
と
は
常
々
噂
（
う
は
さ
）
に
聞
た
れ

ど
。
な
ん
の
し
さ
い
ら
し
い
四
相
（
さ
う
）

の
五
さ
う
の
。
小
そ
で
に
留
メ
る
き
や
ら

じ
や
ま
で
と
あ
だ
口
に
言
イ
な
が
せ
し

が
。
け
ふ
の
仰
に
我
（
が
）
が
お
れ
た
。

勤
メ
の
身
の
心
を
く
ん
で
︻
琴
せ
め
七
オ
︼

忝
い
お
つ
し
や
り
様
。
な
ん
〳
〵
の
誓
文

（
せ
い
も
ん
）
で
。
景
清
殿
の
行
ク
ゑ
知
ツ

て
さ
へ
ゐ
る
な
ら
は
お
心
に
ほ
だ
さ
れ
。

つ
い
ぽ
ん
と
言
フ
て
の
け
ふ
が
何
を
言
フ

て
も
知
ラ
ぬ
が
真
実
（
し
ん
じ
つ
）。
夫
レ

と
て
も
疑
（
う
た
が
）
ひ
は
れ
ず
ば
。
ハ
テ

い
つ
迄
も
責
（
せ
め
）
ら
れ
ふ
わ
い
な
。︿
地

色
ウ
﹀
責
ら
る
ゝ
が
︿
ハ
ル
﹀
つ
と
め
の
︻
琴

せ
め
七
ウ
︼
か
は
り
お
ま
へ
が
た
も
せ
い
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め
と
言
字
に
二
つ
は
な
い
︿
ハ
ル
﹀
ア
ヽ

浮
世
で
は
有
ル
ぞ
い
な
」
と
。

め
と
言
字
に
二
つ
は
な
い
︿
ハ
ル
﹀
ア
ヽ

浮
世
で
は
有
ル
ぞ
い
な
」
と
。

い
ふ
字
（
じ
）
に
二
つ
は
な
い
︿
ハ
ル
﹀
ア
ヽ

う
き
よ
で
は
あ
る
ぞ
い
な
」
と
。

出
し
て
お
せ
め
な
さ
る
が
身
の
お
勤
。

︿
中
ウ
﹀
勤
と
言
フ
字
（
じ
）
に
二
つ
は
な

い
︿
ハ
ル
﹀
ア
ヽ
う
き
よ
で
は
有
ぞ
い
な
」

と
。

岩
言
ふ
に
そ
ば
か
ら
︿
ウ
﹀
こ
ら
へ
ぬ
岩
永
。

「
ヤ
ア
べ
り
〳
〵
と
は
つ
し
や
い
だ
お
ど

骨
（
ぼ
ね
）。︿
詞
﹀
ぜ
ひ
白
状
を
せ
ぬ
に

置
イ
て
は
。
此
間
タ
の
拷
問
（
が
う
も
ん
）

に
品
を
か
へ
て
憂
（
う
い
）
め
を
見
す
る
。

聞
ケ
ば
う
ぬ
は
く
は
い
た
い
と
な
。
よ
い

〳
〵
急
度
思
ひ
付
イ
た
。︿
地
色
ウ
﹀
腹
（
は

ら
）
に
子
の
有
ル
が
ざ
み
の
格
（
か
く
）︿
ハ

ル
﹀
塩
煎
（
し
ほ
い
り
）
責
に
し
て
︿
ウ
﹀

く
れ
ふ
」
と
。︿
ウ
﹀
お
ど
し
か
く
れ
ば

言
ふ
に
そ
ば
か
ら
︿
ウ
﹀
こ
ら
へ
ぬ
岩
永
。

「
ヤ
ア
べ
り
〳
〵
と
は
つ
し
や
い
だ
お
ど

骨
（
ぼ
ね
）。︿
詞
﹀
ぜ
ひ
白
状
を
せ
ぬ
に

置
イ
て
は
。
此
間
タ
の
拷
問
（
が
う
も
ん
）

に
品
を
か
へ
て
憂
（
う
い
）
め
を
見
す
る
。

聞
ケ
ば
う
ぬ
は
く
は
い
た
い
と
な
。
よ
い

〳
〵
急
度
思
ひ
付
イ
た
。︿
地
色
ウ
﹀
腹
（
は

ら
）
に
子
の
有
ル
が
ざ
み
の
格
（
か
く
）︿
ハ

ル
﹀
塩
煎
（
し
ほ
い
り
）
責
に
し
て
︿
ウ
﹀

く
れ
ふ
」
と
。︿
ウ
﹀
お
ど
し
か
く
れ
ば

い
ふ
ふ
に
そ
ば
か
ら
︿
ウ
﹀
こ
ら
へ
ぬ
岩

な
が
。「
ヤ
ア
べ
り
〳
〵
と
は
つ
し
や
い

だ
お
と
ぼ
ね
。︿
詞
﹀
ぜ
ひ
は
く
じ
や
う

を
せ
ぬ
に
お
い
て
は
。
此
あ
い
だ
の
が
う

も
ん
に
し
な
を
か
へ
て
う
い
め
を
見
す

る
。
聞
ケ
ば
う
ぬ
は
く
は
い
た
い
と
な
。

よ
い
〳
〵
き
つ
と
︻
琴
責
上
五
オ
︼
思
ひ
付
イ

た
。︿
地
色
ウ
﹀
は
ら
に
子
の
有
ル
が
ざ
み

の
か
く
︿
ハ
ル
﹀
し
ほ
い
り
ぜ
め
に
︿
ウ
﹀

し
て
く
れ
ふ
」
と
。︿
ウ
﹀
お
ど
し
か
く

れ
ば

■
言
フ
に
そ
ば
か
ら
︿
ウ
﹀
こ
ら
へ
ぬ
岩

永
。「︿
ウ
﹀
ヤ
ア
べ
り
〳
〵
と
は
つ
し
や

い
だ
︿
色
﹀
お
と
ぼ
ね
。︿
詞
﹀
ぜ
ひ
白
状

を
せ
ぬ
に
置
イ
て
は
。
此
あ
い
だ
の
︻
琴

せ
め
八
オ
︼
が
う
も
ん
に
品
を
か
へ
て
う

い
め
を
見
す
る
。
聞
ば
う
ぬ
は
懐
胎
（
く

わ
い
た
い
）
と
な
。
よ
い
〳
〵
き
つ
と
思

ひ
付
た
。︿
地
色
ウ
﹀
は
ら
に
子
の
あ
る
が

ざ
み
の
格
（
か
く
）︿
ハ
ル
﹀
塩
煎
（
し
ほ
い

り
）
責
（
せ
め
）
に
し
て
く
れ
ふ
」
と
。︿
ウ
﹀

お
ど
し
か
く
れ
ば
。

あ
「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。︿
詞
﹀
そ
ん
な
こ
と
こ
は
が

つ
て
公
界
（
く
が
い
）
が
片
時
（
か
た
と
き
）

な
ら
ふ
か
い
な
。
同
じ
や
う
に
座
に
な
ら

ん
で
。
殿
様
顔
し
て
ご
︻
兜
五
十
三
ウ
︼

ざ
れ
共
い
き
か
た
は
雪
と
墨
。
重
忠
様
の

は
か
ら
ひ
と
て
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）
様
の

け
ふ
の
せ
ん
ぎ
。
な
は
も
懸
ケ
ず
責
も
な

く
六
は
ら
の
松
陰
に
て
。
物
ひ
そ
や
か
に

義
理
ず
く
め
さ
ま
〴
〵
と
い
た
は
り
て
。

『
サ
ア
景
清
が
ゆ
く
ゑ
』
は
と
問
（
と
は
）

れ
し
時
の
其
く
る
し
さ
。︿
地
色
中
﹀
水
責

火
せ
め
は
こ
た
ゑ
ふ
が
︿
ウ
﹀
情
と
義
理

と
に
︿
ハ
ル
﹀
ひ
し
が
れ
て
は
。
此
ほ
ね

〴
〵
も
く
だ
く
る
思
ひ
︿
ウ
﹀
そ
れ
程
せ

つ
な
い
︿
ウ
﹀
こ
と
な
が
ら
。
知
ラ
ぬ
こ

と
は
ぜ
ひ
も
な
し
︿
ウ
﹀
此
上
の
お
情
に

は
。︿
上
﹀
い
つ
そ
︿
ウ
﹀
殺
し
て
下
さ
ん

せ
」
と
︿
ス
ヱ
テ
﹀
と
ん
と
投
（
な
げ
）
出

す
身
の
か
く
ご
。

「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。︿
詞
﹀
そ
ん
な
こ
と
こ
は
が

つ
て
公
界
（
く
が
い
）
が
片
時
（
か
た
と
き
）

な
ら
ふ
か
い
な
。
同
じ
や
う
に
座
に
な
ら

ん
で
。
殿
様
顔
し
て
ご
︻
兜
五
十
三
ウ
︼

ざ
れ
共
い
き
か
た
は
雪
と
墨
。
重
忠
様
の

は
か
ら
ひ
と
て
榛
沢
（
は
ん
ざ
は
）
様
の

け
ふ
の
せ
ん
ぎ
。
な
は
も
懸
ケ
ず
責
も
な

く
六
は
ら
の
松
陰
に
て
。
物
ひ
そ
や
か
に

義
理
ず
く
め
さ
ま
〴
〵
と
い
た
は
り
て
。

『
サ
ア
景
清
が
ゆ
く
ゑ
は
』
と
問
（
と
は
）

れ
し
時
の
其
く
る
し
さ
。︿
地
色
中
﹀
水
責

火
せ
め
は
こ
た
ゑ
ふ
が
︿
ウ
﹀
情
と
義
理

と
に
︿
ハ
ル
﹀
ひ
し
が
れ
て
は
。
此
ほ
ね

〴
〵
も
く
だ
く
る
思
ひ
︿
ウ
﹀
そ
れ
程
せ

つ
な
い
︿
ウ
﹀
こ
と
な
が
ら
。
知
ラ
ぬ
こ

と
は
ぜ
ひ
も
な
し
︿
ウ
﹀
此
上
の
お
情
に

は
。︿
上
﹀
い
つ
そ
︿
ウ
﹀
殺
し
て
下
さ
ん

せ
」
と
︿
ス
ヱ
テ
﹀
と
ん
と
投
（
な
げ
）
出

す
身
の
か
く
ご
。

「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。︿
詞
﹀
そ
ん
な
こ
と
こ
は
が

つ
て
く
が
い
が
か
た
時
キ
な
ら
ふ
か
い

な
。
お
な
じ
や
う
に
座
（
ざ
）
に
な
ら
ん

で
。
と
の
様
が
ほ
し
て
ご
ざ
れ
ど
も
い
き

か
た
は
ゆ
き
と
す
み
。
重
た
ゞ
様
の
は
か

ら
ひ
と
て
は
ん
ざ
は
様
の
け
ふ
の
せ
ん

ぎ
。
な
わ
も
か
け
ず
せ
め
も
な
く
六
は
ら

の
松
か
げ
に
て
。
物
ひ
そ
や
か
に
ぎ
り
ず

く
め
さ
ま
〴
〵
と
い
た
は
り
て
。『
サ
ア

か
げ
き
よ
が
ゆ
く
ゑ
は
』と
と
は
れ
し
時
キ

の
其
く
る
し
︻
琴
責
上
五
ウ
︼
さ
。︿
地
色
中
﹀

水
ぜ
め
火
ぜ
め
は
こ
た
ゑ
ふ
が
︿
ウ
﹀
な

さ
け
と
ぎ
り
と
に
︿
ハ
ル
﹀
ひ
し
が
れ
て

は
。
此
ほ
ね
〴
〵
も
く
だ
く
る
思
ひ
︿
ウ
﹀

そ
れ
ほ
ど
せ
つ
な
い
︿
ウ
﹀
事
な
が
ら
。

し
ら
ぬ
事
は
ぜ
ひ
も
な
し
︿
ウ
﹀
此
上
の

お
な
さ
け
に
は
。︿
上
﹀
い
つ
そ
︿
ウ
﹀
こ

ろ
し
て
下
タ
さ
ん
せ
」
と
︿
ス
ヱ
テ
﹀
と

ん
と
な
げ
出
す
身
の
か
く
ご
。

●
「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。︿
詞
﹀
そ
ん
な
こ
と
こ
は

か
つ
て
く
が
い
が
か
た
時
な
ら
ふ
か
い

な
。
同
じ
︻
琴
せ
め
八
ウ
︼
や
う
に
座
に
な

ら
ん
で
殿
様
が
ほ
し
て
ご
ざ
れ
共
。
い
き

か
た
は
雪
と
す
み
。
重
忠
様
の
は
か
ら
ひ

と
て
榛
沢
様
の
け
ふ
の
せ
ん
義
。
縄
も
か

け
ず
責
（
せ
め
）
も
な
く
六
は
ら
の
松
陰

に
て
。
物
ひ
そ
や
か
に
ぎ
り
す
く
め
さ
ま

〳
〵
と
い
た
は
り
て
。『
サ
ア
景
清
が
行
ク

ゑ
は
』
と
。︻
琴
せ
め
九
オ
︼
と
は
れ
し
時

の
其
く
る
し
さ
。︿
地
中
﹀
水
せ
め
火
責
は

こ
た
ゑ
ふ
か
︿
ウ
﹀
情
ケ
と
き
り
と
に
︿
ハ

ル
﹀
ひ
し
か
れ
て
は
此
骨
〴
〵
も
砕
（
く

だ
）
く
る
思
ひ
夫
レ
程
せ
つ
な
い
事
な
が

ら
。
知
ラ
ぬ
事
は
せ
ひ
も
な
し
︿
ウ
﹀
此

上
の
お
な
さ
け
に
は
。︿
上
﹀
い
つ
そ
︿
ウ
﹀

こ
ろ
し
て
下
さ
ん
せ
」
と
︿
ス
ヱ
テ
﹀
と

ん
と
な
け
出
す
身
の
︻
琴
せ
め
九
ウ
︼︿
中
﹀

か
く
ご
。

岩
︿
フ
シ
﹀
も

︿
フ
シ
﹀
も

︿
フ
シ
﹀
も

■
︿
フ
シ
﹀
も

重
て

て

て

▲
て

岩
余
（
あ
ま
）
し
て
ぞ

余
（
あ
ま
）
し
て
ぞ

あ
ま
し
て
ぞ

■
あ
ま
し
︿
ハ
ル
﹀
て
ぞ
。
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重岩
︿
ハ
ル
﹀
見
へ
に
け
る
。

︿
ハ
ル
﹀
見
へ
に
け
る
。

︿
ハ
ル
﹀
見
へ
に
け
る
。

▲
■
見
へ
に
け
る
。

08

重
︿
中
﹀
重
忠
︿
ウ
﹀
榛
沢
を
近
く
召
（
め
さ
）

れ
。「︿
詞
﹀
か
程
心
を
つ
く
せ
共
。
誠
を

明
さ
ぬ
上
か
ら
は
目
通
リ
で
拷
問
せ
ん
。

︿
地
色
中
﹀
そ
れ
〳
〵
」
と
仰
有
ル

︿
中
﹀
重
忠
︿
ウ
﹀
榛
沢
を
近
く
召
（
め
さ
）

れ
。「︿
詞
﹀
か
程
心
を
つ
く
せ
共
。
誠
を

明
さ
ぬ
上
か
ら
は
目
通
リ
で
拷
問
せ
ん
。

︿
地
色
中
﹀
そ
れ
〳
〵
」
と
仰
有
ル

︿
中
ウ
﹀
し
げ
た
ゞ
は
ん
ざ
は
を
ち
か
く
め

さ
れ
。「︿
詞
﹀
か
ほ
ど
心
を
つ
く
せ
共
。

ま
こ
と
を
あ
か
さ
ぬ
上
か
ら
は
目
ど
を
り

で
が
う
も
ん
せ
ん
。︿
地
色
中
﹀
そ
れ
〳
〵
」

と
お
ゝ
せ
有
ル

▲
︿
地
中
﹀
重
忠
︿
ハ
ル
﹀
榛
沢
を
︿
色
﹀

ち
か
く
め
さ
れ
。「︿
詞
﹀
か
ほ
と
心
を
つ

く
せ
共
。
誠
を
明
さ
ぬ
上
ヱ
か
ら
は
目
通

り
で
が
う
も
ん
せ
ん
。︿
地
ウ
﹀
そ
れ
〳
〵
」

と
仰
有
。

岩
︿
ハ
ル
﹀
詞
の
尾
（
お
）
に
付
ク
︿
ウ
﹀
岩
永

左
衛
門
。「︿
詞
﹀
や
あ
〳
〵
者
共
。
あ
こ

や
め
に
水
く
ら
は
す
用
意
〳
〵
」
と
呼

（
よ
ば
）︻
兜
五
十
四
オ
︼
は
る
に
ぞ
。

︿
ハ
ル
﹀
詞
の
尾
（
お
）
に
付
ク
︿
ウ
﹀
岩
永

左
衛
門
。「︿
詞
﹀
や
あ
〳
〵
者
共
。
あ
こ

や
め
に
水
く
ら
は
す
用
意
〳
〵
」
と
呼

（
よ
ば
）︻
兜
五
十
四
オ
︼
は
る
に
ぞ
。

︿
ハ
ル
﹀
詞
の
を
に
付
ク
︿
ウ
﹀
岩
永
左
衛

門
。︻
琴
責
上
六
オ
︼「︿
詞
﹀
ヤ
ア
〳
〵
者
共
。

あ
こ
や
め
に
水
く
ら
は
す
よ
う
ゐ
〳
〵
」

と
よ
ば
ゝ
る
に
ぞ
。

■
︿
ハ
ル
﹀
詞
の
尾
に
付
岩
永
︿
色
﹀
左
衛

門
。「︿
詞
﹀
や
あ
〳
〵
者
共
。
あ
こ
や
め

に
水
く
ら
は
す
用
意
〳
〵
」︻
琴
せ
め
十
オ
︼

と
呼
は
る
に
ぞ
。

奴
「︿
地
ハ
ル
﹀
あ
つ
」
と
答
（
こ
た
へ
）
て
し

ら
す
の
内

「︿
地
ハ
ル
﹀
あ
つ
」
と
答
（
こ
た
へ
）
て
し

ら
す
の
内

「︿
地
ハ
ル
﹀
あ
つ
」
と
こ
た
へ
て
し
ら
す

の
内

●
「︿
地
ハ
ル
﹀
あ
つ
」
と
こ
た
へ
て
白
洲

（
し
ら
す
）
の
︿
中
﹀
内
。

あ
︿
ウ
﹀
な
を
す
梯
子
（
は
し
ご
）
を
見
る
に

さ
へ
。︿
ウ
﹀
心
は
の
ぼ
る
枕
（
ま
く
ら
）

の
︿
中
﹀
横
槌
（
よ
こ
づ
ち
）。︿
ウ
﹀
庭
の

か
た
へ
の
井
戸
や
か
た
ふ
か
く
も
き
し
る

︿
ウ
﹀
絞
車
（
く
る
ま
き
）
の
。︿
ハ
ル
﹀
胸

に
ひ
ゞ
き
て
︿
ウ
﹀
気
を
ひ
や
す
。
あ
こ

や
が
心
の
濁
（
に
ご
り
）
水
︿
ス
ヱ
テ
﹀
今

し
も
呑
（
の
む
）
や
と
︿
中
﹀
か
く
ご
の
体
。

︿
ウ
﹀
な
を
す
梯
子
（
は
し
ご
）
を
見
る
に

さ
へ
。︿
ウ
﹀
心
は
の
ぼ
る
枕
（
ま
く
ら
）

の
︿
中
﹀
横
槌
（
よ
こ
づ
ち
）。︿
ウ
﹀
庭
の

か
た
へ
の
井
戸
や
か
た
ふ
か
く
も
き
し
る

︿
ウ
﹀
絞
車
（
く
る
ま
き
）
の
。︿
ハ
ル
﹀
胸

に
ひ
ゞ
き
て
︿
ウ
﹀
気
を
ひ
や
す
。
あ
こ

や
が
心
の
濁
（
に
ご
り
）
水
︿
ス
ヱ
テ
﹀
今

し
も
呑
（
の
む
）
や
と
︿
中
﹀
か
く
ご
の
体
。

︿
ウ
﹀
な
を
す
は
し
ご
を
見
る
に
さ
へ
。

︿
ウ
﹀
心
は
の
ぼ
る
ま
く
ら
の
︿
中
﹀
よ
こ

づ
ち
。︿
ウ
﹀
に
は
の
か
た
へ
の
井
戸
や

か
た
ふ
か
く
も
き
し
る
︿
ウ
﹀
く
る
ま
き

の
。︿
ハ
ル
﹀
む
ね
に
ひ
ゞ
き
て
︿
ウ
﹀
き

を
ひ
や
す
。
あ
こ
や
が
心
の
に
ご
り
水

︿
ス
ヱ
テ
﹀
今
し
も
の
む
や
と
︿
中
﹀
か
く

ご
の
て
い

︿
ウ
﹀
な
を
す
は
し
ご
を
︿
ハ
ル
﹀
見
る
に

さ
へ
。
心
は
の
ぼ
る
枕
の
︿
中
﹀
横
槌
（
づ

ち
）。︿
ウ
﹀
庭
の
か
た
へ
の
井
戸
や
か
た

深
カ
く
も
き
し
る
︿
ハ
ル
﹀
絞
（
く
る
）
車

の
。︿
ウ
﹀
胸
に
響
（
ひ
ゞ
）
き
て
気
を
ひ

や
す
あ
こ
や
が
心
の
に
こ
り
水
。︿
ス
ヱ

テ
﹀
今
し
も
呑
（
の
む
）
や
と
︻
琴
せ
め
十
ウ
︼

︿
中
﹀
か
く
ご
の
体
（
て
い
）。

09

重
︿
ウ
﹀
重
忠
庭
に
お
り
立
チ
て
。「︿
詞
﹀
ア
ヽ

ぎ
や
う
〳
〵
し
し
づ
ま
れ
〳
〵
。
あ
こ
や

を
拷
問
の
責
道
具
（
せ
め
だ
う
ぐ
）
は
。
某

か
ね
て
拵
（
こ
し
ら
へ
）
置
た
り
。︿
地
色
ウ
﹀

誰
か
有
ル
持
参
せ
よ
」
と

︿
ウ
﹀
重
忠
庭
に
お
り
立
チ
て
。「︿
詞
﹀
ア
ヽ

ぎ
や
う
〳
〵
し
し
づ
ま
れ
〳
〵
。
あ
こ
や

を
拷
問
の
責
道
具
（
せ
め
だ
う
ぐ
）
は
。
某

か
ね
て
拵
（
こ
し
ら
へ
）
置
た
り
。︿
地
色
ウ
﹀

誰
か
有
ル
持
参
せ
よ
」
と

︿
ウ
﹀
重
た
ゞ
に
は
に
お
り
立
チ
て
。「︿
詞
﹀

ア
ヽ
ぎ
や
う
〳
〵
し
し
づ
ま
れ
〳
〵
。
あ

こ
や
を
が
う
も
ん
の
せ
め
だ
う
ぐ
は
。
そ

れ
が
し
か
ね
て
こ
し
ら
へ
お
い
た
り
。

︿
地
色
ウ
﹀
た
れ
か
有
ル
ぢ
︻
琴
責
上
六
ウ
︼

さ
ん
せ
よ
」
と

▲
︿
ウ
﹀
重
忠
庭
（
に
は
）
に
︿
色
﹀
お
り

立
て
。「︿
詞
﹀
ア
ヽ
ぎ
や
う
〴
〵
し
し
づ

ま
れ
〳
〵
。
あ
こ
や
を
が
う
も
ん
の
責

（
せ
め
）
道
具
は
。
某
（
そ
れ
が
し
）
兼
て
拵

（
こ
し
ら
へ
）
置
イ
た
り
。︿
地
ウ
﹀
誰
か
有
ル

持
参
（
ぢ
さ
ん
）
せ
よ
」
と
。

榛
︿
ハ
ル
﹀
仰
に
従
ひ
持
出
る
は
。
い
と
も

︿
ウ
﹀
や
さ
し
き
玉
琴
（
た
ま
ご
と
）
に
︿
ウ
﹀

三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
鼓
弓
（
こ
き
う
）
取
そ

へ
て
。︿
ウ
﹀
ね
じ
め
も
嘸
（
さ
ぞ
）
と
し

ら
す
成
ル
。︿
フ
シ
﹀
あ
こ
や
が
前
に
な
ら

べ
置
ク
。

︿
ハ
ル
﹀
仰
に
従
ひ
持
出
る
は
。
い
と
も

︿
ウ
﹀
や
さ
し
き
玉
琴
（
た
ま
ご
と
）
に
︿
ウ
﹀

三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
鼓
弓
（
こ
き
う
）
取
そ

へ
て
。︿
ウ
﹀
ね
じ
め
も
嘸
（
さ
ぞ
）
と
し

ら
す
成
ル
。︿
フ
シ
﹀
あ
こ
や
が
前
に
な
ら

べ
置
ク
。

︿
ハ
ル
﹀
お
ゝ
せ
に
し
た
が
ひ
持
チ
出
る

は
。
い
と
も
︿
ウ
﹀
や
さ
し
き
た
ま
ご
と

に
︿
ウ
﹀
さ
み
せ
ん
こ
き
う
取
リ
そ
へ
て
。

︿
ウ
﹀
ね
じ
め
も
さ
ぞ
と
し
ら
す
な
る
。︿
フ

シ
﹀
あ
こ
や
が
ま
へ
に
な
ら
べ
お
く
。

︿
ハ
ル
﹀
仰
に
し
た
が
ひ
持
チ
出
る
は
。
い

と
も
や
さ
し
き
玉
琴
に
︿
ウ
﹀
三
弦
鼓
弓

（
こ
き
う
）
取
リ
そ
へ
て
。︿
ウ
﹀
ね
じ
め
も

さ
ぞ
と
︻
琴
せ
め
十
一
オ
︼
し
ら
す
な
る
。

︿
フ
シ
﹀
あ
こ
や
が
ま
へ
に
な
ら
べ
置
。

10

岩
︿
ウ
﹀
岩
永
も
き
よ
つ
と
せ
し
が
︿
ウ
﹀
様

子
い
か
ゞ
と
︿
色
﹀
打
守
（
ま
も
）
れ
ば
。
︿
ウ
﹀
岩
永
も
き
よ
つ
と
せ
し
が
︿
ウ
﹀
様

子
い
か
ゞ
と
︿
色
﹀
打
守
（
ま
も
）
れ
ば
。
︿
ウ
﹀
岩
な
が
も
き
よ
つ
と
せ
し
が
︿
ウ
﹀

や
う
す
い
か
ゞ
と
︿
色
﹀
打
チ
ま
も
れ
ば
。
■
︿
地
色
ウ
﹀
岩
永
も
ぎ
よ
つ
と
せ
し
が

︿
ウ
﹀
や
う
す
い
か
ゞ
と
︿
色
﹀
打
ま
も
れ

ば
。



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（49）142

重
「︿
詞
﹀
是
さ
女
。
其
琴
（
こ
と
）
ひ
け
。
重

忠
が
︿
地
ウ
﹀
是
に
て
聞
ク
」
と
︿
ハ
ル
﹀

刀
を
杖
（
つ
ゑ
）
に
お
と
が
ひ
も
た
せ
。

「︿
ウ
﹀
岩
永
殿
も
お
聞
あ
れ
」
と
。
打
と

け
て
︿
ウ
フ
シ
﹀
見
へ
け
れ
ば
。

「︿
詞
﹀
是
さ
女
。
其
琴
（
こ
と
）
ひ
け
。
重

忠
が
︿
地
ウ
﹀
是
に
て
聞
ク
」
と
︿
ハ
ル
﹀

刀
を
杖
（
つ
ゑ
）
に
お
と
が
ひ
も
た
せ
。

「︿
ウ
﹀
岩
永
殿
も
お
聞
あ
れ
」
と
。
打
と

け
て
︿
ウ
フ
シ
﹀
見
へ
け
れ
ば
。

「︿
詞
﹀
こ
れ
さ
女
。
其
こ
と
ひ
け
。
重
た
ゞ

が
︿
地
ウ
﹀
こ
れ
に
て
聞
ク
」
と
︿
ハ
ル
﹀

か
た
な
を
つ
ゑ
に
お
と
が
ひ
も
た
せ
。

「︿
ウ
﹀
岩
な
が
殿
も
お
聞
キ
あ
れ
」
と
。

打
チ
と
け
て
︿
ウ
フ
シ
﹀
見
へ
け
れ
ば
。

▲
「︿
詞
﹀
こ
れ
さ
女
。
其
琴
ひ
け
。︿
地
ウ
﹀

重
忠
が
是
に
て
き
く
」
と
︿
ハ
ル
﹀
刀
を

つ
ゑ
に
お
と
が
ひ
持
タ
せ
。「︿
ウ
﹀
岩
永

殿
も
お
聞
有
」
と
。
打
と
け
て
︿
ウ
フ
シ
﹀

見
へ
け
れ
ば
。︻
琴
せ
め
十
一
ウ
︼

11

岩
「︿
詞
﹀
こ
り
や
何
ン
︻
兜
五
十
四
ウ
︼
じ
や

け
う
が
る
は
。
責
道
具
〳
〵
と
な
ん
ぞ
き

び
し
い
こ
と
か
と
思
へ
ば
。
エ
ヽ
聞
へ
た
。

拷
問
（
か
う
も
ん
）
に
こ
と
よ
せ
自
分
（
じ

ぶ
ん
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
み
）
気
ば
ら
し
を
や

ら
る
ゝ
な
。
天
下
の
政
道
を
取
リ
さ
ば
く

決
断
所
（
け
つ
だ
ん
し
よ
）
で
の
琴
（
こ
と
）

三
絃
（
さ
み
せ
ん
）。
神
武
（
じ
ん
む
）
以
来

（
こ
の
か
た
）
な
い
図
（
づ
）
な
ほ
た
へ
。

実
（
げ
に
）
誠
せ
か
い
の
有
さ
ま
。
天
に

口
な
し
人
を
以
テ
い
は
し
む
と
は
今
思
ひ

当
つ
た
。
あ
こ
や
め
が
く
は
い
た
い
。
も

し
も
や
此
子
が
女
の
子
な
ら
。
琴
（
こ
と
）

で
や
ぐ
は
ん
〳
〵
三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
で
。

ア
ヽ
な
ん
と
や
ら
と
京
中
が
諷
（
う
た
ひ
）

し
は
此
前
表
（
ぜ
ん
ひ
や
う
）。︿
地
ウ
﹀
此

上
の
ば
れ
次
手
。︿
ウ
﹀
ち
よ
〳
〵
げ
。

な
ん
ど
も
︿
ウ
﹀
よ
ご
ざ
ん
し
よ
が
の
。

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」
と
︿
フ
シ
﹀
嘲
哢
（
て
う
ろ
う
）

す
。

「︿
詞
﹀
こ
り
や
何
ン
︻
兜
五
十
四
ウ
︼
じ
や

け
う
が
る
は
。
責
道
具
〳
〵
と
な
ん
ぞ
き

び
し
い
こ
と
か
と
思
へ
ば
。
エ
ヽ
聞
へ
た
。

拷
問
（
か
う
も
ん
）
に
こ
と
よ
せ
自
分
（
じ

ぶ
ん
）
の
慰
（
な
ぐ
さ
み
）
気
ば
ら
し
を
や

ら
る
ゝ
な
。
天
下
の
政
道
を
取
リ
さ
ば
く

決
断
所
（
け
つ
だ
ん
し
よ
）
で
の
琴
（
こ
と
）

三
絃
（
さ
み
せ
ん
）。
神
武
（
じ
ん
む
）
以
来

（
こ
の
か
た
）
な
い
図
（
づ
）
な
ほ
た
へ
。

実
（
げ
に
）
誠
せ
か
い
の
有
さ
ま
。
天
に

口
な
し
人
を
以
テ
い
は
し
む
と
は
今
思
ひ

当
つ
た
。
あ
こ
や
め
が
く
は
い
た
い
。
も

し
も
や
此
子
が
女
の
子
な
ら
。
琴
（
こ
と
）

で
や
ぐ
は
ん
〳
〵
三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
で
。

ア
ヽ
な
ん
と
や
ら
と
京
中
が
諷
（
う
た
ひ
）

し
は
此
前
表
（
ぜ
ん
ひ
や
う
）。︿
地
ウ
﹀
此

上
の
ば
れ
次
手
。︿
ウ
﹀
ち
よ
〳
〵
げ
。

な
ん
ど
も
︿
ウ
﹀
よ
ご
ざ
ん
し
よ
が
の
。

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」
と
︿
フ
シ
﹀
嘲
哢
（
て
う
ろ
う
）

す
。

「︿
詞
﹀
こ
り
や
何
ン
じ
や
け
う
が
る
は
。

せ
め
だ
う
ぐ
〳
〵
と
何
ン
ぞ
き
び
し
い
事

か
と
思
へ
ば
。
ヱ
ヽ
き
こ
へ
た
。︻
琴
責
上

七
了
オ
︼
が
う
も
ん
に
こ
と
よ
せ
じ
ゝ
ん

の
な
く
さ
み
き
ば
ら
し
を
や
ら
る
ゝ
な
。

天
下
の
せ
い
た
う
を
取
リ
さ
ば
く
け
つ
だ

ん
し
よ
で
の
こ
と
さ
み
せ
ん
。
じ
ん
む
こ

の
か
た
な
い
づ
な
ほ
た
へ
。
げ
に
ま
こ
と

せ
か
い
の
あ
り
さ
ま
。
天
ン
に
口
な
し
人

を
も
つ
て
い
は
し
む
と
は
今
思
ひ
あ
た
つ

た
。
あ
こ
や
め
が
く
は
い
た
い
。
も
し
も

や
此
子
が
女
の
子
な
ら
。
こ
と
で
や
く
は

ん
〳
〵
さ
み
せ
ん
で
。
ア
ヽ
何
ン
と
や
ら

と
京
中
が
う
た
ひ
し
は
此
ぜ
ん
ぴ
や
う
。

︿
地
ウ
﹀
此
上
の
ば
れ
つ
い
で
。︿
ウ
﹀
ち

よ
〳
〵
げ
。
な
ん
ど
も
︿
ウ
﹀
よ
ご
ざ
ん

し
よ
が
の
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」
と
︿
フ
シ
﹀
て

う
ろ
う
す
。︻
琴
責
上
七
了
ウ
︼

■
「︿
詞
﹀
コ
リ
ヤ
な
ん
じ
や
け
う
が
る
は
。

責
（
せ
め
）
道
具
〳
〵
と
何
ぞ
厳
（
き
び
）

し
い
事
か
と
思
へ
ば
。
ヱ
ヽ
き
こ
へ
た
。

が
う
も
ん
に
事
寄
セ
じ
ぶ
ん
の
な
ぐ
さ
み

気
ば
ら
し
を
や
ら
る
ゝ
な
。
天
下
の
政
道

（
せ
い
た
う
）
を
取
リ
さ
ば
く
決
断
（
け
つ
だ

ん
）
所
で
の
琴
三
弦
。
神
ン
武
以
来
な
い

図
な
ほ
た
へ
。
実
（
げ
に
）
誠
（
ま
こ
と
）︻
琴

せ
め
十
二
オ
︼
せ
か
い
の
有
リ
様
。
天
に

口
な
し
人
を
以
て
い
わ
し
む
と
は
今
思
ひ

当
（
あ
た
）
つ
た
。
あ
こ
や
め
が
く
は
い

た
い
。も
し
も
や
此
子
が
女
ゴ
の
子
な
ら
。

琴
で
や
ぐ
は
ん
〳
〵
三
弦
で
。
ア
ヽ
何
と

や
ら
京
中
が
諷
（
う
た
ひ
）
し
は
此
前
表

（
ぜ
ん
ひ
や
う
）。︿
地
ハ
ル
﹀
此
う
へ
の
ば
れ

次
手
（
つ
い
で
）。
ち
よ
〳
〵
げ
な
ん
ど
も

︿
ウ
﹀
よ
ご
︻
琴
せ
め
十
二
ウ
︼
ざ
ん
し
よ
が

の
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
」
と
︿
フ
シ
﹀
嘲
哢
（
て
う

ろ
う
）
す
。

12

重
︿
地
ハ
ル
﹀
重
忠
︿
ウ
﹀
み
ゝ
に
も
入
レ
給

は
ず
。「︿
詞
﹀
ヤ
レ
あ
こ
や
な
ぜ
初
め
ぬ
。

琴
を
ひ
か
ね
ば
景
清
が
あ
り
か
を
。︿
地

色
ウ
﹀
い
ひ
明
す
所
存
か
」
と
︿
ハ
ル
﹀
詞

も
し
げ
き
重
忠
の
。

︿
地
ハ
ル
﹀
重
忠
︿
ウ
﹀
み
ゝ
に
も
入
レ
給

は
ず
。「︿
詞
﹀
ヤ
レ
あ
こ
や
な
ぜ
初
め
ぬ
。

琴
を
ひ
か
ね
ば
景
清
が
あ
り
か
を
。︿
地

色
ウ
﹀
い
ひ
明
す
所
存
か
」
と
︿
ハ
ル
﹀
詞

も
し
げ
き
重
忠
の
。

︿
地
ハ
ル
﹀
し
げ
た
ゞ
︿
ウ
﹀
み
ゝ
に
も
入
レ

給
は
ず
。「︿
詞
﹀
ヤ
レ
あ
こ
や
な
ぜ
は
じ
め

ぬ
。
こ
と
を
ひ
か
ね
ば
か
げ
き
よ
が
有
リ

家
を
。︿
地
色
ウ
﹀
い
ひ
あ
か
す
し
よ
ぞ
ん

か
」
と
︿
ハ
ル
﹀
詞
も
し
げ
き
重
た
ゞ
の

▲
︿
地
ハ
ル
﹀
重
忠
み
ゝ
に
も
︿
色
﹀
入
給

は
ず
。「︿
詞
﹀
ヤ
レ
あ
こ
や
な
ぜ
は
じ
め

ぬ
。
琴
を
弾
（
ひ
か
）
ぬ
は
景
清
が
在
リ

家
（
か
）
を
。︿
地
色
ウ
﹀
言
イ
明
カ
す
所
存

か
」
と
︿
ハ
ル
﹀
詞
も
し
げ
き
重
忠
の
。

あ
底
の
︿
ウ
﹀
心
は
知
ラ
ね
共
ぜ
ひ
な
く
向

ふ
︿
ウ
﹀
つ
ま
琴
（
ご
と
）
の
。︿
中
﹀
行
衛

を
︻
兜
五
十
五
オ
︼
何
と
岩
（
い
は
）
越
（
こ

す
）
に
︿
ウ
﹀
い
と
も
︿
ハ
ル
﹀
心
も
乱
る
ゝ

計
。︿
ウ
﹀
声
も
枯
野
（
か
れ
の
）
の
船
な

ら
で
︿
ヲ
ク
リ
﹀
か
ひ
な
き
。
し
ら
べ
か

き
な
ら
し
。

底
の
︿
ウ
﹀
心
は
知
ラ
ね
共
ぜ
ひ
な
く
向

ふ
︿
ウ
﹀
つ
ま
琴
（
ご
と
）
の
。︿
中
﹀
行
衛

を
︻
兜
五
十
五
オ
︼
何
と
岩
（
い
は
）
越
（
こ

す
）
に
︿
ウ
﹀
い
と
も
︿
ハ
ル
﹀
心
も
乱
る
ゝ

計
。︿
ウ
﹀
声
も
枯
野
（
か
れ
の
）
の
船
な

ら
で
︿
ヲ
ク
リ
﹀
か
ひ
な
き
。
し
ら
べ
か

き
な
ら
し
。

そ
こ
の
︿
ウ
﹀
心
は
し
ら
ね
共
ぜ
ひ
な
く

む
か
ふ
︿
ウ
﹀
つ
ま
ご
と
の
。︿
中
﹀
ゆ
く

ゑ
を
何
ン
と
い
は
こ
す
に
︿
ウ
﹀
い
と
も

︿
ハ
ル
﹀
心
も
み
だ
る
ゝ
ば
か
り
。︿
ウ
﹀

こ
へ
も
か
れ
の
ゝ
船
な
ら
で
︿
ヲ
ク
リ
﹀

か
ひ
な
き
。
し
ら
べ
か
き
な
ら
し
。

●
︿
ウ
﹀
そ
こ
の
心
は
知
ラ
ね
共
ぜ
ひ
な

く
向
ふ
︿
ウ
﹀
爪
琴
の
。︿
中
﹀
行
ゑ
を
︻
琴

せ
め
十
三
オ
︼
何
と
岩
越
に
︿
ウ
﹀
い
と
も

︿
ハ
ル
﹀
心
も
乱
る
ゝ
計
。︿
ウ
﹀
声
も
枯
（
か

れ
）
野
の
船
な
ら
で
︿
ヲ
ク
リ
﹀
か
ひ
な
き
。

し
ら
べ
か
き
な
ら
し
。
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「︿
ク
ミ
﹀
か
げ
と
言
も
。︿
ウ
﹀
月
の
︿
中
﹀

ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
下
﹀
清
（
き
よ
）
し
︿
ウ
﹀
と
。

︿
ウ
﹀
言
も
。
月
の
ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
中
﹀
か
げ
。

︿
下
﹀
き
よ
き
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
名
の
︿
ハ
ル
﹀

み
に
て
。︿
ハ
ル
﹀
う
つ
せ
ど
。︿
下
﹀
袖
に
。

︿
ハ
ル
﹀
や
ど
ら
ず
。」

「︿
ク
ミ
﹀
か
げ
と
言
も
。︿
ウ
﹀
月
の
︿
中
﹀

ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
下
﹀
清
（
き
よ
）
し
︿
ウ
﹀
と
。

︿
ウ
﹀
言
も
。
月
の
ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
中
﹀
か
げ
。

︿
下
﹀
き
よ
き
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
名
の
︿
ハ
ル
﹀

み
に
て
。︿
ハ
ル
﹀
う
つ
せ
ど
。︿
下
﹀
袖
に
。

︿
ハ
ル
﹀
や
ど
ら
ず
。」

「︿
ク
ミ
﹀
か
げ
と
い
ふ
も
。︿
ウ
﹀
月
の
︿
中
﹀

ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
下
﹀
き
よ
し
︿
ウ
﹀
と
。︿
ウ
﹀

い
ふ
も
。
月
キ
の
ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
中
﹀
か
げ
。

︿
下
﹀
き
よ
き
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
な
の
︿
ハ
ル
﹀

み
に
て
。︿
ハ
ル
﹀
う
つ
せ
ど
。︿
下
﹀
そ

で
に
。︿
ハ
ル
﹀
や
ど
ら
ず
。」

「︿
ク
ミ
﹀︿
中
﹀
か
げ
と
い
ふ
も
。︿
ハ
ル
﹀

月
の
︿
中
﹀
ゑ
ん
︿
合
﹀。︿
下
﹀
清
し
と
。

︿
ウ
﹀
い
ふ
も
。︿
ハ
ル
﹀
月
の
︿
中
﹀
ゑ
ん

︿
合
﹀。
か
げ
。︿
下
﹀
き
よ
き
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀

名
の
み
に
て
。︿
ハ
ル
﹀
う
つ
せ
と
︿
中
﹀

袖
に
。︿
ハ
ル
﹀
や
と
ら
ず
︿
合
﹀。」

重
︿
詞
﹀
重
忠
み
ゝ
を
そ
ば
だ
て
給
ひ
。「
今

弾
（
た
ん
）
ぜ
し
は
蕗
組
（
ふ
き
ぐ
み
）
の

し
や
う
が
を
我
身
の
上
に
取
リ
。
景
清
が

行
ク
衛
知
ラ
ぬ
と
な
。
ま
あ
知
ラ
ず
ん
ば

知
ラ
ぬ
に
せ
よ
。
し
て
景
清
と
其
方
が
馴

初
（
な
れ
そ
め
）
し
は
い
つ
の
比
。
い
か

成
ル
こ
と
の
ゑ
ん
に
よ
り
深
い
契
り
の
中

と
は
成
リ
し
そ
。」

︿
詞
﹀
重
忠
み
ゝ
を
そ
ば
だ
て
給
ひ
。「
今

弾
（
た
ん
）
ぜ
し
は
蕗
組
（
ふ
き
ぐ
み
）
の

し
や
う
が
を
我
身
の
上
に
取
リ
。
景
清
が

行
ク
衛
知
ラ
ぬ
と
な
。
ま
あ
知
ラ
ず
ん
ば

知
ラ
ぬ
に
せ
よ
。
し
て
景
清
と
其
方
が
馴

初
（
な
れ
そ
め
）
し
は
い
つ
の
比
。
い
か

成
ル
こ
と
の
ゑ
ん
に
よ
り
深
い
契
り
の
中

と
は
成
リ
し
そ
。」

︿
詞
﹀
重
た
ゞ
み
ゝ
を
︻
琴
責
下
一
オ
︼
そ
ば

だ
て
給
ひ
。「
今
た
ん
ぜ
し
は
ふ
き
ぐ
み

の
し
や
う
が
を
我
カ
身
の
上
に
取
リ
。
か

げ
き
よ
が
ゆ
く
ゑ
し
ら
ぬ
と
な
。
マ
ア
し

ら
ず
ん
ば
し
ら
ぬ
に
せ
よ
。
し
て
か
げ
き

よ
と
其
ほ
う
が
な
れ
そ
め
し
は
い
つ
の
こ

ろ
。
い
か
な
る
事
の
ゑ
ん
に
よ
り
ふ
か
ひ

ち
ぎ
り
の
中
カ
と
は
な
り
し
ぞ
。」

▲
︿
詞
﹀
重
忠
み
ゝ
を
そ
ば
立
テ
＊
。︻
琴

せ
め
十
三
ウ
︼「
今
弾
（
た
ん
）
ぜ
し
は
蕗
組

（
ふ
き
ぐ
み
）
の
し
や
う
が
を
我
身
の
上
に

と
り
。
景
清
が
行
ク
ゑ
知
ラ
ぬ
と
な
。
マ
ア

知
ラ
ず
ん
ば
知
ラ
ぬ
に
せ
よ
。
し
て
景
清

と
其
方
が
な
れ
そ
め
し
は
い
つ
の
比
（
こ

ろ
）。
い
か
な
る
事
の
ゑ
ん
に
よ
り
ふ
か

い
ち
ぎ
り
の
中
と
は
成
し
ぞ
。」

④
脱
字
「
給
ひ
」

あ
「
是
は
又
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
か
は
つ
た
こ
と

の
お
尋
。
何
ご
と
も
昔
シ
と
な
る
恥
し
い

物
語
リ
。︿
地
色
﹀
平
家
の
御
代
（
よ
）
と

時
め
く
春
馴
（
な
れ
）
に
し
人
は
︿
ハ
ル
﹀

山
鳥
の
。
尾
張
（
お
は
り
）
の
国
よ
り
永
々

し
き
。︿
ウ
﹀
野
山
を
こ
へ
て
清
水
へ
︿
ウ
﹀

日
ご
と
〳
〵
の
か
ち
ま
ふ
で
。︿
詞
﹀
下

向
（
げ
か
う
）
に
も
参
り
に
も
道
は
か
は

ら
ぬ
五
条
坂
。︻
兜
五
十
五
ウ
︼
互
に
顔
を

見
知
リ
合
イ
い
つ
近
付
キ
に
成
ル
共
な
く
。

『
羽
織
（
は
お
り
）
の
袖
の
ふ
く
ろ
び
ち
よ

つ
と
。』『
時
雨
（
し
ぐ
れ
）
の
か
ら
か
さ
。』

『
お
安
（
や
す
）
い
御
用
。』『
雪
の
あ
し
た

の
た
ば
こ
の
火
』『
寒
（
さ
む
）
い
に
せ
め

て
お
茶
一
服
（
ふ
く
）。』︿
地
色
ウ
﹀
そ
れ

が
こ
ふ
じ
て
酒
（
さ
ゝ
）
一
つ
。︿
ハ
ル
﹀

こ
つ
ち
に
思
へ
ば
あ
ち
か
ら
も
『︿
ウ
﹀

く
ど
く
は
深
い
観
音
経
（
く
は
ん
お
ん
ぎ
や

う
）。︿
ウ
﹀
ふ
も
ん
ぼ
ん
第
︿
ウ
﹀
二
十
五

日
の
よ
さ
必
』
と
た
は
ふ
れ
の
。︿
ウ
﹀

詞
を
結
（
む
す
）
ぶ
な
ご
や
帯
（
お
び
）︿
ウ
﹀

お
は
り
な
け
れ
ば
初
メ
も
な
い
。︿
中
﹀
味

（
あ
ぢ
）
な
恋
路
と
楽
（
た
の
し
み
）
し
に

︿
ウ
﹀
寿
永
（
じ
ゆ
ゑ
い
）
の
秋
の
風
立
チ
て
。

「
是
は
又
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
か
は
つ
た
こ
と

の
お
尋
。
何
ご
と
も
昔
シ
と
な
る
恥
し
い

物
語
リ
。︿
地
色
﹀
平
家
の
御
代
（
よ
）
と

時
め
く
春
馴
（
な
れ
）
に
し
人
は
︿
ハ
ル
﹀

山
鳥
の
。
尾
張
（
お
は
り
）
の
国
よ
り
永
々

し
き
。︿
ウ
﹀
野
山
を
こ
へ
て
清
水
へ
︿
ウ
﹀

日
ご
と
〳
〵
の
か
ち
ま
ふ
で
。︿
詞
﹀
下

向
（
げ
か
う
）
に
も
参
り
に
も
道
は
か
は

ら
ぬ
五
条
坂
。︻
兜
五
十
五
ウ
︼
互
に
顔
を

見
知
リ
合
イ
い
つ
近
付
キ
に
成
ル
共
な
く
。

『
羽
織
（
は
お
り
）
の
袖
の
ふ
く
ろ
び
ち
よ

つ
と
。』『
時
雨
（
し
ぐ
れ
）
の
か
ら
か
さ
。』

『
お
安
（
や
す
）
い
御
用
。』『
雪
の
あ
し
た

の
た
ば
こ
の
火
』『
寒
（
さ
む
）
い
に
せ
め

て
お
茶
一
服
（
ふ
く
）。』︿
地
色
ウ
﹀
そ
れ

が
こ
ふ
じ
て
酒
（
さ
ゝ
）
一
つ
。︿
ハ
ル
﹀

こ
つ
ち
に
思
へ
ば
あ
ち
か
ら
も
『︿
ウ
﹀

く
ど
く
は
深
い
観
音
経
（
く
は
ん
お
ん
ぎ
や

う
）。︿
ウ
﹀
ふ
も
ん
ぼ
ん
第
︿
ウ
﹀
二
十
五

日
の
よ
さ
必
』
と
た
は
ふ
れ
の
。︿
ウ
﹀

詞
を
結
（
む
す
）
ぶ
な
ご
や
帯
（
お
び
）︿
ウ
﹀

お
は
り
な
け
れ
ば
初
メ
も
な
い
。︿
中
﹀
味

（
あ
ぢ
）
な
恋
路
と
楽
（
た
の
し
み
）
し
に

︿
ウ
﹀
寿
永
（
じ
ゆ
ゑ
い
）
の
秋
の
風
立
チ
て
。

「
こ
れ
は
ま
た
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
か
は
つ
た

事
の
お
た
づ
ね
。
何
ニ
事
も
む
か
し
と
な

る
は
づ
し
い
物
が
た
り
。︿
地
色
ウ
﹀
へ
い

け
の
御
代
（
み
よ
）
と
と
き
め
く
は
る
な

れ
に
し
人
ト
は
︿
ハ
ル
﹀
山
ど
り
の
。
お

は
り
の
国
よ
り
な
が
〳
〵
し
き
。︿
ウ
﹀

の
山
︻
琴
責
下
一
ウ
︼
を
こ
へ
て
き
よ
水
へ

︿
ウ
﹀
日
ご
と
〳
〵
の
か
ち
も
ふ
で
。︿
詞
﹀

下
か
う
に
も
ま
い
り
に
も
道
は
か
は
ら
ぬ

五
で
う
坂
。
た
が
ひ
に
か
ほ
を
見
し
り
合
イ

い
つ
ち
か
付
キ
に
な
る
共
な
く
。『
は
お

り
の
そ
で
の
ふ
く
ろ
び
ち
よ
つ
と
』『
し

ぐ
れ
の
か
ら
か
さ
。』『
お
や
す
い
御
用
。』

『
ゆ
き
の
あ
し
た
の
た
ば
こ
の
火
』『
さ
む

い
に
せ
め
て
お
ち
や
一
ぷ
く
。』︿
地
色
ウ
﹀

そ
れ
が
こ
ふ
じ
て
さ
ゝ
一
つ
。︿
ハ
ル
﹀
こ

つ
ち
に
思
へ
ば
あ
ち
か
ら
も
『︿
ウ
﹀
く

ど
く
は
ふ
か
い
く
は
ん
お
ん
ぎ
や
う
。

︿
ウ
﹀
ふ
も
ん
ぼ
ん
第
︿
ウ
﹀
二
十
五
日
の

よ
さ
か
な
ら
ず
』
と
た
は
む
れ
の
。︿
ウ
﹀

詞
を
む
す
ぶ
な
ご
や
︻
琴
責
下
二
オ
︼
お

び
︿
ウ
﹀
お
は
り
な
け
れ
ば
は
じ
め
も
な

い
。︿
中
﹀
あ
ぢ
な
こ
ひ
ぢ
と
た
の
し
み

し
に
︿
ウ
﹀
じ
ゆ
ゑ
い
の
あ
き
の
か
ぜ
立
チ

●
「
是
は
︻
琴
せ
め
十
四
オ
︼
又
思
ひ
＊
よ

ら
ぬ
か
は
つ
た
こ
と
の
お
尋
。
何
ご
と
も

昔
と
な
る
恥
（
は
づ
）
か
し
い
物
が
た
り
。

︿
地
色
ウ
﹀
平
家
の
御
（
み
）
代
と
時
め
く

は
る
な
れ
に
し
人
は
︿
ハ
ル
﹀
山
鳥
の
。

尾
張
の
国
よ
り
な
が
〳
〵
敷
。︿
ウ
﹀
野

山
を
越
て
清
水
へ
︿
ウ
﹀
日
ご
と
〳
〵
の

︿
ウ
﹀
か
ち
ま
ふ
で
。︿
詞
﹀
下
向
に
も
参

り
に
も
道
は
か
は
ら
ぬ
︻
琴
せ
め
十
四
ウ
︼

五
条
坂
互
に
顔
を
見
知
リ
合
イ
い
つ
ち
か

付
キ
に
な
る
共
な
く
。『
は
お
り
の
袖
の

ふ
く
ろ
び
ち
よ
つ
と
。』『
し
ぐ
れ
の
傘

（
か
ら
か
さ
）』『
お
や
す
い
御
用
。』『
雪
の

あ
し
た
の
た
ば
こ
の
火
』『
寒
（
さ
む
）
い

に
せ
め
て
お
茶
一
ツ
ふ
く
。』︿
地
ハ
ル
﹀

夫
レ
が
こ
う
じ
て
さ
ゝ
一
ト
つ
。
こ
つ
ち

に
思
へ
ば
あ
ち
︻
琴
せ
め
十
五
オ
︼
か
ら
も

『︿
ウ
﹀
く
ど
く
は
ふ
か
い
観
音
経
。︿
ウ
﹀

普
（
ふ
）
門
ン
品
（
ぼ
ん
）
第
︿
ウ
﹀
廿
五

日
の
夜
さ
必
ズ
』
と
戯
（
た
は
む
）
れ
の
。

︿
ウ
﹀
詞
を
む
す
ぶ
名
古
屋
帯
（
お
び
）︿
ウ
﹀

お
は
り
な
け
れ
ば
初
メ
も
な
い
。︿
中
﹀
あ

ぢ
な
恋
路
と
楽
（
た
の
）
し
み
し
に
︿
ウ
﹀

寿
永
（
じ
ゆ
ゑ
い
）
の
秋
の
風
た
つ
て
。

④
脱
字
「
も
」



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（51）140

︿
ウ
﹀
す
ま
や
あ
か
し
の
う
ら
舟
に
こ
ぎ

放
（
は
な
）
れ
行
ク
︿
ハ
ル
﹀
ゑ
ん
の
切
レ

め
。
思
ひ
出
す
も
︿
ウ
﹀
痞
（
つ
か
へ
）
の

ど
く
。
ア
ヽ
︿
フ
シ
﹀
う
と
ま
し
」
と
語
リ

け
る
。

︿
ウ
﹀
す
ま
や
あ
か
し
の
う
ら
舟
に
こ
ぎ

放
（
は
な
）
れ
行
ク
︿
ハ
ル
﹀
ゑ
ん
の
切
レ

め
。
思
ひ
出
す
も
︿
ウ
﹀
痞
（
つ
か
へ
）
の

ど
く
。
ア
ヽ
︿
フ
シ
﹀
う
と
ま
し
」
と
語
リ

け
る
。

て
。︿
ウ
﹀
す
ま
や
あ
か
し
の
う
ら
舟
に

こ
ぎ
は
な
れ
行
ク
︿
ハ
ル
﹀
ゑ
ん
の
切
レ

め
。
思
ひ
出
す
も
︿
ウ
﹀
つ
か
へ
の
ど
く
。

ア
ヽ
︿
フ
シ
﹀
う
と
ま
し
」
と
か
た
り
け
る
。

︿
ウ
﹀
須
磨
（
す
ま
）
や
あ
か
し
の
浦
船
に

漕
（
こ
ぎ
）
離
（
は
な
れ
）
行
︻
琴
せ
め
十
五
ウ
︼

︿
ハ
ル
﹀
ゑ
ん
の
切
目
。
思
ひ
出
す
も
︿
ウ
﹀

つ
か
へ
の
毒
（
ど
く
）。
ア
ヽ
う
と
ま
し
」

と
︿
フ
シ
﹀
か
た
り
け
る
。

13

重
「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
さ
も
有
リ
な
ん
情
の
道
。
聞

届
ケ
し
が
せ
ん
ぎ
は
済
（
す
ま
）
ぬ
。
此

上
は
三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
ひ
け
い
」

「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
さ
も
有
リ
な
ん
情
の
道
。
聞

届
ケ
し
が
せ
ん
ぎ
は
済
（
す
ま
）
ぬ
。
此

上
は
三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
ひ
け
い
」

「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
さ
も
あ
り
な
ん
な
さ
け
の
道
。

聞
キ
と
ゞ
け
し
が
せ
ん
ぎ
は
す
ま
ぬ
。
此

上
は
さ
み
せ
ん
ひ
け
い
」

▲
「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
さ
も
有
リ
な
ん
な
さ
け
の

道
。聞
キ
と
ゞ
け
し
が
せ
ん
義
は
す
ま
ぬ
。

此
上
は
三
弦
弾
（
ひ
け
）
い
。」

あ
「
エ
ヽ
イ
。」

「
エ
ヽ
イ
。」

「
ヱ
ヽ
イ
」

●
「
ヱ
ヽ
イ
。」

重
「
い
や
さ
此
方
の
尋
る
子
細
を
。︿
地
色
ウ
﹀

聞
カ
ぬ
内
は
︿
ハ
ル
﹀
い
つ
迄
も
」
と
。

「
い
や
さ
此
方
の
尋
る
子
細
を
。︿
地
色
ウ
﹀

聞
カ
ぬ
内
は
︿
ハ
ル
﹀
い
つ
迄
も
」
と
。

「
い
や
さ
此
ほ
う
の
た
づ
ぬ
る
し
さ
い
を
。

︿
地
色
ウ
﹀
聞
カ
ぬ
中
チ
は
︿
ハ
ル
﹀
い
つ
迄

も
」
と
。

▲
「
い
や
さ
此
方
の
た
づ
ぬ
る
し
さ
い

を
。︿
地
色
ウ
﹀
聞
カ
ぬ
内
は
︿
ハ
ル
﹀
い
つ

迄
も
」
と
。

あ
猶
望
ま
る
ゝ
三
絃
の
ど
ふ
成
ル
こ
と
か
知
ラ

ね
︻
兜
五
十
六
オ
︼
共
。︿
ウ
﹀
思
ひ
こ
ん
だ

る
操
（
み
さ
ほ
）
の
糸
（
い
と
）。︿
ウ
﹀
今

更
何
と
た
が
や
さ
ん
。
心
の
︿
ウ
﹀
天
柱

（
て
ん
じ
）
引
し
め
て
。

猶
望
ま
る
ゝ
三
絃
の
ど
ふ
成
ル
こ
と
か
知
ラ

ね
︻
兜
五
十
六
オ
︼
共
。︿
ウ
﹀
思
ひ
こ
ん
だ

る
操
（
み
さ
ほ
）
の
糸
（
い
と
）。︿
ウ
﹀
今

更
何
と
た
が
や
さ
ん
。
心
の
︿
ウ
﹀
天
柱

（
て
ん
じ
）
引
し
め
て
。

な
を
の
ぞ
ま
る
ゝ
さ
み
せ
ん
の
ど
ふ
な
る

事
か
し
ら
ね
共
。︿
ウ
﹀
思
ひ
こ
ん
だ
る

み
さ
ほ
の
い
と
。︿
ウ
﹀
今
︻
琴
責
下
二
ウ
︼

さ
ら
何
ン
と
た
が
や
さ
ん
。
心
の
︿
ウ
﹀

て
ん
じ
引
キ
し
め
て
。

●
猶
望
（
の
ぞ
）
ま
る
ゝ
︿
ウ
﹀
三
弦
の
︻
琴

せ
め
十
六
オ
︼
ど
ふ
な
る
事
か
知
ラ
ね
共
。

︿
ウ
﹀
思
ひ
込
だ
る
操
（
み
さ
ほ
）
の
糸
。

︿
ウ
﹀
今
さ
ら
な
ん
と
た
が
や
さ
ん
。︿
ウ
﹀

心
の
天
柱
（
て
ん
じ
ゆ
）
引
し
め
て
。

「︿
二
上
リ
歌
﹀︿
中
﹀
す
い
︿
ウ
﹀
ち
や
う
。

︿
ハ
ル
﹀
こ
う
け
い
に
。︿
ウ
キ
ン
﹀
枕
な
ら

ぶ
る
。︿
中
﹀
床
の
内
︿
合
﹀。
な
れ
し
︿
合
﹀。

︿
ウ
﹀
ふ
す
ま
の
。︿
ハ
ル
﹀
夜
す
が
ら
も

︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
四
ツ
門
の
。
跡
夢
も
な
し

︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
去
ル
に
て
も
我
︿
ウ
﹀
つ
ま

の
︿
合
﹀。︿
ハ
ル
﹀
秋
よ
り
さ
き
に
か
な

ら
︿
合
﹀。
ず
と
︿
合
﹀。︿
中
﹀
あ
だ
し
︿
合
﹀。

詞
の
。︿
ハ
ル
﹀
人
心
︿
合
﹀。︿
ウ
キ
ン
﹀
そ

な
た
の
空
（
そ
ら
）
よ
と
。︿
ウ
﹀
詠
（
な
が
）

む
れ
ど
。︿
ウ
﹀
そ
れ
ぞ
れ
と
︿
ウ
﹀
問
（
と

ひ
）
し
。
人
も
な
し
︿
合
﹀。」

「︿
二
上
リ
歌
﹀︿
中
﹀
す
い
︿
ウ
﹀
ち
や
う
。

︿
ハ
ル
﹀
こ
う
け
い
に
。︿
ウ
キ
ン
﹀
枕
な
ら

ぶ
る
。︿
中
﹀
床
の
内
︿
合
﹀。
な
れ
し
︿
合
﹀。

︿
ウ
﹀
ふ
す
ま
の
。︿
ハ
ル
﹀
夜
す
が
ら
も

︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
四
ツ
門
の
。
跡
夢
も
な
し

︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
去
ル
に
て
も
我
︿
ウ
﹀
つ
ま

の
︿
合
﹀。︿
ハ
ル
﹀
秋
よ
り
さ
き
に
か
な

ら
︿
合
﹀。
ず
と
︿
合
﹀。︿
中
﹀
あ
だ
し
︿
合
﹀。

詞
の
。︿
ハ
ル
﹀
人
心
︿
合
﹀。︿
ウ
キ
ン
﹀
そ

な
た
の
空
（
そ
ら
）
よ
と
。︿
ウ
﹀
詠
（
な
が
）

む
れ
ど
。︿
ウ
﹀
そ
れ
ぞ
れ
と
︿
ウ
﹀
問
（
と

ひ
）
し
。
人
も
な
し
︿
合
﹀。」

「︿
二
上
リ
歌
﹀︿
中
﹀
す
い
︿
ウ
﹀
ち
や
う
。

︿
ハ
ル
﹀
こ
う
け
い
に
。︿
ウ
キ
ン
﹀
ま
く
ら

な
ら
ぶ
る
。︿
中
﹀
と
こ
の
う
ち
︿
合
﹀。

な
れ
し
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
ふ
す
ま
の
。︿
ハ
ル
﹀

よ
す
が
ら
も
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
四
つ
も
ん
の
。

あ
と
ゆ
め
も
な
し
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
さ
る
に

て
も
我
︿
ウ
﹀
つ
ま
の
︿
合
﹀。︿
ハ
ル
﹀
あ

き
よ
り
さ
き
に
か
な
ら
︿
合
﹀。ず
と
︿
合
﹀。

︿
中
﹀
あ
だ
し
︿
合
﹀。
詞
の
。︿
ハ
ル
﹀
人

心
︿
合
﹀。︿
ウ
キ
ン
﹀
そ
な
た
の
そ
ら
よ
と
。

︿
ウ
﹀
な
が
む
れ
ど
。︿
ウ
﹀
そ
れ
ぞ
れ
と

︿
ウ
﹀
と
ひ
し
。
人
も
な
し
︿
合
﹀。」

「︿
二
上
リ
歌
﹀︿
中
﹀
す
い
ち
や
う
。︿
ハ
ル
﹀

こ
う
け
い
に
。︿
ウ
キ
ン
﹀
枕
な
ら
ぶ
る
。

︿
中
﹀
と
こ
の
内
︿
合
﹀。
な
れ
し
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀

襖
の
。︿
ハ
ル
﹀
夜
す
が
ら
も
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀

四
ツ
門
の
跡
夢
も
な
し
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
さ

る
に
て
も
我
つ
ま
︻
琴
せ
め
十
六
ウ
︼
の

︿
合
﹀。︿
ウ
﹀
秋
よ
り
さ
き
に
か
な
ら
︿
合
﹀。

ず
と
︿
合
﹀。︿
中
﹀
あ
だ
し
︿
合
﹀。︿
ウ
﹀

詞
の
。︿
ハ
ル
﹀
人
心
︿
合
﹀。︿
ウ
キ
ン
﹀
そ

な
た
の
︿
下
﹀
そ
ら
よ
と
。︿
ウ
﹀
詠
む
れ

ど
。︿
ウ
﹀
そ
れ
ぞ
れ
と
と
ひ
し
。
人
も

な
し
︿
合
﹀。」

重
「︿
詞
﹀
ヲ
ウ
も
ふ
よ
い
は
三
弦
や
め
い
。

斑
女
（
は
ん
ぢ
よ
）
が
閨
（
ね
や
）
の
か
こ

ち
ぐ
さ
た
へ
し
契
り
の
一
ト
ふ
し
。
時
に

取
ツ
て
の
一
興
（
け
う
）
な
が
ら
言
イ
分
ケ

は
く
ら
い
〳
〵
。
西
海
の
か
せ
ん
に
命
を

遁
（
の
か
）
れ
都
に
折
々
紛
レ
入
景
清
。

そ
ち
は
度
々
あ
は
ふ
が
な
。」

「︿
詞
﹀
ヲ
ウ
も
ふ
よ
い
は
三
弦
や
め
い
。

斑
女
（
は
ん
ぢ
よ
）
が
閨
（
ね
や
）
の
か
こ

ち
ぐ
さ
た
へ
し
契
り
の
一
ト
ふ
し
。
時
に

取
ツ
て
の
一
興
（
け
う
）
な
が
ら
言
イ
分
ケ

は
く
ら
い
〳
〵
。
西
海
の
か
せ
ん
に
命
を

遁
（
の
か
）
れ
都
に
折
々
紛
レ
入
景
清
。

そ
ち
は
度
々
あ
は
ふ
が
な
。」

「︿
詞
﹀
ヲ
ウ
も
ふ
よ
い
は
さ
み
せ
ん
や
め

い
。
は
ん
ぢ
よ
が
ね
や
の
か
こ
ち
ぐ
さ
た

へ
し
ち
ぎ
り
の
一
ト
ふ
し
。
と
き
に
取
ツ

て
の
一
ツ
け
う
な
が
ら
い
ひ
わ
け
は
く
ら

い
〳
〵
。
さ
い
か
い
の
か
せ
ん
︻
琴
責
下

三
オ
︼
に
い
の
ち
を
の
が
れ
み
や
こ
に
お

り
〳
〵
ま
ぎ
れ
入
ル
か
げ
き
よ
。
そ
ち
は

▲
「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
も
ふ
よ
い
は
三
弦
や
め
い
。

斑
女
（
は
ん
ぢ
よ
）
が
閨
（
ね
や
）
の
か
こ

ち
草
た
へ
し
ち
ぎ
り
の
一
ト
節
（
ふ
し
）。

時
に
と
つ
て
の
一
ツ
興
（
き
や
う
）
な
が

ら
言
訳
ケ
は
︻
琴
せ
め
十
七
オ
︼
く
ら
い

〳
〵
。
西
海
（
さ
い
か
い
）
の
合
戦
（
か
せ
ん
）

に
命
チ
を
遁
（
の
が
）
れ
。
都
に
お
り
〳
〵
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た
び
〴
〵
あ
は
ふ
が
な
」

ま
ぎ
れ
入
景
清
。
そ
ち
は
度
〳
〵
あ
は
ふ

が
な
。」

あ
「
平
家
御
盛
（
さ
か
ん
）
の
時
だ
に
も
人
に

知
ラ
れ
た
景
清
が
。
五
条
坂
の
う
か
れ
め

に
。
心
を
よ
す
る
と
い
は
れ
て
は
弓
箭

（
ゆ
み
や
）
の
恥
と
遠
慮
が
ち
。
こ
と
更
今

は
日
陰
（
か
け
）
の
身
。
わ
た
し
は
も
と

よ
り
河
（
か
は
）︻
兜
五
十
六
ウ
︼
竹
の
有
が

中
に
も
つ
れ
な
い
親
方
。
目
顔
を
忍
ぶ
格

子
（
か
う
し
）
の
さ
き
。
編
笠
（
あ
み
が
さ
）

ご
し
に
『
ま
め
に
有
ツ
た
か
』『
ア
イ
お
前

も
ぶ
じ
に
』
と
た
つ
た
一
ト
口
い
ふ
が
互

の
。︿
地
ウ
﹀
ひ
よ
く
れ
ん
り
。『︿
上
ウ
﹀

さ
ら
ば
』
と
言
間
（
ま
）
も
な
い
程
に
︿
ウ
﹀

せ
は
し
な
い
別
レ
路
（
ぢ
）
は
。︿
ヲ
ン
﹀

昔
（
む
︿
ウ
﹀
か
し
）
の
き
ぬ
〴
〵
引
か
へ

て
︿
ウ
﹀
も
め
ん
〳
〵
と
落
ぶ
れ
し
。︿
ウ
﹀

身
の
果
（
は
て
）
あ
は
れ
な
︿
中
﹀
物
語
リ
。

ア
ヽ
︿
フ
シ
﹀
お
は
も
じ
」
と
さ
し
う
つ

ふ
く
。

「
平
家
御
盛
（
さ
か
ん
）
の
時
だ
に
も
人
に

知
ラ
れ
た
景
清
が
。
五
条
坂
の
う
か
れ
め

に
。
心
を
よ
す
る
と
い
は
れ
て
は
弓
箭

（
ゆ
み
や
）
の
恥
と
遠
慮
が
ち
。
こ
と
更
今

は
日
陰
（
か
け
）
の
身
。
わ
た
し
は
も
と

よ
り
河
（
か
は
）︻
兜
五
十
六
ウ
︼
竹
の
有
が

中
に
も
つ
れ
な
い
親
方
。
目
顔
を
忍
ぶ
格

子
（
か
う
し
）
の
さ
き
。
編
笠
（
あ
み
が
さ
）

ご
し
に
『
ま
め
に
有
ツ
た
か
』『
ア
イ
お
前

も
ぶ
じ
に
』
と
た
つ
た
一
ト
口
い
ふ
が
互

の
。︿
地
ウ
﹀
ひ
よ
く
れ
ん
り
。『︿
上
ウ
﹀

さ
ら
ば
』
と
言
間
（
ま
）
も
な
い
程
に
︿
ウ
﹀

せ
は
し
な
い
別
レ
路
（
ぢ
）
は
。︿
ヲ
ン
﹀

昔
（
む
︿
ウ
﹀
か
し
）
の
き
ぬ
〴
〵
引
か
へ

て
︿
ウ
﹀
も
め
ん
〳
〵
と
落
ぶ
れ
し
。︿
ウ
﹀

身
の
果
（
は
て
）
あ
は
れ
な
︿
中
﹀
物
語
リ
。

ア
ヽ
︿
フ
シ
﹀
お
は
も
じ
」
と
さ
し
う
つ

ふ
く
。

「
へ
い
け
御
（
ご
）
さ
か
ん
の
と
き
だ
に
も

人
ト
に
し
ら
れ
た
か
げ
き
よ
が
。
五
で
う

ざ
か
の
う
か
れ
め
に
。
心
を
よ
す
る
と
い

は
れ
て
は
ゆ
み
や
の
は
ぢ
と
ゑ
ん
り
よ
が

ち
。
こ
と
さ
ら
今
は
日
か
げ
の
身
。
わ
た

し
は
も
と
よ
り
川
た
け
の
有
ル
が
中
カ
に

も
つ
れ
な
い
お
や
か
た
。
目
か
ほ
を
し
の

ぶ
か
う
し
の
さ
き
。
あ
み
が
さ
ご
し
に

『
ま
め
に
有
ツ
た
か
』『
ア
イ
お
ま
へ
も
無

事
（
ぶ
じ
）
に
』
と
た
つ
た
一
ト
口
︻
琴
責

下
三
ウ
︼
い
ふ
が
た
が
ひ
の
︿
地
ウ
﹀
ひ
よ

く
れ
ん
り
。『︿
上
ウ
﹀
さ
ら
ば
』
と
い
ふ

間
も
な
い
ほ
ど
に
︿
ウ
﹀
せ
は
し
な
い
わ

か
れ
ぢ
は
。︿
ヲ
ン
﹀
む
︿
ウ
﹀
か
し
の
き

ぬ
〴
〵
引
キ
か
へ
て
︿
ウ
﹀
も
め
ん
〳
〵

と
お
ち
ぶ
れ
し
。︿
ウ
﹀
身
の
は
て
あ
は

れ
な
︿
中
﹀
も
の
が
た
り
。
ア
ヽ
︿
フ
シ
﹀

お
は
も
じ
」
と
さ
し
う
つ
ふ
く
。

●
「
平
家
御
さ
か
ん
の
。
時
キ
だ
に
も
人
ト

に
し
ら
れ
た
景
清
が
。
五
条
坂
の
う
か
れ

女
に
。
心
を
よ
す
る
と
い
は
れ
て
は
弓
箭

（
ゆ
み
や
）
の
は
ぢ
と
遠
慮
（
ゑ
ん
り
よ
）
が

ち
。︻
琴
せ
め
十
七
ウ
︼
殊
更
今
は
日
陰
（
か

け
）
の
身
。
わ
た
し
は
も
と
よ
り
川
竹
の

有
ル
が
中
カ
に
も
つ
れ
な
い
親
か
た
。
目

顔
を
し
の
ぶ
格
子
（
か
う
し
）
の
先
キ
。

あ
み
が
さ
ご
し
に
『
ま
め
に
有
ツ
た
か
。』

『
お
ま
へ
も
無
事
に
』
と
た
つ
た
一
ト
言

（
こ
と
）。︿
地
ハ
ル
﹀
い
ふ
が
た
が
ひ
の
比

翼
（
ひ
よ
く
）
連
理
（
れ
ん
り
）。『︿
上
ウ
﹀

さ
ら
ば
』
と
い
ふ
ま
も
な
い
ほ
ど
に
︻
琴

せ
め
十
八
オ
︼︿
ウ
﹀
せ
は
し
な
い
わ
か
れ

ぢ
は
。︿
ウ
﹀
昔
の
き
ぬ
〴
〵
引
か
へ
て

︿
ウ
﹀
も
め
ん
〳
〵
と
お
ち
ぶ
れ
し
。︿
ウ
﹀

身
の
は
て
哀
（
あ
は
）
れ
な
物
︿
中
﹀
が
た

り
。︿
フ
シ
﹀
ア
ヽ
お
は
も
じ
」
と
さ
し
う

つ
む
く
。
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重
「︿
詞
﹀
い
か
さ
ま
是
は
か
く
も
あ
ら
ん
。

景
清
程
の
勇
士
（
ゆ
う
し
）
な
れ
共
実
（
げ

に
）
色
は
し
あ
ん
の
外
。
し
あ
ん
の
外
。

︿
地
ウ
﹀
ど
ふ
し
あ
ん
仕
直
（
し
な
を
）
し

て
も
︿
ウ
﹀
此
通
リ
で
は
︿
ハ
ル
﹀
済
（
す
ま
）

さ
れ
ぬ
。そ
れ
鼓
弓
（
こ
き
う
）
す
れ
〳
〵
。」

「︿
詞
﹀
い
か
さ
ま
是
は
か
く
も
あ
ら
ん
。

景
清
程
の
勇
士
（
ゆ
う
し
）
な
れ
共
実
（
げ

に
）
色
は
し
あ
ん
の
外
。
し
あ
ん
の
外
。

︿
地
ウ
﹀
ど
ふ
し
あ
ん
仕
直
（
し
な
を
）
し

て
も
︿
ウ
﹀
此
通
リ
で
は
︿
ハ
ル
﹀
済
（
す
ま
）

さ
れ
ぬ
。そ
れ
鼓
弓
（
こ
き
う
）
す
れ
〳
〵
。」

「︿
詞
﹀
い
か
さ
ま
是
は
か
く
も
有
ラ
ん
。

か
げ
き
よ
ほ
ど
の
ゆ
う
士
（
し
）
な
れ
共

げ
に
い
ろ
は
し
あ
ん
の
外
カ
。
し
あ
ん
の

ほ
か
。︿
地
ウ
﹀
ど
ふ
し
あ
ん
し
な
を
し
て

も
︿
ウ
﹀
此
と
を
り
で
は
︿
ハ
ル
﹀
す
ま
さ

れ
ぬ
。
そ
れ
こ
き
う
す
れ
〳
〵
。」

▲
「︿
詞
﹀
い
か
様
是
は
か
く
も
有
ラ
ん
。

景
清
程
の
勇
士
な
れ
共
。
げ
に
色
は
し
あ

ん
の
外
。
し
あ
ん
の
外
。︿
地
ウ
﹀
ど
ふ
思

案
（
し
あ
ん
）︻
琴
せ
め
十
八
ウ
︼
し
な
を
し

て
も
︿
ウ
﹀
此
通
り
で
は
︿
ハ
ル
﹀
済
（
す
ま
）

さ
れ
ぬ
。そ
れ
鼓
弓
（
こ
き
う
）
す
れ
〳
〵
。」

あ
「︿
ウ
﹀
あ
い
」
と
こ
た
へ
て
気
は
張
弓
（
は

り
ゆ
み
）︿
ウ
﹀
歌
は
哀
（
あ
は
れ
）
を
催
（
も

よ
ほ
）
せ
る
。︿
ウ
﹀
時
の
調
子
（
て
う
し
）

も
相
の
山
︿
合
﹀。

「︿
ウ
﹀
あ
い
」
と
こ
た
へ
て
気
は
張
弓
（
は

り
ゆ
み
）︿
ウ
﹀
歌
は
哀
（
あ
は
れ
）
を
催
（
も

よ
ほ
）
せ
る
。︿
ウ
﹀
時
の
調
子
（
て
う
し
）

も
相
の
山
︿
合
﹀。

「︿
ウ
﹀
あ
い
」
と
こ
た
へ
て
き
は
は
り
ゆ

み
︿
ウ
﹀
歌
は
あ
は
れ
を
︻
琴
責
下
四
オ
︼

も
よ
ほ
せ
る
。︿
ウ
﹀
と
き
の
て
う
し
も

相
イ
の
山
︿
合
﹀。

●
「︿
ウ
﹀
あ
い
」
と
こ
た
へ
て
気
は
は

り
弓
︿
ウ
﹀
歌
は
哀
（
あ
は
）
れ
を
催
（
も
よ
）

ほ
せ
る
。︿
ウ
﹀
時
の
調
子
（
て
う
し
）
も

相
の
山
︿
合
﹀。

「︿
相
山
﹀
よ
し
の
︿
ハ
ル
﹀
た
つ
た
の
。︿
ウ
﹀

花
も
み
ぢ
さ
ら
し
な
。
越
路
（
こ
し
ぢ
）

の
︿
ウ
﹀
月
雪
も
︿
合
﹀。
夢
と
︿
合
﹀。︿
歌

カ
ン
﹀
さ
め
て
は
跡
も
な
し
。︿
中
﹀
あ
︿
ウ
﹀

だ
し
の
ゝ
露
︿
ウ
﹀
と
り
べ
の
ゝ
。︿
ウ
﹀

け
ふ
り
は
た
ゆ
る
。︻
兜
五
十
七
オ
︼︿
相
山

ウ
﹀
時
し
な
き
是
が
。
浮
世
の
︿
ナ
ヲ
ス
﹀

「︿
相
山
﹀
よ
し
の
︿
ハ
ル
﹀
た
つ
た
の
。︿
ウ
﹀

花
も
み
ぢ
さ
ら
し
な
。
越
路
（
こ
し
ぢ
）

の
︿
ウ
﹀
月
雪
も
︿
合
﹀。
夢
と
︿
合
﹀。︿
歌

カ
ン
﹀
さ
め
て
は
跡
も
な
し
。︿
中
﹀
あ
︿
ウ
﹀

だ
し
の
ゝ
露
︿
ウ
﹀
と
り
べ
の
ゝ
。︿
ウ
﹀

け
ふ
り
は
た
ゆ
る
。︻
兜
五
十
七
オ
︼︿
相
山

ウ
﹀
時
し
な
き
是
が
。
浮
世
の
︿
ナ
ヲ
ス
﹀

「︿
相
山
﹀
よ
し
の
︿
ハ
ル
﹀
た
つ
た
の
。︿
ウ
﹀

花
も
み
ぢ
さ
ら
し
な
。
こ
し
ぢ
の
︿
ウ
﹀

月
ゆ
き
も
︿
合
﹀。
ゆ
め
と
︿
合
﹀。︿
歌
カ
ン
﹀

さ
め
て
は
あ
と
も
な
し
。︿
中
﹀
あ
︿
ウ
﹀

だ
し
の
ゝ
つ
ゆ
︿
ウ
﹀
と
り
べ
の
ゝ
。︿
ウ
﹀

け
ふ
り
は
た
ゆ
る
。︿
相
山
ウ
﹀
と
き
し
な

き
こ
れ
が
。
う
き
世
の
︿
ナ
ヲ
ス
﹀︿
フ
シ
﹀

「︿
相
ノ
山
﹀
よ
し
︿
ハ
ル
﹀
の
た
つ
た
の
。

︿
ウ
﹀
花
紅
葉
さ
ら
し
な
。
こ
し
ぢ
の
︿
ウ
﹀

月
雪
︿
中
﹀
も
︿
合
﹀。︿
歌
ハ
ル
﹀
夢
と
︿
合
﹀。

︿
上
﹀
さ
め
て
は
跡
も
な
し
。︻
琴
せ
め
十
九

オ
︼︿
ウ
﹀
あ
だ
し
野
の
露
︿
ウ
﹀
鳥
部
野

の
烟
（
け
ぶ
り
）
は
た
ゆ
る
。︿
相
ノ
山
ウ
﹀

時
し
な
き
是
が
。
浮
（
う
き
）
世
の
︿
フ
シ
﹀
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︿
フ
シ
﹀
誠
（
ま
こ
と
）
な
る
。」

︿
フ
シ
﹀
誠
（
ま
こ
と
）
な
る
。」

ま
こ
と
な
る
。」

ま
こ
と
な
る
。」

15

重
︿
地
中
﹀
誠
を
あ
ら
は
す
一
曲
（
き
よ
く
）

に
︿
ハ
ル
﹀
重
忠
ほ
と
ん
ど
か
ん
に
た
へ
。

「︿
ウ
﹀
あ
こ
︿
中
﹀
や
が
拷
問
（
が
う
も
ん
）

只
今
限
り
。︿
ウ
﹀
景
清
が
ゆ
く
ゑ
知
ラ
ぬ

と
言
に
︿
ウ
﹀
偽
（
い
つ
は
り
）
な
き
こ
と

︿
ハ
ル
﹀
見
届
ケ
た
り
。
此
上
に
は
構
（
か

ま
ひ
）
な
し
」
と
。

︿
地
中
﹀
誠
を
あ
ら
は
す
一
曲
（
き
よ
く
）

に
︿
ハ
ル
﹀
重
忠
ほ
と
ん
ど
か
ん
に
た
へ
。

「︿
ウ
﹀
あ
こ
︿
中
﹀
や
が
拷
問
（
が
う
も
ん
）

只
今
限
り
。︿
ウ
﹀
景
清
が
ゆ
く
ゑ
知
ラ
ぬ

と
言
に
︿
ウ
﹀
偽
（
い
つ
は
り
）
な
き
こ
と

︿
ハ
ル
﹀
見
届
ケ
た
り
。
此
上
に
は
構
（
か

ま
ひ
）
な
し
」
と
。

︿
地
中
﹀
ま
こ
と
を
あ
ら
は
す
一
ツ
き
よ
く

に
︿
ハ
ル
﹀
重
た
ゞ
ほ
と
ん
ど
か
ん
に
た

へ
。「︿
ウ
﹀
あ
こ
︿
中
﹀
や
が
が
う
も
ん

た
ゞ
今
か
ぎ
り
。︿
ウ
﹀
か
げ
き
よ
が
ゆ

く
ゑ
し
ら
ぬ
と
い
ふ
に
︿
ウ
﹀
い
つ
は
り

な
き
事
︿
ハ
ル
﹀
見
と
ゞ
け
た
り
。
此
上

に
は
か
ま
ひ
な
し
」
と
。

▲
︿
地
中
﹀
誠
を
あ
ら
は
す
一
ツ
曲
（
き
よ

く
）
に
重
忠
ほ
と
ん
ど
か
ん
に
た
へ
。

「︿
ウ
﹀
あ
こ
や
が
が
う
も
ん
た
ゞ
今
か
ぎ

り
。︿
ウ
﹀
景
清
が
行
衛
知
ぬ
と
い
ふ
に

︿
ウ
﹀
い
つ
は
り
な
き
事
︻
琴
せ
め
十
九
ウ
︼

︿
ハ
ル
﹀
見
と
ゞ
け
た
り
。
此
上
に
は
か
ま

ひ
な
し
」
と
。

あ
︿
ウ
﹀
仰
に
あ
こ
や
は
忝
ケ
涙
︿
フ
シ
﹀
つ

き
ぬ
お
礼
を
伏
拝
（
ふ
し
お
が
め
）
ば
。

︿
ウ
﹀
仰
に
あ
こ
や
は
忝
ケ
涙
︿
フ
シ
﹀
つ

き
ぬ
お
礼
を
伏
拝
（
ふ
し
お
が
め
）
ば
。

︿
ウ
﹀
お
ゝ
せ
に
あ
こ
や
は
か
た
じ
け
涙

︿
フ
シ
﹀
つ
き
ぬ
︻
琴
責
下
四
ウ
︼
お
れ
い
を

ふ
し
お
が
め
ば
。

＊
︿
ウ
﹀
仰
に
あ
こ
や
は
忝
涙
︿
フ
シ
﹀
つ

き
ぬ
お
礼
を
ふ
し
お
が
め
ば
。

④
脱
字
「
●
」
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岩
「︿
詞
﹀
ヤ
ア
〳
〵
重
忠
。
白
い
共
黒
い
共

片
付
（
か
た
づ
か
）
ぬ
せ
ん
ぎ
を
。
あ
こ

や
め
に
偽
リ
な
し
と
は
︿
地
ウ
﹀
何
を
以
テ

︿
ハ
ル
﹀
申
さ
る
ゝ
。
此
岩
永
は
呑
込
ぬ
︿
フ

シ
﹀
不
埒
（
ら
ち
）
〳
〵
」
と
言
イ
ほ
ぐ
す
。

「︿
詞
﹀
ヤ
ア
〳
〵
重
忠
。
白
い
共
黒
い
共

片
付
（
か
た
づ
か
）
ぬ
せ
ん
ぎ
を
。
あ
こ

や
め
に
偽
リ
な
し
と
は
︿
地
ウ
﹀
何
を
以
テ

︿
ハ
ル
﹀
申
さ
る
ゝ
。
此
岩
永
は
呑
込
ぬ
︿
フ

シ
﹀
不
埒
（
ら
ち
）
〳
〵
」
と
言
イ
ほ
ぐ
す
。

「︿
詞
﹀
ヤ
ア
〳
〵
重
た
ゞ
。
し
ろ
い
共
く

ろ
い
共
か
た
付
カ
ぬ
せ
ん
ぎ
を
。
あ
こ
や

め
に
い
つ
は
り
な
し
と
は
︿
地
ウ
﹀
何
を

も
つ
て
︿
ハ
ル
﹀
申
さ
る
ゝ
。
此
岩
な
が

は
の
み
こ
ま
ぬ
︿
フ
シ
﹀
ふ
ら
ち
〳
〵
」

と
い
ひ
ほ
ぐ
す
。

■
「︿
詞
﹀
ヤ
ア
〳
〵
重
忠
。
し
ろ
い
共
く

ろ
い
共
か
た
付
カ
ぬ
詮
義
（
せ
ん
ぎ
）
を
。

あ
こ
や
め
に
偽
（
い
つ
は
り
）
な
し
と
は
。

︿
地
ハ
ル
﹀
何
を
も
つ
て
申
さ
る
ゝ
。
此
岩

永
は
の
み
込
ぬ
︿
フ
シ
﹀
ふ
ら
ち
〳
〵
」

と
い
ひ
︻
琴
せ
め
二
十
オ
︼
ほ
ぐ
す
。

17

重
「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
其
子
細
い
ふ
て
聞
ん
。
鼓

（
つ
ゞ
み
）
は
五
声
（
せ
い
）
に
通
（
つ
う
）

ぜ
ず
と
い
へ
共
。
糸
竹
（
い
と
た
け
）
の

調
（
し
ら
べ
）
は
五
音
四
声
（
し
や
う
）
に

よ
く
通
（
つ
う
）
じ
直
（
な
を
き
）
を
以
テ

て
う
し
と
す
。
ま
が
り
偽
（
い
つ
は
）
る

心
を
以
テ
。
此
曲
（
き
よ
く
）
を
な
せ
る

時
は
其
音
（
ね
）
色
乱
れ
く
る
ふ
。
な
か

ん
づ
く
此
琴
（
こ
と
）。
音
（
お
と
）
有
ル

物
の
司
（
つ
か
さ
）
と
し
て
人
の
心
を
正

（
た
ゞ
し
う
）
し
。
邪
（
よ
こ
し
ま
）
を
戒
（
い

ま
し
む
）
る
と
白
虎
通
（
ひ
や
つ
こ
つ
う
）

に
も
賞
（
し
や
う
）
じ
置
キ
た
り
。
こ
ゝ

を
︻
兜
五
十
七
ウ
︼
以
テ
重
忠
が
。
女
の
心

を
引
見
る
拷
問
（
が
う
も
ん
）。
十
三
の
絃

（
い
と
）
す
ぢ
に
し
ば
り
か
ら
め
て
琴
柱

（
こ
と
じ
）
に
く
ゞ
め
。
科
（
と
が
）
の
品
々

（
し
な
〳
〵
）
一
チ
よ
り
十
迄
斗
為
（
と
い
）

き
ん
ず
る
を
ひ
が
こ
と
ゝ
は
申
さ
れ
ま

じ
。︿
地
色
ウ
﹀
琴
（
こ
と
）
の
形
（
か
た
ち
）

「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
其
子
細
い
ふ
て
聞
ん
。
鼓

（
つ
ゞ
み
）
は
五
声
（
せ
い
）
に
通
（
つ
う
）

ぜ
ず
と
い
へ
共
。
糸
竹
（
い
と
た
け
）
の

調
（
し
ら
べ
）
は
五
音
四
声
（
し
や
う
）
に

よ
く
通
（
つ
う
）
じ
直
（
な
を
き
）
を
以
テ

て
う
し
と
す
。
ま
が
り
偽
（
い
つ
は
）
る

心
を
以
テ
。
此
曲
（
き
よ
く
）
を
な
せ
る

時
は
其
音
（
ね
）
色
乱
れ
く
る
ふ
。
な
か

ん
づ
く
此
琴
（
こ
と
）。
音
（
お
と
）
有
ル

物
の
司
（
つ
か
さ
）
と
し
て
人
の
心
を
正

（
た
ゞ
し
う
）
し
。
邪
（
よ
こ
し
ま
）
を
戒
（
い

ま
し
む
）
る
と
白
虎
通
（
ひ
や
つ
こ
つ
う
）

に
も
賞
（
し
や
う
）
じ
置
キ
た
り
。
こ
ゝ

を
︻
兜
五
十
七
ウ
︼
以
テ
重
忠
が
。
女
の
心

を
引
見
る
拷
問
（
が
う
も
ん
）。
十
三
の
絃

（
い
と
）
す
ぢ
に
し
ば
り
か
ら
め
て
琴
柱

（
こ
と
ぢ
）
に
く
ゞ
め
。
科
（
と
が
）
の
品
々

一
チ
よ
り
十
迄
斗
為
（
と
ゐ
）
き
ん
ず
る

を
ひ
が
こ
と
ゝ
は
申
さ
れ
ま
じ
。︿
地
色

ウ
﹀
琴
の
形
（
か
た
＊
）
を
竪
（
た
て
）
に

「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
其
し
さ
い
い
ふ
て
き
け
ん
。

つ
ゞ
み
は
五
せ
い
に
つ
う
ぜ
ず
と
い
へ

共
。
い
と
竹
の
し
ら
べ
は
五
ゐ
ん
四
し
や

う
に
よ
く
つ
う
じ
な
を
き
を
も
つ
て
て
う

し
と
す
。
ま
が
り
い
つ
は
る
心
を
も
つ

て
。
此
き
よ
く
を
な
せ
る
時
キ
は
其
ね
い

ろ
み
だ
れ
く
る
ふ
。
な
か
ん
づ
く
此
こ

と
。
お
と
あ
る
物
の
つ
か
さ
︻
琴
責
下
五
オ
︼

と
し
て
人
ト
の
心
を
た
ゞ
し
う
し
。
よ
こ

し
ま
を
い
ま
し
む
る
と
び
や
つ
こ
つ
う
に

も
し
や
う
じ
お
き
た
り
。
こ
ゝ
を
も
つ
て

重
た
ゞ
が
。
女
の
心
を
引
キ
見
る
が
う
も

ん
。
十
三
の
い
と
す
ぢ
に
し
ば
り
か
ら
め

て
こ
と
ぢ
に
く
ゞ
め
。
と
が
の
し
な
〴
〵

一
よ
り
十
迄
と
い
ぎ
ん
ず
る
を
ひ
が
こ

と
ゝ
は
申
さ
れ
ま
じ
。︿
地
色
ウ
﹀
こ
と
の

か
た
ち
を
た
て
に
見
れ
ば
み
な
ぎ
り
お
つ

る
た
き
の
水
。
其
水
を
く
れ
る
︿
ハ
ル
﹀

心
の
水
ぜ
め
。︿
ウ
﹀
さ
み
せ
ん
の
二
上

り
に
き
を
つ
り
上
る
︿
ウ
﹀
天
ン
び
ん
ぜ

▲
「︿
詞
﹀
ヲ
ヽ
其
し
さ
い
言
フ
て
聞
ケ
ん
。

鼓
（
つ
ゞ
み
）
は
五
声
（
ご
せ
い
）
に
通
（
つ

う
）
ぜ
ず
と
い
へ
ど
も
。
糸
竹
の
し
ら
べ

は
五
音
ン
四
声
イ
に
よ
く
通
じ
直
（
な
を

き
）
を
以
て
調
子
（
て
う
し
）
と
す
。
ま
が

り
い
つ
は
る
心
を
も
つ
て
。
此
曲
（
き
よ

く
）
を
な
せ
る
と
き
は
其
音
色
み
だ
れ
く

る
ふ
。
な
か
ん
づ
く
此
︻
琴
せ
め
二
十
ウ
︼

琴
。
音
有
物
の
司
（
つ
か
さ
）
と
し
て
人

の
心
を
正
（
た
ゞ
し
）
う
し
。
邪
（
よ
こ
し
ま
）

を
い
ま
し
む
る
と
白
虎
通
（
び
や
く
こ
つ

う
）
に
も
賞
（
し
や
う
）
じ
置
キ
た
り
。
こ
ゝ

を
も
つ
て
重
忠
が
女
の
心
を
引
キ
見
る
が

う
も
ん
。
十
三
の
糸
筋
に
し
ば
り
か
ら
め

て
琴
柱
（
こ
と
ぢ
）
に
く
ゞ
め
。
科
（
と
が
）

の
品
〳
〵
一
チ
よ
り
十
ま
で
と
ゐ
き
ん

︻
琴
せ
め
廿
一
オ
︼
ず
る
を
ひ
が
事
と
は
申

さ
れ
ま
じ
。︿
地
色
ウ
﹀
琴
の
か
た
ち
を
竪

（
た
て
）
に
見
れ
ば
︿
ウ
﹀
み
な
ぎ
り
お
つ

る
滝
の
水
。
其
水
を
く
れ
る
︿
ハ
ル
﹀
心
②
脱
字
「
ち
」
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を
竪
（
た
て
）
に
見
れ
ば
︿
ウ
﹀
み
な
ぎ
り

お
つ
る
滝
（
た
き
）
の
水
。
其
水
を
く
れ

る
︿
ハ
ル
﹀
心
の
水
責
。︿
ウ
﹀
三
絃
（
さ
み

せ
ん
）
の
二
上
り
に
気
を
釣
上
る
︿
ウ
﹀

天
秤
責
（
て
ん
び
ん
ぜ
め
）。︿
ウ
﹀
鼓
弓
（
こ

き
う
）
の
弓
の
や
が
ら
責
と
。︿
詞
﹀
品
を

か
へ
責
れ
共
い
つ
か
な
乱
る
ゝ
ね
じ
め
も

な
く
。
て
う
し
も
時
に
あ
ひ
の
手
の
。
秘

曲
（
ひ
き
よ
く
）
を
つ
く
す
一
ト
ふ
し
に
︿
地

ウ
﹀
彼
（
か
れ
）
が
誠
は
あ
ら
は
れ
て
。︿
ハ

ル
﹀
知
ラ
ぬ
こ
と
は
︿
ウ
﹀
知
ラ
ぬ
に
立
ツ
。

し
ら
べ
を
た
ゞ
し
て
聞
取
た
る
せ
ん
き
の

落
着
。︿
ウ
﹀
此
上
に
も
ふ
し
ん
有
リ
や
」

と
︿
ウ
﹀
道
理
に
叶
ひ
し
詞
の
し
ら
べ
。

見
れ
ば
み
な
ぎ
り
お
つ
る
滝
（
た
き
）
の

水
。
其
水
を
く
れ
る
︿
ハ
ル
﹀
心
の
水
責

（
ぜ
め
）。︿
ウ
﹀
三
絃
（
さ
み
せ
ん
）
の
二
上

り
に
気
を
釣
（
つ
り
）
上
る
︿
ウ
﹀
天
秤
責

（
て
ん
ぴ
ん
せ
め
）。︿
ウ
﹀
鼓
弓
（
こ
き
う
）

の
弓
の
矢
が
ら
責
と
。︿
詞
﹀
品
を
か
へ

責
ム
れ
共
い
つ
か
な
乱
る
ゝ
ね
じ
め
も
な

く
。
て
う
し
も
時
に
あ
ひ
の
手
の
。
秘
曲

（
ひ
き
よ
く
）
を
つ
く
す
一
ト
ふ
し
に
︿
地
ウ
﹀

彼
レ
が
誠
は
顕
は
れ
て
。︿
ハ
ル
﹀
知
ラ
ぬ

こ
と
は
︿
ウ
﹀
し
ら
ぬ
に
立
。
し
ら
べ
を

た
ゞ
し
て
聞
取
た
る
せ
ん
ぎ
の
落
着
（
ら

く
ぢ
や
く
）。︿
ウ
﹀
此
上
に
も
ふ
し
ん
有
や
」

と
︿
ウ
﹀
道
理
に
叶
ひ
し
詞
の
し
ら
べ
。

め
。︿
ウ
﹀
こ
き
う
の
弓
の
や
が
ら
ぜ
め

と
。︿
詞
﹀
品
を
か
へ
せ
む
れ
共
︻
琴
責
下

五
ウ
︼
い
つ
か
な
み
だ
る
ゝ
ね
じ
め
も
な

く
。
て
う
し
も
時
キ
も
合
イ
の
手
の
。
ひ

き
よ
く
を
つ
く
す
一
ト
ふ
し
に
︿
地
ウ
﹀

か
れ
が
ま
こ
と
は
あ
ら
は
れ
て
。︿
ハ
ル
﹀

し
ら
ぬ
事
は
︿
ウ
﹀
し
ら
ぬ
に
立
ツ
。
し

ら
べ
を
た
ゞ
し
て
聞
キ
取
ツ
た
る
せ
ん
ぎ

の
ら
く
ぢ
や
く
。︿
ウ
﹀
此
上
に
も
ふ
し

ん
有
リ
や
」
と
︿
ウ
﹀
だ
う
り
に
か
な
ひ

し
詞
の
し
ら
べ
。

の
水
責
。︿
ウ
﹀
三
弦
の
二
上
カ
り
に
気
を

釣
（
つ
り
）
上
ケ
た
る
︿
ウ
﹀
天
ン
秤
（
び
ん
）

ぜ
め
。︿
ウ
﹀
鼓
弓
（
こ
き
う
）
の
弓
の
︿
色
﹀

や
が
ら
ぜ
め
と
。︿
詞
﹀
品
を
か
へ
責
（
せ

む
）
れ
共
い
つ
か
な
︻
琴
せ
め
廿
一
ウ
︼
乱

（
み
だ
）
る
ゝ
ね
じ
め
も
な
く
。
調
子
（
て

う
し
）
も
時
も
合
の
手
の
。
秘
曲
（
ひ
き
よ

く
）
を
つ
く
す
一
ト
ふ
し
に
︿
地
ウ
﹀
彼
（
か

れ
）
が
誠
は
顕
（
あ
ら
）
は
れ
て
。︿
ハ
ル
﹀

知
ラ
ぬ
こ
と
は
知
ぬ
に
立
ツ
。
し
ら
べ
を

た
ゞ
し
て
聞
キ
取
ツ
た
る
せ
ん
ぎ
の
落
着

（
ら
く
ぢ
や
く
）。︿
ウ
﹀
此
上
に
も
ふ
し
ん

有
リ
や
」
と
︿
ウ
﹀
道
理
に
か
な
ひ
し
詞

の
し
ら
べ
。

岩
︿
ウ
﹀
ぴ
ん
共
し
や
ん
共
岩
永
は
。︿
ウ
﹀

ば
ち
び
ん
あ
た
ま
か
く
計
︿
フ
シ
﹀
ま
じ

め
に
成
ル
ぞ
こ
ゝ
ち
よ
き
。

︿
ウ
﹀
ぴ
ん
共
し
や
ん
共
岩
永
は
。︿
ウ
﹀

ば
ち
び
ん
あ
た
ま
か
く
計
︿
フ
シ
﹀
ま
じ

︻
兜
五
十
八
オ
︼
め
に
成
ぞ
こ
ゝ
ち
よ
き
。

︿
ウ
﹀
ぴ
ん
共
し
や
ん
共
岩
永
は
。︿
ウ
﹀

ば
ち
び
ん
あ
た
ま
か
く
ば
か
り
︿
フ
シ
﹀

ま
じ
め
に
な
る
ぞ
こ
ゝ
ち
よ
き
。

＊
︿
ウ
﹀
ぴ
ん
と
も
︻
琴
せ
め
廿
二
オ
︼
し

や
ん
共
岩
永
は
。︿
ウ
﹀
撥
鬢
（
は
ち
び
ん
）

天
窓
（
あ
た
ま
）
か
く
ば
か
り
。︿
フ
シ
﹀

ま
じ
め
に
な
る
ぞ
こ
ゝ
ち
よ
き
。
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重
︿
詞
﹀
重
忠
重
て
。︻
兜
五
十
八
オ
︼「
あ
こ

や
が
せ
ん
ぎ
落
着
（
ら
く
ぢ
や
く
）
と
い
へ

共
。
猶
此
上
に
某
が
尋
問
（
と
ふ
）
子
細

有
リ
。
随
分
い
た
は
り
や
し
き
へ
引
ケ
」

と
。

︿
詞
﹀
重
忠
重
（
か
さ
ね
）
て
。「
あ
こ
や
が

せ
ん
ぎ
落
着
（
ら
く
ち
や
く
）
と
い
へ
共
。

猶
此
上
に
某
が
尋
と
ふ
子
細
（
し
さ
い
）

有
。
随
分
（
ず
い
ぶ
ん
）
い
た
は
り
や
し

き
へ
引
ケ
」
と
。

︿
詞
﹀
重
た
ゞ
か
さ
ね
て
。「
あ
こ
や
が
せ

ん
ぎ
ら
く
ぢ
や
く
と
い
へ
共
。
な
を
此
上

に
そ
れ
が
し
が
た
づ
ね
と
ふ
︻
琴
責
下
六

オ
︼
し
さ
い
有
リ
。
ず
い
ぶ
ん
い
た
は
り

や
し
き
へ
引
ケ
」
と
。

▲
︿
地
ハ
ル
﹀
重
忠
︿
色
﹀
か
さ
ね
て
。「︿
詞
﹀

あ
こ
や
が
詮
義
（
せ
ん
ぎ
）
落
着
（
ら
く
ち

や
く
）
と
い
へ
共
。
な
を
此
上
に
某
（
そ

れ
が
し
）
が
尋
（
た
づ
ね
）
問
（
と
ふ
）
し
さ

い
有
リ
。
随
分
（
す
い
ぶ
ん
）
痛
（
い
た
）

は
り
屋
敷
へ
引
ケ
」
と
。

榛
︿
地
中
﹀
仰
を
蒙
（
か
う
む
）
る
榛
沢
（
は
ん

ざ
は
）
六
郎
「
い
ざ
あ
こ
や
︿
ハ
ル
﹀
立
ま

せ
い
」
と
。

︿
地
中
﹀
仰
を
蒙
（
か
う
む
）
る
榛
沢
（
は
ん

ざ
は
）
六
郎
「
い
ざ
あ
こ
や
︿
ハ
ル
﹀
立
ま

せ
い
」
と
。

︿
地
中
﹀
お
ゝ
せ
を
か
う
む
る
は
ん
ざ
は
六

郎
「
い
ざ
あ
こ
や
︿
ハ
ル
﹀
立
チ
ま
せ
い
」

と
。

︿
地
中
﹀
仰
を
か
う
む
る
榛
沢
六
郎
。「
イ
ザ

あ
こ
や
︻
琴
せ
め
廿
二
ウ
︼︿
ハ
ル
﹀
立
ま
せ

い
」
と
。

あ
︿
ウ
﹀
友
（
と
も
）
な
ふ
情
数
々
の
恵
（
め
ぐ

み
）
を
思
ふ
女
心
。「︿
中
﹀
有
リ
が
た
ふ

存
ま
す
」
と
。
詞
に
つ
き
ぬ
︿
フ
シ
﹀
悦

び
涙
。

︿
ウ
﹀
と
も
な
ふ
情
数
々
の
恵
（
め
ぐ
み
）

を
思
ふ
女
心
。「︿
中
﹀
有
が
た
ふ
存
ま
す
」

と
。
詞
に
つ
き
ぬ
︿
フ
シ
﹀
悦
び
涙
。

︿
ウ
﹀
と
も
な
ふ
な
さ
け
か
ず
〳
〵
の
め

ぐ
み
を
思
ふ
女
心
。「︿
中
﹀
有
リ
が
た
ふ

ぞ
ん
じ
ま
す
」
と
。
詞
に
つ
き
ぬ
︿
フ
シ
﹀

よ
ろ
こ
び
涙
。

●
︿
ウ
﹀
伴
ふ
な
さ
け
か
づ
〳
〵
の
恵
（
め

ぐ
み
）
を
思
ふ
女
心
。「
有
が
た
ふ
存
じ
ま

す
」
と
。︿
ウ
﹀
詞
に
尽
（
つ
き
）
ぬ
︿
フ
シ
﹀

悦
び
涙
。
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岩
︿
ウ
﹀
岩
永
は
拍
子
（
ひ
や
う
し
）
も
な
く

︿
ハ
ル
﹀
て
う
し
に
の
ら
ぬ
む
つ
と
︿
ウ
﹀

づ
ら
。

︿
ウ
﹀
岩
永
は
拍
子
（
ひ
や
う
し
）
も
な
く

︿
ハ
ル
﹀
調
子
（
て
う
し
）
に
の
ら
ぬ
三
絃

（
さ
み
せ
ん
）
の
。︿
ウ
﹀
て
ん
じ
か
へ
た
る

ふ
き
組
（
ぐ
み
）
も

︿
ウ
﹀
岩
永
は
拍
子
（
ひ
や
う
し
）
も
な
く

︿
ハ
ル
﹀
て
う
し
に
の
ら
ぬ
む
つ
と
︿
ウ
﹀

づ
ら
。

■
︿
ウ
﹀
岩
永
は
拍
子
（
ひ
や
う
し
）
も
な

く
︿
ハ
ル
﹀
調
子
（
て
う
し
）
に
の
ら
ぬ
︿
中
﹀

む
つ
と
頬
（
づ
ら
）。

あ

「
冥
加
（
め
う
が
）
に
あ
ま
る
︿
色
﹀
御
ン



『
壇
浦
兜
軍
記
』
三
段
目
口
「
琴
責
の
段
」
の
現
行
本
文
と
曲
風
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

（55）136

情
。」︿
中
﹀
つ
ど
〳
〵
お
礼
も
︿
ハ
ル
﹀
の

べ
ざ
ほ
の
。
長
居
は
︿
ウ
﹀
お
そ
れ
此
儘

に
す
。
ぐ
に
御
前
を
三
下
り
。

重
︿
ウ
﹀
秩
父
（
ち
ゝ
ぶ
）
は
宮
（
き
う
）
商
（
せ

う
）
角
（
か
く
）
徵
（
ち
）
羽
（
う
）
の
︿
ウ
﹀

五
つ
に
叶
ふ
琴
（
こ
と
）
三
絃
（
さ
み
せ
ん
）。

正
し
き
本
ン
調
子
。︿
ハ
ル
﹀
か
し
こ
き
例

（
た
め
し
）︿
ウ
﹀
引
イ
た
り
ち
よ
つ
か
い
。

︿
ウ
﹀
秩
父
（
ち
ゝ
ふ
）
は
正
し
き
本
ン
調
子
。
︿
ウ
﹀
ち
ゝ
ぶ
は
き
う
せ
う
か
く
ち
う
の

︿
ウ
﹀
五
つ
に
か
な
ふ
こ
と
さ
み
せ
ん
。︿
ハ

ル
﹀
か
し
こ
き
た
め
し
︿
ウ
﹀
引
イ
た
り

ち
よ
つ
か
い
。

▲
︿
ウ
﹀
秩
父
は
宮
（
き
う
）
商
（
し
や
う
）

角
（
か
く
）
微
（
び
）
羽
（
う
）
の
︿
ウ
﹀
五

つ
＊
か
な
ふ
︿
ハ
ル
﹀
琴
三
味
線
（
せ
ん
）。

︿
ウ
﹀
か
し
こ
き
例
（
た
め
し
）
弾
た
り
︻
琴

せ
め
廿
三
了
オ
︼
ち
よ
つ
か
い
。

④
脱
字
「
に
」

あ重岩
ば
ち
利
生
有
ル
︿
ウ
﹀
糸
（
い
と
）
さ
ば
き

直
（
す
ぐ
）
成
ル
。
道
の
〽
こ
と
の
は
や
。

︻
兜
五
十
八
ウ
︼

罰
（
ば
ち
）
利
生
（
り
し
や
う
）
あ
る
糸
さ

ば
き
直
ク
な
る
。
道
ぞ
有
が
た
き
︻
兜
五

十
八
ウ
︼

ば
ち
り
し
や
う
あ
る
︿
ウ
﹀
い
と
さ
ば
き

す
ぐ
な
る
道
。
の
〽
お
き
て
な
れ
。︻
琴

責
下
六
了
ウ
︼

︹
三
人
︺︿
ウ
﹀
ば
ち
り
し
や
う
あ
る
糸
さ

ば
き
直
（
す
ぐ
）
な
る
。
道
ぞ
有
リ
が
た

き
︻
琴
せ
め
廿
三
了
ウ
︼


